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富 山市は、東西 60。 7km、 南北 43.8kmに 及び、富 山県全体 の約 29%、

1241.85km2と ぃ ぅ広大な面積を占めます。雄大な立山連峰から富山湾の海

岸線までの豊かな自然環境をもち、北前船航路や北陸・飛騨街道での交易・

薬業・養蚕など古くから歴史や文化をもつ都市であります。

先人たちが育んできた貴重な文化財は、宮山市の歩んできた歴史を知る

ためのかけがえのない財産であります。これらを保護 し、未来へ継承して

いくことは、私たちが果たすべき責務と言えます。

平成 24年度に富山市立人幡小学校体育館改築工事に先立つ今市遺跡の発

掘調査を実施 しましたところ、平安時代の集落や江戸時代の屋敷地、昭和

時代の人幡国民学校に関連する遺跡が発掘されました。

平安時代の集落は、竪穴建物や掘立柱建物、道路状遺構がみつかり、こ

の時期に平野部へ開発が進んだことが分かります。

江戸時代には溝で区画された屋敷地割が見つかり、参勤交代で加賀藩が

通つた北陸街道にも面していることから、街道に関連する施設があったと推

測されます。明治時代に製作された九谷焼には参勤交代の様子が描かれ、

当地の歴史性を物語る貴重な資料となります。

このほか、昭和 17年に建築 された人幡国民学校の校舎の基礎が見つか

り、当時学校で使用された文房具なども出土しました。当時の暮 らしぶ り

がわかる貴重な資料と言えます。

このような調査成果をまとめた本書が、私たち共有の財産である埋蔵文

化財を理解 していただく上で参考になれば幸いです。

最後に、発掘調査にご理解 とご協力をいただきました地元人幡地区の皆

様をはじめ、文化庁文化財部、富山県教育委員会、宮山県埋蔵文化財セン

ター及び各関係機関の方々、調査中や整理期間中に様々なご指導 。ご助言

を賜 りました地元や研究者の方々に厚く御礼申し上げます。

平成 25年 3月

富 山 市 教 育 委 員 会

教 育 長  麻 畠 裕 之



例  言

1 本書は、富山県富山市人幡地内に所在する今市遺跡の発掘調査報告書である。
2 発掘調査は、富山市教育委員会学校施設課が事業主体となる人幡小学校体育館改築工事に伴うものである。
富山市教育委員会学校施設課の依頼を受けて、平成 24年度に富山市教育委員会埋蔵文化財センターの監

理のもと、北陸航測株式会社に委託して実施した。

3 現地発掘調査・整理作業・報告書作成期間及び発掘調査面積・調査担当者は、次の通りである。
体育館改築部分発掘調査

現地発掘調査期間 :平成 24年 7月 4日 ～ 8月 24日 、9月 18日 ～ 10月 5日

調査面積 :825活

調査担当者 :北陸航測株式会社 片山博道 橋日奈子
監理担当者 :富山市教育委員会埋蔵文化財センター 主査学芸員 鹿島昌也

駐車場部分試掘調査

現地試掘調査期間 :平成 24年 8月 13日 ～ 8月 17日

調査対象面積 :1,805旨 (ト レンチ掘削面積 101ど )

調査担当者 :北陸航測株式会社 片山博道 橋日奈子
監理担当者 :富山市教育委員会埋蔵文化財センター 主査学芸員 鹿島昌也
整理作業・報告書作成 :平成 24年 8月 27日 ～ 9月 14日 、10月 9日 ～平成 25年 3月 22日

担当者 :北陸航測株式会社 片山博道
監理担当者 :富山市教育委員会埋蔵文化財センター 主査学芸員 鹿島昌也
4 現地発掘調査及び整理作業に際し、下記の諸氏・諸機関に指導協力をいただいた。記して謝意を表します。

(敬称略)

富山市立人幡小学校 富山市人幡地区センター 人幡自治会 瀬戸蔵ミュージアム 石川県金沢城調査研究所

荒木麻理子 泉吉紀 池野正男 大川原竜一 尾島志保 木村昌弘 酒井英男 鈴木景三 高木好美
砂田晋司 田鳴正和 戸根比呂子 廣日早和子 丸山一昭 三辻利一 師岡正樹 吉村二次
5 出土遺物及び原図 。写真類は富山市教育委員会が保管している。
6 本書の執筆は、第 I・ Ⅱ章、第V章第 4節を鹿島昌也、それ以外を片山博道が行つた。

凡 例
1 本書の方位及び座標は、世界測地系の平面直角座標第Ⅶ系を基準とし、標高は東京湾平均海面 (T.P.)で

表示している。

2 遺構記号は、以下のとおりである。
SI:竪穴建物 SB:掘立柱建物 SF:道路状遺構 SK:土坑 SDitt SP:柱穴・ ピット SX:不明遺構

3 引用 。参考文献は、著者及び発行年 (西暦)を文中に ( )で示 し、巻末に掲載した。第Ⅳ章自然科学分

析は、各節・項の末に掲載した。註は
1で
示 し、各頁末に掲載した。

4 本書に掲載した遺物番号 (登録番号)はすべて通し番号とし、本文・写真図版の番号はすべて一致している。

5 遺構図中の遺物実測図はすべて縮尺 16分の 1である。
6 遺物実測図・遺構図の表現について通有の表現のほか、以下の表現を用いた。

遺構 礎石・基礎 ∞  柱痕 岡  ヵマド袖・棚状施設の粘土範囲 種に観  炭化物集中範囲□
遺物 コゲ・スス ‰  胎土目匡ヨ  土器被熱剥離 [1団
砥石の砥面 函  砂目 □
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調査の経過

第 I章 調査の経過

第 1節 調査に至る経過
今市遺跡は昭和 63年度～平成 3年度に富山市教育委員会が実施した分布調査で確認され、『富山市遺

跡地図』に遺跡配 201010と して登載された。埋蔵文化財包蔵地の面積は3,023,000だ である。

平成 24年 5月 1日 、富山市人幡小学校体育

館改築工事に伴い、既設管の埋設状況を確認

するための掘削を行 う一報が学校施設課 (発

注者)か ら埋蔵文化財センターに入つた。

同地区は埋蔵文化財包蔵地 「今市遺跡」内

に含まれていることから、急きょ同センター

職員が掘削に立会い、この時初めて体育館解

体工事が 4月 に発注されていることを知らさ

れ、文化財録護法第 94条第 1項に基づく通知

が提出されないまま工事が着手されているこ

とが判明した。掘削断面 (4T)を 確認 した

ところ、厚 さ 50～ 60cmの表土 (造成上)の

下に遺物包含層及び遺構 らしき堆積を確認 し

た。これを受けて、旧体育館の解体に伴い、
第 1図 調査区配置図

試掘調査や工事立会いが必要である旨を学校施設課及び営繕課 (施工管理担当)に伝え、文化財保護

法に基づく通知の提出を指示 した。

第2節 試掘調査① (体育館改築部分、駐車場部分)の経過
平成 24年 5月 7日 付けで体育館解体及び改築工事に伴 う文化財保護法第 94条第 1項に基づく通知

が富山市長 森雅志から提出された。工事対象面積は、3,025だ である。これを受けて、同月 17日 に基

礎および土間解体工事の立会い (3T)を行つたところ、遺構や遺物の所在が確認された。また、同

月 24日 、配管関係撤去工事にあわせて、体育館改築予定地 2箇所において試掘調査 (lT。 2T)を

実施した。

今回対象とした体育館改築部分 1,220ポのうち、630だについて埋蔵文化財の所在が確認された。試

掘調査結果中間報告は、同月 30日 付けで、学校施設課宛に通知した。残りの駐車場部分 1,805だにつ

いては、地盤改良などの計画がないことから、本発掘調査に合わせて試掘調査を実施することとなった。

この駐車場部分の試掘調査は 8月 13'14日 に実施した。その結果、1,770∬に遺跡の所在を確認した。

これを受けて 8月 31日 付けで、今回の体育館改築及び駐車場造成工事にかかる試掘調査結果を学校施

設課宛に通知した。

第3節 発掘調査① (体育館改築部分)の経過
試掘調査結果を受けて、学校施設課と協議を重ね、改築工事部分 630ピを対象とした現地発掘調査

は民間発掘会社で実施することとなった。発掘調査にかかる監理依頼文が、平成 24年 6月 4日 付けで

学校施設課から埋蔵文化財センター宛に提出された。学校施設課から発注された発掘調査業務は、同



調査の経過

年 6月 21日 ～平成 25年 1月 31日 までを業務期間として、北陸航測株式会社富山支店が受託した。埋

蔵文化財センター監理の下、7月 5日 から表土掘削に着手し、発掘調査を開始 した。7月 19日 には、

人幡小学校 6年生全員による体験発掘を実施 し、8月 10日 午前には、夏休み期間中の全校登校 日に合

わせて、1年生から6年生までの全校児童 (101名 )の見学会を実施した。同日午後からは一般市民を

対象とした現地説明会を開催したところ約 80名 の参力日があつた。

現地発掘調査の結果、平安時代前期の竪穴建物や掘立柱建物、溝跡、江戸時代後期の溝跡、昭和時

代の人幡国民学校の基礎などの遺構がみつかつた。調査の進捗状況に応じて、発注者 (学校施設課 )、

監理担当者 (埋蔵文化財センター)、 受注者 (北陸航測爛)に よる工程会議を開催し、調査方法の検討
などを適宜行つた。

第4節 発掘調査② (体育館改築追加、電気設備工事)の経過
630だの発掘調査は、8月 27日 の埋め戻し完了をもつて現地引渡しを通知した。しかしその後、9月

11日 に工事着手を前に、調査済範囲と実際に工事で掘削する範囲がずれていたことが判明した。調査

区設定時に地盤改良杭設置に伴 う余掘 り分を含めずに施工業者が工事掘削範囲 (発掘調査範囲)を設

定したためである。このことによって、約 200ポ分の追力日発掘調査が発生することとなった。

この事態を受けて、学校施設課から北陸航測株式会社に 200だの発掘調査業務を追加発注すること

が決定し、9月 18日 から発掘調査に着手した。体育館基礎工事 (地盤改良工事)と 並行 しての調査と

なり、工事の協議会 (工程会議)に参加 し、工事との調整を図りながら発掘調査を進め、調査が終了
した部分から順次引渡し、10月 5日 に遺構発掘が終了した。

一方、9月 4日 に埋蔵文化財センター職員が発掘調査を実施していない箇所で管路の掘削工事が行わ

れている状況を確認した。営繕課に確認 したところ、新体育館建築工事とは別に発注された機械設備

工事に伴 う掘削を実施していたことが判明した。この工事については、文化財保護法第 94条の通知が

提出されておらず、9月 5日 に営繕課担当から事情を聞き、同通知の早急な提出を指示し、今後の対応

を協議 した。同月 6日 付けで顛末を記した文書が同課から埋蔵文化財センターに提出され、同月 14日

付けで体育館改築に伴 う電気及び機械設備工事に伴 う文化財保護法第 94条の通知が提出された。管路

部分については、掘削深が遺跡の所在する深度に至らないため、慎重な工事の取 り扱いとしたが、ハ

ン ドホール部分の掘削 4ポ及び電柱支線部分の掘削 1だについては、発掘調査②に合わせて、北陸航

沢1株式会社による追加の発掘調査を実施した。

第5節 試掘調査② (外部物置部分)の経過
10月 5日 に体育館東側に設置する外部物置 50ピにかかる試掘調査を実施 した。その結果、厚 さ

60cmの表土 (造成上)の下に厚さ20cmの 平安時代などの遺物を含む包含層を確認 した。同月 9日 付け
で試掘結果を学校施設課宛に通知し、外部物置の基礎工事の掘削を 20cmの保護層を確保 した上で、現

地表面から40cm以 内に留めるように指示した。

第 6節 出土品整理作業の経過
出土品整理作業は、発掘調査を受託した北陸航測株式会社が実施した。業務の中で、富山大学理学

部酒井英男研究室による考古地磁気年代測定を実施した。また、同研究室で小学校グラウンド及び隣

接地の土地所有者の協力を得て、地中レーダ探査を実施した。さらに胎上分析研究会の三辻利一氏に

は出土須恵器の蛍光X線分析を依頼した。遺物整理・報告書作成作業は、現地発掘調査終了後引き続

き平成 25年 3月 22日 まで行つた。



調査の経過

5月 1日  掘削立会 (4T) 5月 24日 試掘調査 (lT)

7月 19日  体験発掘 8月 10日  現地説明会

8月 14日  試掘調査 (駐車場部分 ) 8月 17日  考古地磁気測定 (富山大学 )

9月 27日 地中レーダ探査 (富山大学 ) 10月 5日 試掘調査 (外部物置部分 )
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第Ⅱ章 遺跡の位置と環境

第 1節 地理的環境
今市遺跡は、呉羽丘陵の北西側に広がる射水平野東端の旧神通川旧左岸河岸段丘上、標高は 5～ 6

mで、現在の神通川から西へ 2kmの距離に位置する。神通川は洪水による変遷が繰 り返し生じ、万
治元 (1658年 )年の大洪水で東岩瀬に流れができ、その後寛文 8～ 9(1668～ 69)年の洪水以降本流は

東岩瀬側となった。西岩瀬側の川は神通古川と呼ばれ、規模が次第に縮小し現在は細い流れとなって

いる。

現在の神通川では、遺跡北東に位置する草島で昭和 38(1953)年以降行われた北陸電力富山火力発

電所建設工事に伴い、)|1底から約 2,000年前の埋没林が見つかつている。また、この埋没林の付近で

縄文から江戸時代までの遺物が出土した。

遺跡の北側から西側は縄文海進の後、砂州が発達して古放生津潟ができ、そこへ川が流れ込み次第

に潟を埋め低湿地帯が形成された。布目神明社北西約 200mの市道拡幅工事に伴 う立会調査で、平安

～江戸時代の遺構検出面の下に厚さ約 30cmの黄色シル ト層が堆積し、その下から縄文～弥生土器の遺

物包含層が検出された。厚さ 30cmの堆積層は、弥生～平安時代の間に洪水堆積などによって形成され

たとみられる。

第 2節 歴史的環境
今市遺跡は富山市今市、人幡、寺島、布目、四方荒屋、人町北、人町南、人町東、人町中地内に所

在する縄文時代～近世にわたる集落遺跡で約 300haに及ぶ。本遺跡の周辺には、縄文時代から江戸時

代に至るまで連綿とした人の営みが確認できる数多くの遺跡が存在する。

本遺跡では、今回の調査で縄文時代後期～晩期の土器や石器が出土した。

弥生時代中期～古墳時代前期にかけては、本遺跡の北側の河口に近い神通川旧河道右岸に大規模な

集落が形成される。四方荒屋遺跡では、弥生時代～古墳時代の遺構が検出され (富山市教委 2000)、 隣

接する四方背戸割遺跡では、地域色の強い北陸型台付装飾壺とよばれる弥生土器が出土し、弥生時代

中期～古墳時代初頭の遺構が検出されている (富山市教委 2006)。 江代割遺跡では、古墳時代前期の竪

穴建物 3棟などが見つかつた (富山市教委 1988)。 本遺跡では、平成 20年に人幡地内の下水道工事立

会調査で絵画が線刻された弥生時代後期の土器が出上している。

一方、神通川旧河道左岸の河口に近い打出遺跡では、弥生時代後期～古墳時代前期の集落が発掘され、

竪穴建物 8棟や掘立柱建物 1棟などが見つかつた。弥生時代終末期では、遺存状態の良好な焼失住居

を 1棟確認し、住居構造を復元する上での基準資料となった。

さらに、呉羽丘陵北端に位置する百塚遺跡では、計 30基の墳墓や古墳が発掘され、百塚古墳群と呼

ばれる。弥生時代後期～古墳時代前期にかけてと古墳時代後期に築造され、様々な墳形を造墓する集

団の共同墓地として注目されている (富山市教委 2012)。

本遺跡の立地する富山市北西部には、古代射水郡寒江郷があったと推測されている。寒江郷は天平

宝字 4(752)年 10月 18日 の越中国牒 (正倉院文書)に 「射水郡寒江郷戸主三宅黒人戸牒」とあり、8

世紀中頃には存在していた。周辺では、百塚住吉 D遺跡で、奈良時代の馬小屋と見られる土坑や掘立

柱建物跡が見つかり、今市遺跡 (寺島館跡)では、平安時代の竪穴建物が 1棟発掘された。
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丘陵部に位置する北代遺跡や呉羽小竹堤遺跡では鍛冶工房が、長岡杉林遺跡では瓦塔や緑釉陶器、

灰釉陶器など仏教的遺物を伴 う建物跡が検出されている。奈良時代の集落は、丘陵部やその縁辺部に

位置していたが、平安時代になると平野部へと広がり、このことにより、耕作地などの開発が丘陵部

から平野部に進んだことがうかがえる。先述した打出遺跡では平安時代の直線道 (官道)が発掘され

ている。

中世の遺跡については、日本最古の海商法『廻船式目』貞応 2年 (1223)に その存在が確認できる「越

中岩瀬湊」の関連から、多くの遺跡が確認されている。打出遺跡では鎌倉時代～室町時代の屋敷跡や

道路状遺構が確認された。特に四方北窪遺跡では 14世紀～ 15世紀を中心とする珠洲の他に、天 目の

模倣瓦質土器が出土している。また、掘立柱建物や道路などの他に火葬場など、非生活空間的な色彩

の強い遺構もみられた (富山市教委 2000)。

人町Ⅱ遺跡では中世前期 (13世紀後半～ 14世紀 )に区画溝をもつ集落が発掘された。この一帯は、

南北朝～室町時代の京都下鴨神社領 「寒江荘」に該当することや出土品のなかに千鳥紋を施 した漆器

があることから、鎌倉時代から高級漆器を取り寄せることのできる人々が暮らす中核的な集落であつ

たことが指摘されている (富山市教委 2008)。 さらに四方荒屋遺跡では、溝によって区画された中世の

屋敷地の一端を確認した (富山市教委 1999)。

一方、今市遺跡内の寺島地区は守護代神保氏の被官であつた国人寺嶋氏の出自の地と推測されてい

た (平凡社 1994)。 近年の発掘調査で、12世紀後半～ 13世紀前半を中心とした薬研堀や土橋、犬走り

などの中世城館に伴う遺構を検出し、早い段階からこの地に城館が存在していたことが明らかとなった。

近世に至ると寛永年間の牛ヶ首用水の開削によって、神通川下流左岸地域の村々の開発が進んだ。

本遺跡の調査地が所在する人幡村は婦負郡に位置し、寛永 16(1639)年、加賀藩から富山藩が分藩さ

れると、人幡村は富山藩領に属した。また、人幡村は加賀藩・大聖寺藩が参勤交代で使用する北陸街

道が通り、文久元年 (1861)年には参勤交代にあたり、緊急時には村役人が差配することになっていた。

さらに、当村の肝煎甚右衛門宅が加賀藩主の休息所及び歓送迎する富山藩役人の詰所となつていたよ

うである。

昭和 17(1942)年に、この地に人幡国民学校の建築が開始され、同 19年に完成 した。昭和 22年

には教育基本法・学校教育法の施行で、人幡村立人幡小学校と改称 した。昭和 24(1949)年には小

学校校舎北側に中学校専用の校舎が増築された。その後、市町村合併などを経て、昭和 35年富山市

立人幡小学校と改称された。現在の小学校校舎は、昭和 47年に完成 し、昭和 51年に体育館が完成 し

昭和 21年米軍撮影 (増築前 )

一
一ど

昭和 36年頃 (増築後 )の航空写真
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運動場

第2図 調査地位置図(S=1/1000 上:北 )
(『国土基本図(S=1/2500)』 を使用)

1今市遺跡
2寺島館跡
3打出遺跡
4江代割遺跡
5四方北窪遺跡
6四方荒屋遺跡
7四方背戸割遺跡
8百塚住吉遺跡
9八町Ⅱ遺跡
10百塚遺跡
11北代遺跡
12長岡杉林遺跡
13呉羽小竹堤遺跡
14呉羽富田町遺跡

第 3図 今市遺跡の遺跡位置と周辺の遺跡 (S=1/50000 上が北)
(『国土地理院地形図 (S=1/25000)』 を使用)
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調査成果

第Ⅲ章 調査成果

第 1節 調査概要
第 1項 調査・整理の方法

(1)発掘調査

本調査は第 4図のように、調査区及びグリッドを設定した。本調査地の北側をA区、南側をB区に

分けて調査を進めた。遺構番号・遺物取り上げ番号は A区・B区に限らず、通し番号を付けた。

表土掘削は、バンクホウ (0.4t、 平爪 )と トランク (4t)の各 1台を使用した。包含層掘削及び遺構

検出は、ジョレン及びねじり鎌 (ガ ジ)に よる精査を行い、遺構範囲には石灰でマーキングした。遺

構検出後、ラジヨンヘリコプター (以下、ラジヘリ)を使用した空中写真撮影 (以下、空撮 )と ロー

ジングタワーによる撮影を行った。

遺構及び撹乱掘削は、遺構を移植ゴテ等の小型道具、撹乱を父!先スコップ等の大型道具で行つた。

本調査では、明治時代以降を撹乱とした。撹乱掘削は、遺構確認のため約 20～ 40cmを 目途として掘

削を行つた。それ以上の深さのものに関しては トレンチにより深さと遺構の有無の確認を行った。遺

構掘削完了後、完掘の空撮とロージングタワーによる撮影を行つた。埋め戻しは、バックホウ (0.4t、

平爪 )1台 とバックホウ (0.7t、 平爪 )1台を使用した。

排土処理は、一輪車を使用したが、一輪車が使用できない所ではバックホウ (0.4t、 平爪 )を使用した。

排水処理は、ポンプを使用し、ノッチタンクを通してから調査区北側にある道路側溝に排水した。

測量は、平面図・遺物の地点上げをトータルステーション、断面図・遺物出土状況図を手浪1り で行った。

なお、竪穴建物の遺物取り上げでは、床面より上層の埋土内のものに関して、建物を四等分し、カマ

ドの部分を①に定め、時計回りに①～④の順とした。床面直上のものはトータルステーションによる

地点上げの測量を行つた。

撮影は、35tlla判カメラ (白黒 )。 中判カメラ (6× 7、 白黒・カラージバーサル )・ デジタルカメラ

Sony α 2450万画素 (以下、デジカメ )を使用した。なお、デジカメは補助的な扱いではなく、35Hlm

判カメラ (カ ラージバーサル )の代わりとして使用している。遺構の中でも特に重要と判断したもの

に関しては 3511m判 カメラ。中判カメラ・デジカメで撮影を行い、その他、単層の遺構等は 3541m判 カ

メラ・デジカメのみで撮影を行つた。空撮はラジヘジを使用し、中判カメラ (6× 4、 カラージバーサル )

とデジカメの 2台を併用した。

(2)整理作業

遺物は、洗浄を発掘調査と併行して行い、注記・接合・復元をアケオロジィーセンター (北陸航測

株式会社整理事務所 )で行つた。注記は、ポスターカラー (白・黒 )を使用し、注記後、ニスによつ

て保護を行つた。接合は、セメダインCを使用した。復元にはバイサムと石膏を併用した。

実測は、手測りによつて行つた。 トレースは、実測図をフォ トションプ CS4(adobe)に よつてスキャ
ニング・補正の後、イラス トレータ CS4(adobe)で デジタル トレースを行つた。遺構平面図は、 トータ
ルステーションによつて取り込んだデータをCADで編集し、イラス トレータに変換した。遺構断面図は、

手測りした図をフォ トショップによってスキャニング・補正の後、イラス トレータでデジタル トレー

スを行った。報告書の編集は、インデザイン CS4(adobe)で行った。
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第 2項 調査・整理の経過

発掘調査は平成 24年 7月 5日 ～ 8月 24日 (発掘調査①)、 9月 18日 ～ 10月 5日 (発掘調査②)まで、

整理作業は平成 24年 7月 下旬～平成 25年 3月 まで実施した。

事前準備として、7月 5日 にハウス設置、7月 5。 6日 に調査区のバリケー ド設置、電気・水道工事、水準・

基準点測量を行つた。

調査は、7月 6日 ～ 10日 に重機表土掘削を行い、9日 から作業員を導入した。9日 は作業員新規入場

者教育を行い、年後から壁面整形を行つた。遺構検出は 7月 10日 ～ 17日 まで行つた。18日 は午前に

掃除を行い、正午前後に遺構検出のラジヘリによる空撮とローリングタワーによる撮影を行つた。同

日の年後から遺構掘削を開始し、8月 7日 まで行った。7月 19日 には人幡小学校 6年生の発掘調査体

験を行った。8月 8日 には午前に掃除を行い、正午前後に完掘のラジヘリによる空撮とロージングタワー

による撮影を行った。測量は調査と併行して トータルステーションによる平面測量と手測りによる断

面実測を行った。10日 には午前中に人幡小学校児童の見学会を行い、年後から一般の現地説明会を行つ

た。現地説明会は約 80名 の参加者であった。

駐車場部分の試掘調査 (5T～ 9T)を 13・ 14日 に行った。併行して、発掘調査①の補足調査を21日

まで行い、完了した。21・ 22日 には埋戻しを行つた。24日 までにハウス・ トイレ・資材 。重機・水道・

電気の撤去を完了した。8月 17日 に富山大学・酒井教授による地磁気調査を行った。

9月 18日 から発掘調査②を行った。工事の都合上、調査は、完了した部分から引き渡していく方法

をとつた。調査は、プール側から重機表土掘削を行つていき、ロージングタワーによる検出撮影を行

いながら、調査地を時計回りに進めていつた。遺構検出の結果、S102付 近が最も遺構が集中してい

ることが分かり、調査は、遺構の密度が低いところから終わらせていき、完掘撮影・測量を行つてか

ら工事側に順次引渡しを行つた。最後に 10月 1日 から5日 に S102付近の調査を行つた。その間、ハ

ンドホール地区、電線支線地区の調査も併行して行った。5日 には S102付近の調査と伴に、試掘調査

10Tを行った。最後に S102からは墨書土器 「由」が出上し、全ての調査を完了した。

その後の作業は、北陸航測株式会社アケオロジィーセンターに場所を移して実施した。整理作業に

ついては一次整理 (洗浄・選別・注記・接合・復元)、 二次整理 (遺物実測・ トレース、遺構図作成、

写真整理、遺物撮影 )、 二次整理 (遺物・遺構・写真図版編集、原稿執筆・編集)の 3工程を、一次整

理 7月 ～ 10月 、二次整理 9月 ～ 2月 、二次整理 10月 ～ 3月 の期間で実施した。一次・二次整理は現

場 と連動 して行っ

てい る。 そ して、

3月 22日 に本 書

を発行 した。

第 1表  発掘調査及び整理作業工程表

上十 中旬1下 上旬1中 中

鯛誘査O

賠掘調査②(追力の

一次整理

二次整理 1犠 合 復元 実測 トレス

三次整理 遺構 遺物 写真等

復元風景遺構掘削風景 タワー組立風景



第 4図 遺構全体図及びグリッド設定図
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調査成果

第 3項 基本層序
基本層序は、第 5図・写真図版 18に示 したとおり、大きく4層 に分けることができる。 I層 は学
校造成上等、Ⅱ層は江戸時代後期の包含層、Ⅲ層は平安時代前期の包含層、Ⅳ層は地山である。 I・

Ⅳ層はさらに aと bに分けることができる。 Ia層 は盛土で、学校建設の際の造成土と砕石等である。
Ib層は青灰色を呈しており、水田耕作土・床土とも考えられるが、盛土の下に敷かれているように
もみえる。これについては、 Ib層が水田に由来する土であれば、コンクリー ト基礎に切られている
はずであるが、コンクリー ト基礎の上に乗つており、また、拳大の礫が列をなして並び、これらの礫

を覆 うような状態を観察できるところもある。よって、Ib層 は盛土に伴 うものであると考えられる。
Ⅳ層は、Ⅳ a層が砂質でⅣ b層が粘質である。Ⅳ b層 はⅣ a層上面から30～ 40cm程度下がつたとこ

ろに確認できる。

遺構の埋土は、江戸時代後期がⅡ層相当、平安時代前期がⅢ層相当である。その他、斑土 (Ⅲ層相

当とⅣ層相当)を確認でき、Ⅱ層相当ではないが、遺物が江戸時代後期のものが出土していることか

ら、江戸時代後期と推測される。ただし、平安時代前期の遺構の中にも斑土状のものはあり、判断が

難しいものもある。これらについては周囲の遺構の状況等から判断した。

柱状図をみると、遺構検出面であるⅣ層は概ね 5.5m前後で、東側に向かって緩やかに下がつている。

このことは、本調査地が河岸段丘上の東端に立地していることと一致する。SX05,06の 埋上である粗

砂は基本層序にみられず、江戸時代後期以降の洪水堆積の可能性も考えられる (第Ⅳ章第 1節 )。

基本土層模式図 北壁面柱状図

d地点    c地 点    b地 点     a地 点

東壁面柱状図

e地点     f地 点

構検出面

土層説 明

Ia層 造成土・砕石等

Ib層 造成上基礎土ヵ

Ⅱ層 江戸後期包含層
Ⅲ層 平安前期包含層
Ⅳa層 地山

Ⅳb層 地山

5B5/1青灰色粘質シル ト

10YR5/2暗灰黄色砂質シル ト

10YR2/3黒褐色砂質シル ト

10YR4/4褐色砂質シル ト  600m

10YR4/4褐色糀質シル ト

g地点

第 5図 基本層序・柱状図

Ia

Ib

Ⅱ

Ⅲ

凸ra
迫逗
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調査成果

S103
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第 6図 堅穴建物・掘立柱建物周辺図
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調査成果

第 2節 遺構

本調査において検出された遺構は、総数 172基である。その内訳は、堅穴建物 3棟、柱穴 137基 (う

ち掘立柱建物 4棟 )、 溝 19条、土坑 6基、不明遺構 7基である。 (第 4。 6図 )

第 可項  平安時代前期
(1)竪穴建物
S101(第 7・ 8図・写真図版 3。 4)

検出位置は、H・ 14・ 5グ リッドである。検出段階では、平面形とカマ ド袖の痕跡を確認していたが、

北側で柱穴の重複 と撹乱により、平面形が不明瞭であった。特に、 Ib層 と水道管の掘方が東西方向
に走っており、撹乱が建物上で深く影響していた。

平面形は、南北方向に長い長方形を呈する。規模は、南北 3.55m、東西 2.65m、床面積は 6.80♂ を測る。

主軸方位は、唯 106° Sである。埋土は 1層で、0.05～ 0.10mで床面に達する。S102・ S103の ような

明瞭な貼床はなく、地山を床面とする。内部施設は、カマ ド・棚状施設・段状施設 。周壁溝・周壁溝

内小ピットである。床面には柱穴を確認できない。

カマ ドは建物の東壁の中央よりやや南に付設される (地磁気分析 )。 カマ ド袖は白色粘土によつて

構築され、残存状況は袖が約 0.10～ 0.15m残 る程度で、天丼は崩落していた。底面中央に小ピッ ト

が確認できる。

また、カマ ド内からは、炭化物層 (分析試料)と 埋土中から炭化種子を確認 した (写真図版 4、 分
析試料 )。 カマ ドの両側には棚状の高まり (棚状施設)を確認できる。棚状施設は褐色粘土によって

0       .          (    .                            3m

(■ 40)

第 7図 S101完掘平面図・遺物出土状況図

遺物出土状況
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調査成果

ド完掘

0                                                   3m
('40)

D              D'
5 600F

1 10VR3/2 黒褐色 砂質ンル ト
径1～ 2cmの地山粒をやや多里含む

2 10YR3/2 黒褐色 砂質シル ト
径 ]～ 2mmの炭化物粒をやや多量含む

3 10YR3/2 黒掲色 砂質シル ト
径2～ 3cnの地山粒を多量、径1～ 2mmの炭化物 焼土粒
をやや多よ含む

4 10YR4/ユ  欄色  粘質ンル ト
径2～ 3岡の炭化物粒をやや多量、径2～ 3emの焼上粒を
やや多量含む

5 10YR3/2 黒褐色 V1/質 ンルト
径5～ 10cmの地山粒を少豊、径よ～24Jnの炭化物粒をやや多量含む

6 10YR3/2 黒褐色 砂質ンル ト
径2～ 3cmの地山粒を多量、径2～ 4mmの炭化物粒をやや多量含む

7,OYR3/? 黒lP4色 砂質シル ト
I■
k2～ 3cmの地山粒をやや多量、径1～ 2mmの炭イヒ物粒を少fr含む

8 10YR3/2 黒褐色 砂質シル ト
径3～ 5cmの llb山 ブロックを多・it、 径 1～ 2mmの 炭化物粒を

やや多量含む

9 10YR3/2 黒褐色 砂質ンル ト
径2～ 3cmの 地山粒をやや多量、径 1～ 2mmの 炭化物粒を少壁含む

10 10YR3/2 黒褐色 砂質シル ト
径 1～ 2cmの 地山粒をやや多量、径2～8emの 炭化物 焼上粒を

多量含む

H10YR3/2 黒褐色 砂質ンル ト
径 1～ 2cmの 地山粒を少量、径 1～ 2114の炭化物 焼上粒を少量含む

12 10YR3/2 黒掲色 砂質シル ト
径2～ 3cmの 地山粒をやや多量、径 1～ 2mmの 炭化物粒を少量含む

13 10YR3/2 黒褐色 砂質シル ト
径2～ 3emの 地山粒を多量含む

14 10YR3/4 暗褐色 砂質シル ト
径 1～ 2mmの 炭化物粒をやゃ多量含む

15 10YR3/2 黒褐色 砂質ンル ト
径2～ 3cmの 地山粒をやや多且、径3～5mmの 炭化物 焼土粒を

少景含む

16 10VR4/4 褐色  粘質ンル ト
径2～ 3mmの 炭化物粒を少量含む

17 10YR3/2 黒褐色 砂質シル ト
径5～ 10mmの 地山粒をやや多豊、径2～5mmの 炭化物粒を

極多壁、径2～ 3mmの 焼土粒を少量含む

18 10YR3/2 黒褐色 砂質ンル ト
径 1～ 2cmの 地山粒をやや少豊、径2～ 3mmの 炭化物粒を

やや多量含む

19 10YR4/4 掲色  粘質ンル ト
径 1～ 2114の焼上粒を多量含む

20 10YR4/4 掲色  粘質シル ト
径 1～ 2mmの 焼土粒を多量含む

21 10YR3/2 景
`協

色 砂質ンル ト
径5～ 10mmの 地山粒を少量、径 1～ 2鰤の炭化物粒を

少量含む

22 10VR4/4 褐色  粘質シル ト
径2～ 3mmの 炭化物をやや多量含む

第 3図  S101カ マ ド平面・断面図
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調査成果

構築される。遺物はカマ ド内とカマ ドと棚状施設の前に多く出上していることから、棚状施設は食器・

調理具等を置くためのものであると推察される。

床面は中央部で窪み、建物の西壁の中央から建物内側に向かつて段状の高まり (段状施設)を確認

できる。段状施設は竪穴を掘削する際、地山を意図的に残している。周壁溝は、幅は約 0.10～ 0.20m、

深さ約 0.10～ 0.15mを 測る。建物の周囲に巡 り、北東隅にはみられない。カマ ドと棚状施設の部分

にも確認でき、カマ ドと棚状施設を構築する以前に周壁溝を掘っていたことが分かる。建物の四隅の

周壁溝内に小ピットを検出した。径約 0。 10m、 深さは周壁溝底面より約 0。 10mを測る。このことから、

周壁溝は壁の基礎に相当し、布掘状の構造と推察される。重複関係は SP10。 19。 25・ 70・ 71・ 72・ 83に切

られている。カマ ドの炭化物・炭化種子を採取し、分析を行つた。その結果は第Ⅳ章にまとめ、第V

章では分析結果の検討を行つている。以下、S102・ 03・ 道路状遺構においても同様である。

S102(第 9～ 11図・写真図版 5。 6)

検出位置は、H3・ 4グ リッドである。検出段階では、S101・ 03に比べると、良好な状態であつた。

Ib層の影響は受けているが、S102の周辺ではⅢ層が確認でき、厚さ約 0。 10m堆積している。

平面形は、南北方向に長い長方形を呈する。規模は、南北 3.59m、 東西 3.1lm、 床面積は 8.00∬ を

測る。主軸方位は、N146° Sである。埋土は 3層で、約 0.20～ 0.30mで床面に達する。内部施設は、

カマ ド・床・周壁溝・周壁溝内小ピットである。床面には柱穴を確認できない。

カマ ドは建物の南西隅の壁に付設される。カマ ドの残存状態は天丼を欠くものの、袖は約 0.20～

0.25mの 高さを

確認でき、南側に延びる煙道も確認できる。しかし、先端は SD19に より切られている。カマ ドの袖

と貼床は白色粘土によつて構築されている (分析試料 )。 カマ ドの底面は約 0.20m堀 り窪めている。

前庭部にはカマ ドから炭化物の集中範囲が広がっている (分析試料 )。 これは S1032面 と同様である。

カマ ド内の埋土から炭化種子 (分析試料)が 出土している。

床面は堅穴の掘方の底面から約 0.20m上に貼床を確認できる。貼床は厚 さ約 0,03～ 0.05mで 、

白色粘土≧粒状のⅢ層相当とⅣ層が混ざつたものである。周壁溝はカマ ド以外の壁際に巡る。幅

は約 0.20～ 0.30m、 深 さは床面か ら約 0。 10～ 0.20mを 沢↓る。周壁溝内には 16基 の小 ピッ トが

み られ、南壁には確認できなかった。小ピットの間隔はばらつきがみられるものの、概ね 0.30

～ 0,40mで ある。小 ピッ トは径約 0。 10m、 深 さは周壁溝底面より約 0.10mを 測 る。重複関係は、

SP07・ 08。 15。 16。 28。 67・ 132・ 133・ 134、 SD18に切られ、SX07を切つている。SX07は 、後述するが、SI02

より古く、カマ ド関連の遺物が出土していることから、何らかの関連性があると考えられる。

S103(第 12。 13図・写真図版 7・ 8)

検出位置は、G4・ 5グ リッドである。検出段階では、北側の約半分を明治時代以降の水道管、旧体

育館の基礎によって、大きく撹乱を受けていた。また、この周辺ではⅢ層は確認されず、 Ib層が遺

構検出面まで達している。検出時点において床面が露出し、カマ ドには小型甕 (25)の底部が露出し

ていた。平面形は全体を確認できないが、S101・ 02と 同様の長方形と推沢1さ れる。検出範囲内では建

物の南西隅を確認でき、その他の隅は抗乱を受けている。唯一確認できる南西隅には小型甕の底部と

その周辺に焼土 。炭化物粒を多量に確認でき、この部分はカマ ドの可能性があると推沢1された。規模

は、残存長南北 2.18m、 東西 3.45m、 床面積は 5。 44だ、深さは検出面から0.05～ 0.10cmを測る。主

軸方位は、N149° Sである。内部施設は、カマ ド・棚状施設・床・周壁溝・周壁溝内小ピットである。

床面には柱穴を確認できない。カマ ドは建物の南西隅の壁に付設される (地磁気分析 )。 カマ ドは建

物の南西隅に確認でき、中央から小型甕が出土した
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調査成果
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1 10YR3/2 黒掲色 砂質ンル ト
径 1～ 2cmの 地山粒を少互、径2～ 3mmの 炭化物粒を少星含む

2 10YR3ノ 2 黒褐色 砂質ンル ト
径〕～2cmの 地山粒をやや多量含む

3 10YR3/2 黒掲色 砂質ンル ト
径5～ 10mnの 地山粒を多量、径 1～ 2mmの 炭化物 焼土粒を
少 R、 5～ 1 01daの 白色粘上を少量含む

4 10YR3/2 黒褐色 砂質ンル ト
径3～5emの 地山フ

・
'ッ
クを少量含む

5 10YR3/2 黒tB色 砂質シル ト
径2～ 39mの地山粒をやや多量、径1～ 2nmの炭化物粒をやや

多量含む

6 10YR3/2 黒褐色 砂質シル ト
径2～ 3emのカマド粘土粒を多量含む

7 10YR3/2 黒褐色 砂質ンル ト
径1～ 2cmの地山粒を少量、径2～ 3mmの炭化物粒をやや多量
含む

8 iOVR3/2 黒褐色 砂質シルト
径1～ 2emの地山粒を少豊、径3～ 5mmの炭化物粒をやや多量台む

9 10YR3/2 黒褐色 砂質シルト
径2～3cmの地山粒をやや多里、径1～ 21unの 炭化物粒を少量含む

10 10yR3/2 黒褐色 砂質ンル ト
径2～ 3 cmの地山粒を少量含む

n10YR3/2 黒褐色 砂質シルト
径よ～2emのカマド粘土粒をやや多星含む。径2～ 3mmの炭化物
焼上粒を少垂含む

12 10YR3/2 黒褐色 砂質シル ト
径2～3cmの炭化物 焼上粒を多見含む
13 10YR4/4 褐色  粘質ンル ト
径2～ 3mmの炭化物粒をやや多量含む

]4 10YR3/2 黒褐色 砂質シル ト
径1～ 2cmの地山粒を少量、径2～ 3emの炭化物粒をやや多員含む

15 10YR3/2 黒褐色 砂質シル ト
径2～ 3cmの地山粒を少見含む

16 10YR3/2 黒掲色 砂質シル ト
径2～3cmの 炭化物粒を多量含む

17 10YR3/2 黒褐色 砂質シル ト
径 1～ 2cmの 地世粒を少里、径2～ 3闘の炭化物粒を少量含む

18 10YR3/2 黒掲色 砂質シル ト
径3～5cmの 地山デ ,ック粒を多量、径2～ 31mの 炭化物粒を少量含む

19 10YR3/2 褐色  粘質シル ト
径 1～ 2cmの 地山粒をやや多量含む

20 10YR4/4 鶴色  粘質シル ト
径2～ 3cmの Π層相当粒やや多量、径 1～ 2mmの 炭化物粒を少足含む

21 10YR3/2 黒褐色 砂質ンル ト
径2～3omの 白色粘土 地山粒をやや多星含む

22 10YR3/2 黒褐色 砂質ンル ト
径 3～ 5cmの 地山デ ,ックを極多量含む

23 10YR3/2 黒褐色 砂質ンル ト
径 1～ 2cmの 地山物を多景。 1～ 2mmの 炭化物粒を少登含む

第 9図 S102カ マ ド平面・断面図
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調査成果

S102床上・SX07遺物出土状況

韓
脚 S102床下遺物出土状況

0                                                3m

い:40)

第 10図 S102遺物出土状況図
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調査成果

カマ ド・周壁溝完掘

掘方完掘

0                                                   3m
は 40)

第 11図 S102周壁溝・完掘平面図
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調査成果

製
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1屋5

A'甕 (25)

C'

10YR4/4 43色   粘質ンル ト
径2～ 3cmの地 白粒をやや多量、径2～ 3111の炭化物粒を少量含む

10YR3/2 黒褐色 秒質ンル ト
径 1～ 2cmの 地山粒を少登含む

10YR3/2 黒褐色 砂質ンル ト
径2～ 3cmの地山粒を少量、径2～3硼の炭化物粒をやや多量含む

10YR3/2 黒桐色 砂質シアレト
径2～ 3m側の炭化物粒をやや多量、径2～3cmの焼土粒をやや多壁含む

10YR3/2 黒褐色 T17質 ンル ト
径3～ 5mmの炭化物 焼土粒を極多星含む

10YR3/2 黒掲色 砂質ンル ト
径 1～ 2cmの地山粒を多量含む

10YR3/2 黒褐色 砂質シル ト
径2～ 3emの地山粒を多垂含む

10YR4/4 褐色  IB質 シル ト
径2～ 3emの地山li4を少量、径1～ 2mmの炭化物粒を少l■含む

10YR3/2 黒IP4色  砂質ンル ト
径 1～ 2cmの地山粒をやや多量、径2～ 3mmの炭化物粒をやや多量含む
10YR4/4 褐色  粘質ンル ト
径2～ Scmの地山粒をやや多量。径こ～211「の炭化物粒を少量含む

10YR3/2 黒褐色 砂質ンル ト
径2～ 3cmの地口粒をやや多星、径2～ 8mmの炭化物粒をやや少ユ含む

D'

S103-1・ 2面平面・断面図
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調査成果

小型甕は検出時点で、底部のみ確認されており、カマ ド内を掘削するまでこの小型甕の用途は分か

らなかったが、カマ ド内の掘削後、小型甕の全体が姿を現し、底面から口縁部まで確認でき、ほぼ完

全な形で逆さまに据え付けられていることが判明した。カマ ドのほぼ中央の底面に据え付けられてお

り、小型甕は、二次的な熱を受けた痕跡を確認できることから、支脚 として使用されていたと推察さ

孝化る。

カマ ドの袖 (分析試料 )は橙色粘上で構築されており、床と同様である。袖は建物の西壁 。南壁の

一部と一体となっている。煙道は建物の南西隅に延び、底面から奥壁の境に段を確認でき、南西隅端

部には煙道ピット状の窪みを検出しており、ここから外部に排煙すると推察される。東側の袖には小

さな棚状施設を確認でき、袖 と同じ橙色粘上で構築されていた。

床面は 2面確認できる。新 しい方から 1面 。2面 とした。1面 目は 2面 目の直上に橙色粘土を0.03

～ 0,05mの 厚みで貼つていた。貼床は橙色粘土と粒状のⅢ層相当とⅣ層が混ざったものである。2面

目は地山で、S101と 同様である。2面 目の直上にはカマ ドから北東方向に広がる炭化物集中範囲を確

認できる。周壁溝は残存 している範囲内において壁面を巡つている。幅 0.10～ 0.20m、 深さ0,10～

0。 15mを測る。周壁溝内には 13基の小ピットがみられる。小ピットは径 0。 10m、 深さは周壁溝底面よ

り約 0.10mを測る。重複関係は、SP60に切られる。

日 遺物出土状況

完掘

0                                                   3m
(1

第 13図 S103遺物出土状況・完掘平面図

０
１
１
１
１
気磁地 分析44
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調査成果

(2)掘立柱建物
掘立柱建物は、G～ 13～ 6グ リッドに集中して 4棟検出された (第 6図 )。 検出状況は、GoH 3・ 4グ リッ

ドと H・ 15。 6グ リンドの 2箇所に分かれ、柱穴は 2～ 3基重複 している。柱穴には 0.20m程度の円形

を呈するものと 0.40～ 0.80m程度の方形を呈するものの 2種類みられ、方形の柱穴は平安時代前期

の掘立柱建物と判断できる。円形の柱穴は平安時代前期の掘立柱建物の束柱になるものと、それ以外

では柵列や江戸時代後期の建物となる可能性もある。

SB01(第 14図・写真図版 9。 10)
G・ H3・ 4グ リッドに位置する。SB01は梁行 1間・桁行 4間の側柱建物である。規模は梁行 4.69m、

桁行 7.87m、 1間 1.30～ 2.60mを 浪1り 、本調査で検出した掘立柱建物の中で、最大の建物である。 1

間の FR3隔 イまSP01・ 06-SP02・ 07間 と SP04・ 09-SP05。 10間 が糸92.00m、  SP02・ 07-SP03・ 08間 カミ糸釘2.60m、

SP03'08 SP04・ 09が約 1.30mと 柱間に規則性がみられる。主軸方位は N62° Wである。柱穴は SP01

～ 10の 10基である。規模は、長軸が 0.40～ 0.80m、 短軸が 0.40～ 0.60mを 測 り、ばらつきがみら

れる。埋土はⅢ層相当を主体とし、Ⅳ層相当が粒状 。ブロック状に混在する。柱痕が確認できた柱穴は、

SP01の みで、径約 0.20mである。その他は単層の柱穴であつた。SP06は東側に浅い段を有しており、

柱の抜き取り痕と考えられる。重複関係は、SP14・ 18・ 25。 SD06に切 られ、SP17・ 104・ SDll'S101を切つ

ている。出土遺物は平安時代の須恵器 と土師器片が少量である。以上から、SB01は SB02よ り古く、

S101・ SDllよ り新 し くな り、 S101・ SDll→ SB01→ SB02と い っ た 新 旧 関係 に な る。 時 期 は S101よ り新

しいことから、9世紀後葉以降で、下限については不明瞭であるが、10世紀前葉と考えている。
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第 14図  SB01平画・断面図
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調査成果

SB02(第 15図 。写真図版 9。 10)
G・ H3'4グ リン ドに位置する。SB02は梁行 2間・桁行 3間の側柱建物である。規模は梁行 4.50m、

桁行 4.99m、 1間 1.50～ 2.20mを 沢Jる。主軸方位 は N-50° Wである。柱穴は SPH～ 21の 11基であ

るが、SP20と SP21は重複 しているので、10基の柱穴で構成 されている。規模は、主柱穴の長軸が 0.50

～ 0.80m、 短軸が 0.40～ 0,70m、 東柱の径は約 0.40mを 測 る。埋土はⅢ層相当を主体 とし、Ⅳ層相

当が粒状・ブロック状に混在する。 SPll。 17・ 21は柱痕を確認でき、径約 0.20mで ある。重複関係は、

SD05。 06。 SP23・ 24。 51・ 56。 57に切 られ、S101・ 02・ SP05・ 09・ SDll・ SX02を切つている。出土遺物は平安時

代の須恵器 と土師器片が少量である。以上から、SB02は SB03よ り古 く、S101・ 02・ SB01。 SDll'SX02よ

り新 しくな り、S101・ 02。 SB01・ SDll・ SX02→ SB02→ SB03と いった新旧関係になる。時期は S101・ 02よ

り新 しいことか ら、9世紀後葉以降で、下限については SB01と 同様に 10世紀前葉 と考えている。

l v
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0                                                         5m

(1:60)

第 15図  S802平 面・断面図
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調査成果

SB03(第 16図・写真図版 9・ 10)
G・ H3・ 4グ リンドに位置する。SB03は梁行 1聞・桁行 4間 の側柱建物である。規模は梁行 4.46m、

桁行 6.26m、 1間 2.00～ 2.50mを 測る。主軸方位は N54° Wである。柱穴は SP22～ 26・ 29。 30。 64。 69

の 9基で、南側柱列の西から2番 目が欠如 している。南側柱列は SD19の ため、不明瞭となっているが、

北側柱列では柱穴の規模・軸が整然としている。規模は、主柱穴の長軸が 0.40～ 0.90m、 短軸が 0.40

～ 0.80m、 束柱の径約 0,40mを 測る。東柱 とした SP64・ 69はやや南よりに位置 している。埋土はⅢ層

相当を主体とし、Ⅳ層相当が粒状・ブロック状に混在する。SP24は柱痕と底面に柱当りを確認でき

る。重複関係は、SP27・ 6日こ切 られ、SP09。 17・ 62・ 70。 83・ 129・ 135・ SD19・ SX07を切つている。出土遺物

は平安時代の須恵器 と土師器片が少量である。以上から、SB03は SB02・ SD19。 SX07よ り新 しくなり、

SB02・ SD19。 SX07→ SB03と いった新旧関係になる。時期は掘立柱建物の中で重複 している SB01～ 03

の中で最も新しくなることから、SB01・ 02と 同様の 10世紀前葉の中で考えられる。SB03は SB02と の

重複関係はなく、SP22・ 24・ 26。 29は S102の四隅に位置し、S102を覆っているようにも見える。 しかし、

SB03は掘立柱建物の中で最も新 しく、竪穴建物は掘立柱建物より古いことが分かつており、SB03と

あ

|

V

C'
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第 16図  SB03平面・断面図
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調査成果

S102の 間には時期差がある。

SB04(第 17図・写真図版 9。 10)

H・ 15。 6グ リン ドに位置する。SB04は梁行 2間・桁行 2間の側柱建物である。規模は梁行 3.67m、

桁行 5.54m、 1間 2.00～ 2.80mを 沢Jる。主軸方位 は N-79° Wである。他の掘立柱建物 と軸が異なつ

て い る が 、 S101と 概 ね 一 致 して い る。 柱 穴 は SP31～ 38の 8基 で あ る が 、 SP35,36と SP37・ 38は

重複 しているので、6基の柱穴から構成される。北側柱列の中央と東側柱列の中央は撹乱と江戸時代

後期の溝によって切 られており、欠如している。よつて、本来であれば、8基の柱穴から構成されて

いたと推測される。規模は、長軸が 0,70～ 1.10m、 短軸が 0.60～ 0,70mを 測 り、柱穴の規模は本調

査の掘立柱建物の中で最大である。埋土はⅢ層相当を主体とし、Ⅳ層相当が粒状 。ブロック状に混

在する。SP32は柱痕 と柱当りを、SP38は柱の抜取 り痕 と考えられる段を確認できる。重複関係は、

SP39。 41・ 42・ 46・ 47・ 53に切 られ、SP48・ 66を切つている。出土遺物は平安時代の須恵器 と土師器片が

少量である。時期は出土遺物から9世紀後葉～ 10世紀前葉と推定される。SB03で は竪穴建物やその

他の主要遺構との重複関係がなく、切 り合いでの新旧関係はつかめない。また、他の掘立柱建物との

新旧関係も確認できない。他の掘立柱建物の軸とS104は大きく異なっており、概ね同じ軸にあるの

は S101である。ただし、S101と は近接していることから、同時併存は難 しい。これについては第 V

章において述べる。
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調査成果

(3)道路状遺構
SD01・ 02、 SD03・ 04(第 18図・写真図版 11・ 12)

検出位置イま、SD01・ 02が D・ E-11、 FoG-10、 H-9、 正-7。 8、 」-7グ リンド、SD03が G-10・ 11、 H-10・ 11グ リッ

ド、SD04が H10グ リンドである。検出状況は、北東 ―南西方向の溝が 2条重複 し、蛇行している。

西側の溝は SD01・ 02、 東側の溝は SD03・ 04である。西側の溝は調査地内においてその全様を確認でき

るが、東側の溝はH llグ リッドと試掘 5T。 6Tで確認できているのみで、点でのみの確認である。よつて、

本報告では、道路状遺構と呼称する。路面に相当する部分は後世の削平を受けており、波板状の痕跡

は確認できない。東側の溝は、SD03が 南西方向に延びる可能性はあるが、北東方向は抗乱を受けて

いること、また、撹乱を受けていない部分においても、確認できるところと確認できないところがある。

SD04も 同様に、南西方向に延びる可能性があるものの、H llグ リンドでは北東方向に延びず、途切

れていることを確認している。このことから、西側の構は連続した溝で、東側の溝は断続的な溝であ

ることが分かる。西側の溝と東側の溝の間は撹乱の影響を強く受けているところが多く、道路状遺構

にみられる波板状の痕跡等は確認できない。規模は、道路状遺構の確認長 40.97m、 幅約 5,00～ 8,00m

を測る。各溝間の幅は、SD01・ 03間が 7.00m、 SD01・ 04間が 7,70m、 SD02・ 03間が 5.00m、 SD02・ 04間が

6.00mを測る。溝の規模は、SD01の幅約 0.32～ 0,85m、 深さ約 0.13～ 0,28m、 SD02の幅約 0。 70～ 1.20m、

深さ 0.40～ 0.57mを測る。主軸方位は、卜 38° E～ N86° E～ N-33° Eで、緩やかに弧を描いている。

溝底面の標高は、SD01が 南側約 5,00「 北側約 4.70m、 SD02が 南側約 5.30m、 北側約 5,20mと 、概ね

南から北へ低くなり、地形と一致する。

埋土はⅢ層相当を主体とし、Ⅳ層相当が粒状・ブロック状に混在する。SD02の 上層にはⅡ層と類

似する土を確認でき、概ね SD02の位置と一致する。F・ G10グ リッドには SD02上に破線を表示して

いるが、これがⅡ層相当の範囲を示している。Ⅱ層とはやや異なった上で、この場所にのみ確認でき

る。SD01・ 02では上層に中世以降と推定される陶磁器・骨 (分析試料 )等が出土し、周辺には多数の

撹乱があることから、調査時には境乱からの混入と考えていた。しかし、第Ⅳ節で骨の分析を行つた

結果、15世紀中葉頃の年代が得られ、溝の部分は 15世紀中葉頃まで窪んでおり、この窪み部分にⅡ

層に類似する土と伴に 15世紀中葉以降に堆積 したと推察した。A～ Dの 4つの断面図から、一度に

埋没したのではなく、公々に堆積していることが分かる。また、断面 Aをみると、掘り直されている

ことも考えられる。

重複関係は、SD09を切つているのみで、ほとんどが境乱に切られている。遺構の重複関係が少な

いことは道路跡であることを示唆しているのであろう。出土遺物は平安時代の須恵器・土師器片の他

に、古墳時代と推定される赤彩土師器片を確認できる。その他、既述したとおり、中世以降の陶磁器

片・骨片等も出土し、これらについては、第V章においてまとめている。

また、道路状遺構と軸を同じくする溝が 5条検出された。SD12・ 14・ 16。 17・ 18は道路状遺構と平行

して走る溝で、道路跡関連遺構として取 り上げる。検出状況は、SD12は SD01・ 02と 平行し、北西側

を SK05に切られ、その延長は確認できない。SD12の延長上に、SD16を検出している。両者は規模が

概ね同じであることからも同一の溝の可能性もあり、断続的な溝といつた見方もできる。いずれにし

ても SD01・ 02と 平行 していることには注目される。SD14。 17。 18はいずれもほぼ同じ軸で、短い溝と

推測される。全体を確認できるものはない。ここにあげた溝の規模は、いずれも不明な溝である。軸

はいずれも道路状遺構と同じであることから、道路状遺構に関連する溝の可能性もあることを指摘し

ておく。

道路状遺構の時期は、出土遺物と周辺の状況から、集落と同じ8世紀後葉～ 10世紀前葉と推測さ
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調査成果

W凸

―
も
SD16

|  11・ l

SD21

11-

'「
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10YRワ /3 黒褐色 砂質ンル ト
径 1～ 2cmの 炭化物粒を少量含む

tOYR2/3 黒褐色 砂質ンル ト
径5～ 101Bの地山粒を多量含む

iOYR2/3 黒褐色 砂質ンル ト
径 1～ 2cmの 地山粒を少量含む

10YR2/3 黒褐色 砂質ンル ト
径5～ 1011uの 地山粒を少登含む

5 10YR2/3 黒掲色 砂質シル ト
径2～3emの地山粒を多遅含む

6 10YR2/3 黒褐色 砂質ンル ト
径1～ 2cmの地山粒を多量
径2～ 311uの 炭化物粒をやや多量含む

7 10YR2/3 黒褐色 砂質シルト
径3～5cmの地山ア,`ックを少量含む

8 10YR2/3 黒褐色 砂質ンル ト
径2～ 3cmの地山粒を多量
径1～ 2団皿の炭化物粒をやや多量含む
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鞘3‖キRI螢

径2～8cmの 地山粒を少量含む

2 10YR2/3 黒褐色 砂質シル ト
径 1～ 2cmの 地山粒を少量含む

1 10VR2/3 黒褐色 砂質ンルト
径1～ 2mmの炭化物粒を少壁含む

2 10YR2/3 黒掲色 砂質ンルト
径5～ 1011mの 地山粒を多員含む

3 10YR2/3 黒掲色 砂質シルト
径1～ 2cnの地山粒をやや多量含む

4 10YR2/3 黒掲色 砂質シルト
径5～ 101111の地山粒を少量含む

5 10YR2/3 黒褐色 砂質シルト
径2～ 811oの地山粒を多量含む

SD02

5 10YR2/3 黒褐色 秒質シル ト
径 1～ 3cmの 地山粒を多量含む

3 10YRワ/3 黒褐色 砂質シル ト
径3～5cmの地山デ,ッタをやや多量含む

4 10YR2/3 黒褐色 砂質シル ト
径I～ 2emの地山粒を少畳含む

1 10YR2/3 黒褐色 砂質ンル ト   5
径2～ 3cMの 地山粒を少量含む
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4需」μ観暫載載  8
億肯ヒ鵬糾撻
を魁ね～加

10YR2/3 黒褐色 砂質ンル ト
径1～ 2cmの 地山粒をやや多量

径2～ 3硼1焼上粒をやや多量含む

iOWR2/3 黒掲色 砂質シル ト
径 1～ 2cmの 地山粒を少量含む

10YR2/3 黒掲色 砂質シル ト
径2～ 3Gmの 地山粒をやや多量含む

10Yく2/3 黒掲色 砂質ンル ト
径2～ 3cmの 地山粒を多ユ含む

9 10YR2/3 黒褐色 砂質ンル ト
径2～ 3cmの 地山粒をやや多量

径2～ 3oIIの 炭化物粒をやや多量含む

10 10YR2/3 黒褐色 砂質ンル ト
径3～ 5cmの 地山デ ,ックをやや多量含む

(遺物) 20cm

―

        (1:8)

(平面図)

(1:200)

巽1801

道路状遺構平面・断面図第 18図
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調査成果

れる。

(4)溝
SD09(第 19図 )
検出位置は、H7、 17・ 8グ リッドである6検出状況は、北西から南東方向に緩やかに曲がり、北
は旧体育館に、南は SD01・ 02に切られる。規模は、全長 3。 30m、 幅 0,35～ 0.65m、 深さ約 0.07mを浪Jる。

主軸方位は、卜48° ―S～ 卜97° 一Sである。埋土はⅢ層相当を主体とし、Ⅳ層相当が粒状に混在する。
出土遺物は、時期不明の上師器片 3点のみである。出土遺物では時期を判断できないが、埋土から

ｒ靖デ∴一一

第 19図

1 10YR2/8 黒褐色 砂質ンル ト
径 1～ 2。mの難山粒をやや多量含む

♀   m剛   印
御詢

第 20図  SDll

0                                                   3mt             i●
401

10平面 口断面図

1・■、覧:
ｋ・■
一～

一　　ｒ・・■■争士ｒｉ．ヶ‘‘一」．．．ｒＴｒｉ．

効
1 10YR2/3 黒tB色 砂質シルト
径3～ 5omの地山フ・

"夕

をやや参量含む

錫 劾

ユ

1 loマ R2/3 黒褐色 砂賓シル ト
径1～彦cmの地山粒を多量、径3～ Scれの地山フ・ ,ノタを多豊含tF

・
・・一一
生
一一
一嵐

響

・
・・
・・・

平面 H

27



調査成果

A

0  (遺 物) 20cm
(1

~f帝 工 ヽ 60 ~63

lw

V   _

0                                                         5m
御 60)

第 21図  SD19平面・断面図

平安時代と判断でき、また、SD01・ 02に切られることから、9世紀前半と推沢Jされる。

SD10(第 19図 )

検出位置は、16グ リンドである。検出状況は、北東から南西方向に走る溝で、北東 と南西は撹乱

を受けている。南西の撹乱は幅が小さいので、清の続きを確認でき可能性もあるが、撹乱より南西に

は溝を確認できなかつた。規模は、全長 0,82m、 幅 0.30m、 深さ 0,09mを測る。主軸方位は、N54° E

である。埋土はⅢ層相当を主体とし、Ⅳ層相当が粒状に混在する。

出土遺物は、古代と推定される土師器片 1点のみである。出土遺物では時期を判断できないが、埋

土から平安時代と判断でき、9世紀代と推測される。

SDl刊 (第 20図 )

検出位置は、G4・ 5グ リンドである。検出状況は、北西―南東と北東 一南西方向の北側で L宇状に

屈曲する。全ての遺構に切られ、南西側では撹乱を受け、南西側に続くかどうか不明である。SDll

の延長には SD09が あり、この溝 との関連性が指摘される。規模は、全長 9.10m、 幅 0.30～ 0.62m、

深 さ 0,05～ 0。 10mを淑1る。主軸方位は、N53° W～ N130° Sである。埋土はⅢ層相当を主体とし、

Ⅳ層相当が粒状に混在する。SDllは本調査において最も古い遺構 と推測され、Ⅲ層相当としたが、

わずかに色が薄い感じがする土である。

出土遺物は確認できなかつたので、出土遺物では時期を判断できないが、全ての遺構に切られてい

ることから、8世紀後葉～ 9世紀前葉と推測される。

1 10YR2/3 黒褐色 砂質シル ト    7 iOYR2/3 黒褐色 v1/質 ンル ト     13 10YR2/3 黒褐色 砂質シル ト
径2～ 3cmの地山粒を少量含む     径2～ 3cmの地山粒をやや多量      5と 同じ型
:患蟄轍il]を与;どむ:藪騨議 1露

m蔓

:|13:|li舗
4注
ザ篭霜励駐黎窯参垂含む

m慇
欺m淋髭鍵 雀む 盤拠爾締巧蒻纂年みュ含む

:懲ヒ躯騒箋話羞むi釜酔酌
甥鰐中

く褐色 砂質ンル ト
地山ブロックを多登含む
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調査成果

SD19(第 21図・写真図版 12・ 15)

検出位置は、H3グ ジッドである。検出状況は、この周辺ではⅢ層の堆積が比較的厚く、遺構が検

出される高さまで掘削したところ、いくつかの遺構に分かれ、多数の柱穴が重複していることが分かつ

た。また、隣接 して、S102が検出されていることから、検出時には竪穴建物が何棟か重複 している

と考えていたが、遺構範囲を 1段下げると、これが竪穴建物ではなく、1条の溝であろうと考え、南

北方向にサブ トレンチを入れて、断面においても竪穴建物ではないことを確認した。結果、周辺には

重複する多数の柱穴が検出された。

平面形は調査区隅に検出されたため、不明瞭であるが、溝内部の形状をみると、犬走り状の段が左

右にあり、中央部は一段低くなっている。これらから、南から延びてきて、検出範囲で西に屈曲して

いるところであると推測される。断面図をみると、土層番号 11・ 12はⅣ層相当が斑土状であり、人為

的な様相がうかがわれ、開口していたのは中央部のみの可能性もある。

規模は、確認長 6.50m、 幅 0.08～ 1.80m、 深さは段のところで約 0.30m、 底面で約 0.60mを 沢1る。

主軸方位は、N57° Wである。埋土はⅢ層相当を主体とし、Ⅳ層相当が粒状・ブロック状に混在する。

重複関係は、S102を切 り、柱穴群・SK04に 切られる。出土遺物は、平安時代の須恵器 。土師器片を

中心とするが、わずかであるが、平安時代より古いものも含まれている。時期は、SI02を 切 り、掘

立柱建物に切られていることと出土遺物から、9世紀後葉～ 10世紀前葉と推沢1される。

(5)不明遺構
SX02(第 22図 )
検出位置は、G4・ 5グ リッドである。検出状況は、SD05に 南北を分断され、北側は SD06と 多数の

柱穴に切られ、平面形を確認できない。南側から推測すると、隅丸長方形状を呈する。規模は、確認

できる範囲で、長軸 2.27m、 短軸 2.13m、 深さ 0.17mを測る。主軸方位は、N16° Eで、S101と 軸を

同じくする。埋土はⅢ層相当を主体とし、

Ⅳ層相当が粒状に混在する。

出土遺物は、時期不明の上師器片 1点の

みである。時期は、掘立柱建物に切 られ

ていることから、9世紀代におさまる≧推

測でき、S101と 軸を同じくすることから、

S101と 同じ時期の可能性も考えられる。

SX07(第 9。 10。 11図・写真図版 6・ 12)

検出位置は、H3・ 4グ リンドである。遺

構図は、S102の ところで合わせて掲載 し

ている。検出状況は、土師器甕片 (27)が

多数確認でき、平面形状は不明瞭であつ

た。まず、土師器密片の出土状況を確認で

きるところまで掘削すると、不整形である

が、平面形状を確認できた。平面形状が不

明瞭であつたのは隣接する S103と 重複 し

ていたためで、断面観察の結果、SX07が

S102に 切 られていることを確認 した。27

を取 り上げた後、再度検出を行い、27の

・，

1 10YR2/3 黒褐色 砂質シル ト
径1～ 2emの地山粒を多量、径2～3omの炭化物 焼土粒を少量含む

0                                                3m
(1:40)
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調査成果

下から土師器小型甕 (25)と 礫が重なった状態で出土した。礫は流紋岩の円礫を割つたもので、一部

ススが付着し、熱を受けている。25は S103の カマ ド支脚 (58)と 類似しており、支脚の可能性もある。

礫も同様に支脚もしくはカマ ドに関連する可能性がある。

SX07は S102か ら延び、L宇状を呈する浅い溝であるが、不明瞭な部分が多いことから、ここでは

不明遺構とした。出土遺物がカマ ドの存在を推測するものであることから、カマ ドとの関連性を指摘

できる。規模は、全長 1.15m、 幅 0.50m、 深さ 0.20mを測る。主軸方位は、N146° S～ N124° Sである。

埋土はⅢ層相当を主体とし、Ⅳ層相当が粒状に混在する。重複関係は、SI02・ SP69に切られる。時期は、

S102に切られていることと出土遺物から、8世紀後葉～ 9世紀前葉と考えられる。

第 2項 江戸時代後期
(1)溝 (第 23図・写真図版 13)
SD05・ 06

検出位置は、G3、 H4、 15グ リッドである。検出状況は、北東 一南西方向の溝が 2条平行 し、直

線的に走る。規模は、SD05が確認長 16.90m、 幅 0.48～ 0,82m、 SD06が確認長 10.20m、 幅 0.40～ 0.70m、

深さ0,09mを測る。SD05は 3回の造り替えを行つている。新しい方から、SD05-①、SD05-②、SD05-

③とした。3条の幅は同様であるが、深さは、SD05-③ が深く、約 0.30～ 0.40mで ある。SD05-② は

約 0.20～ 0。 30m、 SD05-③ は約 0.10～ 0.20mと 新 しくなるにつれて浅くなっていく。SD05と SD06の

間の長 さは 0,30～ 0.60mで ある。主軸方位は、N60° Wである。埋土はⅡ層相当を主体 とし、Ⅳ層

相当が粒状に混在する。出土遺物は、江戸時代の陶磁器碗・皿・括鉢である。時期は、埋土と出土遺

物から、18世紀後葉～ 19世紀前葉 と推測される。

SDOフ ・ 08・ 15

検出位置は、G3、 H4、 15グ リンドである。検出状況は、北東 一南西方向の溝が 2条平行 し、直

線的に走る。境乱により部分的に検出し、SD07と SD15は境乱によつて、続いていないが、同一の溝

と推測 され る。SD15の 南には SD08の 続 きはみ られない。規模は、SD07が 確認長 3.30m、 幅約 0.30

ヘン0.40m、  深 さ 0.08m、  SD08イま2.76m、  幅 0.35-0.46m、  深 さ 0.06m、  SD15カミ確認長 1.49m、  幅 0.65

～ 0。 70m、 深 さ 0。 15mを測る。主軸方位は、N55° Wで ある。SD08と SD07。 15の 間の長 さは 0.20～

0,40mで ある。埋土はⅡ層相当を主体 とし、Ⅳ層相当が粒状に混在する。重複関係は、SP75・ 87・ 88を

切つている。出土遺物は、SD07・ 15で は確認できず、SD08の みで少量の遺物を確認できている程度で

ある。SD08では陶器片の他、古墳時代以降と推測 される赤彩土師器片等もみ られる。時期は SD05・ 06

と同様である。

以上、SD05'06と SD07・ 08。 15は、北陸街道 と平行 してお り、江戸時代後期の区画溝 と推察 される。

これについては第 V章第 1節で述べる。

(2)土坑 (第 24図・写真図版 13)
SK01

検出位置は、17グ リッドである。検出状況は西側に大きく撹乱の影響を受け、撹乱を除去 した後に、

下から遺構プランを確認 した。平面形は楕円形を呈する。規模は、長軸 1.00m、 短軸 0.70m、 深 さ約 0。 12m

を測る。主軸方位は、N34° Wである。埋土はⅡ層相当を主体 とし、Ⅳ層相当が粒状に混在する。出

土遺物は無い。時期は、埋土から江戸時代後期 と推測される。

SK02

検出位置は、D9グ リンドである。検出状況は南西部分を撹乱で欠損する。平面形は楕円形 と推測
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1膵 1 10YR5/2 暗灰黄色 砂質シル ト

径1～ 2cmの地山粒を少塁、マンガン粒をやや多電含む

2 10YR2/3 黒褐色 砂質ンル ト
径1～ 2cmの地口粒をやや多量含む

3 10YR5/2 暗灰黄色 砂質ンルト
径1～ 2cmの地山粒を少量、マンガン粒をやや多量含む

4 10VR4/2 灰黄傷色 砂質シル ト
径1～ 2cmの地山粒をやや多量含む

5 10YR4/2 灰黄褐色 砂質ンル ト
径2～3cmの地山粒を多量含む
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5 700m
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鮎
1 10YR5/2 暗灰黄色 砂質ンル ト
径1～ 2cmの地山粒を少量含む
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第 23図  SD05・ 06、 SD07・ 08・ 15平面・断面図
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調査成果

され る。規模 は、長軸 1.15m、 短軸 0.85m、 深 さ 0.30mを 狽Jる。主軸方位は、N62° Wである。埋土

はⅡ層相当を主体 とし、Ⅳ層相当が粒状に混在する。出土遺物は無い。時期は、埋土から江戸時代後

期 と推定される。

SK03

検出位置は、併 10グ リッ ドである。検出状況は中央を人幡国民学校のコンク リー ト基礎 によつて

分断されている。平面形は不整形な隅丸方形を呈する。規模は、長軸 2.65m、 短軸 1.60m、 深 さ 0.46m

を測る。主軸方位は、N-59° Wである。埋土はⅢ層相当を主体 とし、Ⅳ層相当が粒状・ブロック状に

A

1 10YR5/2 暗灰黄色 砂質ンルト
径2～ acmの地山粒を多登含む

110,R5/2 暗灰黄色 砂質シル ト
径1～ 2cmの地山粒を少量、径2～ 3cmの地山粒を少量含む

1 10YR5/2 暗灰黄色 砂質シル ト
径2～ 3cmの 地山粒を少量含む

径5～ 10mmの地山粒を少量、径2～ 3f441の 皿層相当層を粒状に少量含む

壇!七魚 鏑 議 銭 蔭 等 縦 翠卑解

相当層を燃 砂 量
【
______す

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 呵 11:40)

第 24図  SK01,02・ 03・ 04平面・断面図
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調査成果

混在し、斑土状である。出土遺物は、陶磁器の碗・皿、鉄暦の他、平安時代の須恵器・土師器片であ

る。時期は、出土遺物から、19世紀前後と推沢Jされる。

SK04

検出位置は、H3グ リンドである。検出状況は、周辺に平安時代の柱穴・溝を多数検出しており、

それらの遺構を全て切つている状況であつた。平面形は精円形を呈する。規模は、長軸 2.65m、 短軸

1.60m、 深さ 0,46mを 測る。主軸方位は、N57° Wである。埋土はⅡ層相当を主体とし、Ⅳ層相当が

粒状・ブロック状に混在する。出土遺物は、平安時代の須恵器 。土師器片のみで、これらの遺物は周

辺の遺構から混入したものと考えられる。時期は、江戸時代後期の遺物が出上していないが、埋土か

ら江戸時代後期と推測される。なお、宅地については第V章第 1節で述べる。

(3)柱穴 (第 25図 。写真図版 14)

江戸時代後期の柱穴は、埋土がⅡ層相当と斑土状のものと判断でき、A区で検出した柱穴は概ね本

時期と考えられる。本調査地には明治時代において宅地であり、敷地は今回調査した範囲全体を含ん

でいる。この宅地は本時期から続いているものと推沢↓される。今回調査した範囲内では建物として成

立する柱穴列を確認できなかったが、ここではこの宅地の建物を推定し、特徴のある柱穴について説

明する。

SP53

検出位置は、昨6グ リッドである。検出状況は、SP32と 重複する。規模は、径約 0.53～ 0.58m、

深さ 0。 36mを測る。埋土はⅡ層相当を主体とし、Ⅳ層相当が粒状に混在する。断面では柱痕を確認で

き、柱の幅は約 0.10～ 0。 15mである。出土遺物は、時期不明の上師器片のみである。時期は、埋土

から江戸時代後期と推測される。

SP79(第 25図・写真図版 14)

検出位置は、B7グ リンドである。検出状況は、北側を撹乱で少し欠損し、撹乱を除去したのち、

下から遺構プランを確認した。平面形は精円形である。断面形は柱抜き取り痕の段を確認でき、深い

部分は柱痕と推測される。規模は、長軸 1.00m、 短軸 0.55m、 深さ 0.44mを 測る。埋土はⅢ層相当を

主体とし、Ⅳ層相当が粒状に混在し、斑土状である。出土遺物は、平安時代の須恵器・土師器片であ

るが、時期は、周辺の埋上が類似する SP92か ら江戸時代後期の磁器碗が出上している状況から江戸

時代後期と判断した。

SP82

検出位置は、B7グ リッドである。検出状況は、南側 3分の 2程度を撹乱によって欠損しており、

撹乱を除去後、遺構プランを確認した。平面形は精円形である。断面では柱痕が広がったような痕跡

を確認でき、柱の抜き取り痕と考えられる。柱の幅は約 0.20mで ある。規模は、長軸 1.00m、 幅 0.78m、

深さ0.69mを沢Jる。埋土はⅢ層相当を主体とし、Ⅳ層相当が粒状混在し、斑土状である。出土遺物は

無い。時期は、SP79と 同様に江戸時代後期と推測される。

SP91

検出位置は、B-8グ リッドである。検出状況は、SP92と 重複し、北側と南側の端部を撹乱によって

欠損 している。平面形は精円形を呈する。規模は、長軸 0.75m、 短軸 0,72m、 深さ 0.40mを 沢1る。埋

土はⅢ層相当を主体とし、Ⅳ層相当が粒状に混在する。断面では柱痕を確認でき、柱の幅は約 0.20m

である。柱穴の底面には円礫を 5個並べて柱を支えていたものと考えられる。出土遺物は無い。時期

は埋上の状況から、江戸時代後期と推測される。

つ
０
つ
０



調査成果

SP92

検出位置は、B8グ リンドである。検出状況は、SP91と 同様である。平面形は楕円形を呈する。規模は、

長軸 1.25m、 短軸 0,45m、 深 さ 0.34mを測る。埋土はⅢ層相当を主体 とし、Ⅳ層相当が粒状に混在する。

出土遺物は、磁器碗・釘、その他、混入 した ≧考えられる古墳時代 と推測 される土師器片等である。

時期は出土遺物から、江戸時代後期 と推測される。

SPl13

検出位置は、C-10グ リンドである。検出状況は、南側を撹乱によって欠損する。平面形は楕円形

を呈する。規模は、径約 0.50m、 深 さ 0.14mを測る。埋土はⅢ層相当を主体 とし、Ⅳ層相当が粒状に

混在する。断面では柱痕を確認でき、柱の幅は約 0.15mで ある。柱穴の底面には扁平な円礫を確認で

0『⑤
一

ё上

一一一

1 10YR5/2 暗灰黄色 砂質ンルト
径5～ 10mlの地山粒を少量、径2～8nvの焼土粒を少量含む

2 10YR5/2 暗灰黄色 砂質ンルト
径1～ 2cmの IIL山粒、径1～ 2鰤の炭化物粒を少量含む

A
5 500m

1 10YR2/3 黒褐色 砂質シル ト
径1～ 2cmの地山粒をやや多量含む

2 10YR2/3 黒褐色 砂質シル ト
径2～ 3cmの地山粒を少量含む

C

5 500m

A                 A'
5 600m劾

1 10YR2/8 黒褐色 砂質ンル ト
径5～ 10団の地山粒を少量含む

2 10YR2/3 黒褐色 砂質ンル ト
径の1～ 2cmの地山粒を多量含む

1 10YR2/3 黒褐色 砂質シル ト

2 10YR2/3 黒IB色  砂質ンル ト

径I～ 2cmの 工層粒 地山粒をやや多量含む

2 10YR〃 3 黒褐色 砂質シルト
径3～5cmの地山フ ,`ックを少量含む

D        SP91          D'
5400

1 10YR2/3 黒褐色 砂質ンルト
径5～ 10剛の地山粒を少量含む

2 10YR2/3 黒褐色 砂質シルト
径 1～ 2cnの 工居粒 地山粒をやや多量含む0                                                  3m

は 40)

第 25図 SP53・ 79,82・ 91・ 92,113平面 口断面図

1 10YR2/3 黒褐色 砂質シル ト
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調査成果

き、ほぼ中央に位置する。出土遺物は無い。時期は埋上の状況から、江戸時代後期と推測される。

(4)不明遺構 (第 26図 ・写真図版 14)
SX01

検出位置は、G5。 6グ リンドである。検出状況は、南西側を人幡国民学校の基礎に、北東側を人幡
小学校 旧林育館によって欠損 し、撹乱底面からわずかに痕跡を検出した。平面形は隅丸方形 と推測さ

れる。規模 は、長軸 1.45m、 短軸 1.35m、 深 さ 0。 30mを測る。主軸方位は、N54° Eである。埋土は

二|く
2)i
SP68

ド

1 10YR2/3 黒褐色 砂質ンルト
径2～ 3cmの地山粒を多量、径1～ 2mIIの炭化物粒を少量含む

2 10YR2/8 黒褐色 砂質ンル ト
径2～ 8cmの地山粒を極多量、径1～ 2剛の炭化物粒を少量
径I～ 2c凧の含IOYR4/4褐 色粘質ンル ト粒をやや多量含む

1 10YR2/3 黒褐色 砂質ンル ト
径1～ 2cmの地山粒を多量、径3～5cmの 地山フ

｀
ゥクをやや多量含む

1 10YR5/2 暗灰黄色 砂質ンル ト
径3～5cmの地山フ'コックをやや多量含む

0 3ml             '1:4の

第 26図  SX01・ 03・ 04平面「断面図
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調査成果

Ⅲ層相当を主体 とし、Ⅳ層相当が粒状・ブロック状に混在 し、斑土状である。出土遺物は無い。時期

は埋上の状況から、江戸時代後期 と推淑1される。

SX03

検出位置は、C9グ リッ ドである。検出状況は、西側 4分の 3程度を撹乱によつて欠損 し、撹乱の

底面から遺構プランをわずかに確認 した。平面形は、隅丸方形を呈すると推測 される。規模は、長軸

3.28m、 短軸 1.90m、 深 さ 0.26mを測る。主軸方位は、N59° Wである。埋土はⅡ層相当を主体 とし、

Ⅳ層相当が粒状に混在する。重複関係では、SP90が SX03の底面から検出され、新旧関係は不明である。

出土遺物は、陶磁器片、古代 と考えられる須恵器・土師器片である。時期は、出土遺物から江戸時代

後期 と推測 される。

SX04

検出位置は、EHグ リッ ドである。検出状況は、撹乱によつて西側 を大きく欠損する。平面形は

隅丸方形を呈すると推測される。規模は、長軸 2.40m、 1.90m、 深 さ 0。 36mを測る。主軸方位は、N60° ―W

である。埋土はⅢ層相当を主体 とし、Ⅳ層相当が粒状・ブロック状に混在 し、斑土状である。出土遺

物は、陶磁器片、灯明皿、焼石、その他、平安時代の須恵器・土師器片である。時期は、出土遺物か

ら江戸時代後期 と推測 される。

(5)明 治時代以降 (第 27図 。写真図版 14)

本時期には、人幡国民学校の校舎のコンクリー ト製基礎 (以下、コンクリー ト基礎)が ある。コン

クリー ト基礎の痕跡は、本調査地において 6列検出され、3列は掘方のみでコンクリ基礎は確認でき

なかった。その他の 3列ではコンクリー ト基礎を確認できた。その内の A区 (北から4番 目)と B区 (南

から 1番 目)それぞれにおいて、1列ずつ断面の記録を取つているので、コンクリー ト基礎の構造に

ついて触れてみたい。

第 27図 は、コンクリー ト基礎の断面図である。両者を一見しても分かるように、B区は衛易的な

もので、A区は栗石をコンクリー トの下に敷いて丈夫な感 じがする。

B区のコンクリー トの幅 0.60m、 残存高 0.30m、 掘方の幅 1.10m、 深さ 0.30mを 測る。栗石層の厚さ

は約 0。 10mで 1列のみで、コンクリー トの底面に付着している。

A区のコンクリー トの幅 0.60m、 残存高 0.35m、 掘方の幅 1.20m、 深 さ 0.85mを沢Jる。栗石層の厚さ

は約 0.50mで 3列に分かれ、上列が径 10cm以下、中列が径 10～ 20cm、 下列が径 20cm以 上で、コン

ク リー トの底面に付着 している。B区の

コンク リー トはコの宇状 を呈 してお り、

中に土が詰っていた。B区のコンク リー

ト基礎はコンクリー トのみである。

以上、コンクリー ト基礎では上にのる

建物の大きさが異なつていた と推察 され

る。 コンクリー トの中には径 2～ 3cmの

礫が含 まれてお り、現在のコンク リー ト

とは異なる特徴もみ られた。

B区コンク リー ト基礎

型

A区コンク リー ト基礎

A              A'
5 700m

o                                                   3m
(● 40)

第 27図 八幡国民学校の校舎基礎断面図
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調査成果

遺構観察表 (1)

竪穴建物 (SI)

遺構名 地 区 グリンド 出土遺物 (土 :土師器、須 :須恵器、陶 :陶器、磁 :磁器 ) 時期 備考
深 さ

古代 (須杯A又 はB8、 須疑 1、 土範 口と、土菱 (d0203)、 上片94) 平安

古代 (須杯 A4、 須杯B藍 1、 須杯B蓋 (d31)、 須杯B蓋 片 1、 須杯片 9、 須霊 2

土型 口2、 よ範 (d3436414857)、 ■変片よ、土片 166)、 鉄片 1
平安

(345) (218) 占代 (土鍋 (d24)疑 (d23)霊 (d25)疑 片 (d219226)、 範 (d20)、 上片 16) 平安

掘立桂建物 (SB)

そ桁長(cm 1開 昆 (

遺構名 地 区 グリンド 出土遺物 (土 :土師器、須 :須恵器、陶 :陶器、磁 :磁器 ) 日寺期 備 考
深 さ

(711) (60) 平安 柱痕

(48) 子代 (須片■土片2)

(50) (47) 平安

平安

古代 (上片 1) 平安

ヽ明 (土片 1)

平安

古代 (須杯 A ttB蓋、土片 6)

遺構名 地 区 グリッド
規模 (cm)

】土遺物 (土 :土師器、須 :須恵器、陶 :陶器、磁 :磁器 ) 時期 備堵
短 軸 深 さ

(42) 平安

平安

平安

(80)

平安

古代 (■月 5)

平安

=代
(須杯Al■ 41■ 片 6)

終桁長 (cm)桁行岳 (cm 間岳 (

遺梅名 地 区 グリッド 規 模
出土遺物 (土 :土師器、須 :須恵器、陶 :陶器、磁 :磁器 ) 時期 備考

深 さ

不明 (上片 1)

(80)

古代 (上片 5) 平安

古代 (須杯A又 はB身 Ⅲ須

'キ

1土片 12)、 石 (力HIあ り)

追加 B 平安

追加 B

平安

追加B 平安

平安

出土遺物 (上 :土師器、須 :須恵器、陶 :陶器、磁 :磁器 )

fヽ (須杯A又 はB8、 土片 15)

古代 (須杯B身 (d01)菱片 土片

古代 (須杯 A ttB身 蓋、土菱 3、 土片9)

不明 (土片 1)

柱穴① (SP)

遺構名 地 区 グリッド
規 模 (cm)

出土遺物 (土 :土師器、須 :須恵器、陶 :陶器、磁 :磁器 ) F寺期 備考
深 さ

江 戸

江 戸

(22)

平安

古代ヵ (須杯A又 はBl土片 6) 平安

古代 (土片 5) 江 戸

占代 ヵ(上片 6) 平安
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調査成果

遺構観察表 (2)

柱穴②(SP)

遺袴名 地 区 グリッド
規 模 (cm

出土遺物 (土 :土師器、須 :須恵器、陶 :陶器、磁 :磁器 ) R寺期 備 考

(60) (35) 江戸

江戸

(22) 江戸

江戸

古代 (須斑 杯A又 は杯 B身 、須片Ⅲ■片4) 江戸

平安

平安

(62) 古代 (上片 1) 平安

(59)

平安

古代 (土片 1) 平安

江戸

江戸

江戸

江戸

江戸

平安

古墳 (土赤彩 )

江戸ヵ

(35) 江戸ヵ

江戸

江戸

(75)

江戸

追加 B

追加 B

追加B

追加 B

追カロB

追力ΠB

追加 B 古代 (土月 1)

造力,B

追加B

追加B

古代 (土椀片 1)

追加 A

追加 A

恨石

追カロA

追加 A

(18)

追加 A

追加 A

追加 A

追加 A

追加 A 古代 (土型片 1)

追加 A

古代 (上 Π「 斑ハ2 内外赤彩片 2)
追加B (35) 古代 (上嚢 日1)

追加B

占代 (土椀片7)

追加B 占代 (■褻月 1)

追加 B
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調査成果

遺構観察表 (3)

道路状遺構 (SF)

遺構名 地 区 グリンド
規模 (Cm)

出土遺物 (土 :土師器、須 :須恵器、陶 :陶器、磁 :磁器 ) 時期 備考

J7、  C9
古代 (須杯B蓋Ⅲ甕片r須片 1、 土椀片8甕片13上片2)、 内外赤彩上器 平 安

古代 (硯 ヵ(裏に刻み文字)須片2土椀Ⅲ■月5)、 不明 (割れた日礫)
陶片混入ヵ

平安

8、  」7
古代 (須杯A ttB蓋 (d19)杯B蓋、土斑、須杯B蓋 1重片2土椀片10口,甕 1
甕片13土片■) 平安

平安

追加B 平 安

試掘5T (120)

平 安

溝 (SD)

遺構名 地 区 グリッド
規模 (cm)

出土遺物 (土 :土師器、須 :須恵器、陶 :陶器、磁 :磁器 ) 時期 備 考
長 さ IB 没 さ

占代 (上霊、土片 7、 内黒椀 1)、 近世 (陶碗 1、 陶皿 1、 陶揺鉢 1) 江 戸

(1020) 古墳 (上赤彩 2)、 近世 (磁片 3、 陶硫 1 陶片1)不 明 (■片 15)
(330) (30～ 40)

吉墳 (上赤彩 )、 近世ヵ (陶小杉碗 力)、 不明 (土片 4) 江 戸

(330) 平安

古代 ヵ (上片 1)

(910)

平安

江戸

追加A 平安カ

追加A (276)

追カロB
古代 (上椀片15菱片43甕 口2上片76、 須杯A5杯 B蓋 4杯B身 2杯月9
髪片I瓶類1) 平安

試掘5T (120)

試掘10T (10～ 50)

土坑 (SK)

遺構名 地 区 グリッド 出土遺物 (土 :土師器、須 :須恵器、陶 :陶器、磁 :磁器 ) 時期 備考

江 戸

古代以降 (須片 1、 上片 9、 陶片 1)、 18C(磁 器皿 )、 18～ 1つ C(桃 )、 釘片 5 江 戸

追加B 古代 (上誕片 10、 須片 1)

江 戸

試掘5T (200)

(70)

不明遺構 (SX)

遺構名 地 区 グリンド 出土遺物 (土 :土師器、須 :須恵器、陶 :陶器、磁 :磁器 ) 時期 備考
岳軸 毎 勅 没 ド

江 戸

(227) (213) 不明 (土片 1)

近世 (陶片 )、 不明 (須片 1、 上片 7) 江 戸

古代 (須蓋2)、 古代 中世 (上片)、 中 近世 (土皿 (灯明m)、 陶片)
不明 (焼石)

江 戸

不明 (上片 )

近代以降 (ガ ラス)

古代 (須杯 A(d54)、 土範 (dワ 9・ 52)、 石 (d53)) 平安

試掘6T

(78)

試掘8T (75)

試掘8T
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調査成果

第 3節 遺物

本調査において出土した遺物は、コンテナで 11箱である。時期別では、平安時代が 6割、江戸時

代とその他の時期が 1割未満、明治時代以降が 3割である。

実測するにあたつて、土師器甕のカキメと板ナデについて、見分けにくいものもあり、これについ

ては、ロクロを使用しているものをカキメ、ロクロを使用していないものを板ナデとした。

第 ¬項  平安時代前期
(可 )堅穴建物
SIO¬ (第 28図・写真図版 19。 21)

出土遺物は、須恵器杯A又は杯 Bの破片 3点・杯 B蓋の破片 1点、甕の破片 1点、土師器甕、甕の

破片 1点、土師器の破片 94点である。カマ ド周辺の①・④に集中して出土し、カマ ド内は特に多い

ことが分かる。土師器甕の破片では胎土等から 4・ 5体分存在したと推察される。実測可能な 1～ 3を

図示した。

1は土師器甕である。器形は卵形を呈する。底部は丸底で、胴部のほぼ中央で最大径となる。頸部

イま「く」の字状に強く屈曲する。口縁部は端部を斜め上方に屈曲させ、外面には沈線を 1条確認でき

る。調整は、右回転のロクロ成形後、胴都中央から底部にかけて、外面に平行夕タキ、内面に当具痕

を確認できる。平行タタキは溝が幅広く、深い。夕タキの方向は多方向みられ、粗い。当具痕は一般

的な同心円文ではなく、円の中央上に 1条の筋があり、筋から左右対象に半円がみられる。これが肋

骨状を呈する (第 V章 )。 ススは外面の底部と胴部の一部にみられるが、内面にはみられない。胴部

下半には二次焼成による剥離がみられる。これが煮炊きの際に生じたものかは不明であるが、破片の

接合をみると、色調が全く異なつているものが接合しており、割れた後に破片ごとの環境が異なって

いると考えられる。出土状況では、カマ ドの中に破片で散在していたことからも、壊れたあとにカマ

ドの中で二次的な焼成を受けたと推察される。

2は須恵器杯Aの 口縁部片であ

る。口縁部と体部の境に弱い稜が

あり、やや外反 した形態を呈す

る。端部は丸 くおさめる。底都

は欠損 して不明であるが、底部

ヘラ切 りであると推測される。2

は SP25出 上のもの と接合する。

SP25は 建物の東端を切つている

ことから、柱穴を掘った際に 2が

混入したと考えられる。

3は須恵器甕の胴部片である。

外面は平行タタキ後、カキメを施

す。内面は 1と 類似する当具痕を

残す。

時期は、1が 9世紀中葉～後葉、

2が 9世紀前葉～中葉、3が 9世

紀代と推測される。

∞1轟 3

0                                  20cm
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調査成果

SI02(第 29図・写真図版 19・ 21)

出土遺物は、須恵器杯A6点・杯 B蓋 5点・杯の破片 9点 。密の破片 2点、土師器養 8点、甕の破

片 1点、土師器の破片 166点である。その他、板状の鉄片 1点である。土師器甕の破片では胎土等か

ら実測したもの以外に 4。 5体分存在したと推察される。実測可能な遺物は 21点を図示した。

5・ 6。 10～ 12は須恵器杯Aである。 5。 6は床下から重なって出土した。底部の切離 しは全てヘラ

切 り技法を使用している。ロクロの回転方向は全て右方向である。形態は、全体的に体部の傾きが

やや大きく、器高は低 くなつてお り、新 しい傾向がみられる。5の 口縁部は外反 し、端部は尖る。

6。 10。 11の 口縁部はほぼ直線的で、端部は丸くおさめる。12は底部のみで、胎上が 4と類似している。

概ね 9世紀前葉～中葉と推測される。

4・ 7～ 9は須恵器杯 B蓋である。4は墨書土器である。床下から出土し、5・ 6の下に天地逆さまの

状態で置かれていた。7はカマ ドから離れたところの床上から出土している。天丼部の調整はヘラ切

りのままのもの (4・ 7)と ヘラケズジを施すもの (8。 9)がある。4は扁平な宝珠状のつまみを有し、

天丼部の形態は笠形を呈している。口縁端都はわずかに下方へ屈曲し、丸くなつている。天丼部外面

の中央よりやや上方に塁書 「由」がみられる。7は天丼都中央を欠損し、つまみの有無は不明である。

天丼部は平坦で、天丼部から口縁部はほぼ直線的に口縁部にいたり、口縁部では下方に屈曲する。日

縁部の屈曲はやや内側に傾いており、端部は方形を呈する。 8。 9は天丼部中央と口縁部を欠損し、天

井部のみである。本調査ではこの 2点のみヘラケズジを確認している。8のヘラケズリは中央部まで

いたっておらず、2～ 3回転程度である。天丼部はやや丸い形態を呈する。9の天丼部は扁平で、ヘ

ラケズリは細かく施されている。ロクロの回転方向はすべて右方向である。概ね 9世紀前葉～中葉と

推測される。

13。 14は須恵器甕である。13は 口縁部のみで、端部はやや外反する。内面には板ナデの痕跡をわず

かに残す。14は胴部片である。外面は平行タタキでである。内面は当具痕を明瞭に残す。当具の単

位の全体を確認できないが、確認できる範囲でみると、当具の中央に筋があり、その両側に肋骨状の

痕跡を確認できる。この当具痕は S101の 上師器甕 (1)と 同じになる。時期は 9世紀代と推測される。

15～ 22は土師器甕である。 16・ 21は床下から出土し、21は 4～ 6と 同じところから出土した。そ

の他はカマ ド内から出土している。また、15は床上から出土しているものと床下から出土している

ものが接合 している。特に、4～ 6。 21と 伴に出土した土師器片とも接合していることは注視 しなけ

ればならない。床下のものと床上のものが接合することは、S102の床は修復などを行っていること

になる。 16。 17は ロクロナデのみで、調整は施されていない。16は小型の甕である。口縁端部を上方

に屈曲させ、外面に稜をもたない。口縁部内面の屈曲させた溝状のところにススが多量に付着してい

る(分析試料 )。 ススは口縁部内面と胴部外面に確認できる。国縁都外面に表面が剥離した部分があり、

カマ ド内で二次焼成を受けたと推測される。17は 口縁端部を上方に屈曲させ、端部は方形を呈する。

外面は稜を有する。ススは胴部外面の一部と内面に付着している。 15・ 21の胴部形態は頸部したすぐ

のところに稜をもち、緩やかに弧を描きながら底部に至る。15の底部は平底で、不定方向のヘラケ

ズリを施す。口縁端部は上方につまみあげることにより、外面に面をつくる。内面は緩やかに湾曲し

ている。調整は、外面に縦方向のヘラケズジを 5段に分けて施している。概ね口縁部から底部の方向

である。頸部にカキメの痕跡を確認できるので、ヘラケズリの前にカキメを施す。内面には胴部上半

に横方向のカキメ、胴部下半に斜め方向の板ナデを施す。胴部上半は調整が強く、胴部下半は弱い。

胴部下半から上半へ調整を行つている。21の 口縁部は 16と 類似する。器壁は他に比べて厚い。調整は、
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調査成果

胴部外面の肩部より下にカキメを施す。頸部内面には板ナデの痕跡をわずかに残す。胴部内面には横

と縦方向に櫛状工具によつて調整を施す。他の工具より溝の幅が広く、深い。16～ 20・ 22は、肩部

がなく、頸部からほぼ直線的にのび、20。 22は胴部のほぼ中央で最大径となる。18の 口縁部は本遺構

の中で唯一端部を屈曲させず、方形にする。この形態は SX07の 甕と類似する。調整は、胴部外面に

2箇所離れたところにカキメを施す。成形時の凹凸を消すための調整と推沢1される。胴部内面にカキ

メを施し、内外面ともに弱いカキメである。 18と 類似するカキメは 19・ 20・ 22も 同様である。19の 口

縁部は端部を弱く屈曲させ、屈曲部の内外面を強くナデることによって、端部が肥厚したようになる。

ススは外面全体と胴部内面に確認できる。20の 口縁部は 15と 同様に外面に面をもつ。調整は、胴部

外面に板ナデを施し、下半に斜め方向のヘラケズリを施す。方向は概ね底部から口縁部である。国縁

部内面には弱いカキメを施し、胴部には多方向の板ナデを施す。22は 日縁部を欠損する。底部は多

方向のヘラケズジを施し、平底を呈する。調整は、胴部外面にカキメ後、下半に斜めと縦方向のヘラ

ケズリを施す。方向は概ね口縁部から底部である。胴部内面上半には強いカキメ、下半には弱い板ナ

デを施す。底部には指圧痕がみられる。

土師器密には多様な形態を確認できる。時期は概液 9世紀中葉～後葉と推測される。 18は 9世紀

前葉と考えられる。

S103(第 30図・写真図版 19。 21)

出土遺物は、土師器を 3点、鍋 1点・甕の破片 1点・土師器の破片 16点である。土師器甕の破片

では胎土等から4個体分以上存在したと推察される。実測可能な 23～ 27を図示した。

23～ 26は土師器甕である。25以外は胴部にカキメを施し、胴部下半から底部を欠損する。全体的

に肩をもたず、頸部は緩やかに外反する。23の 口縁端部は内側に折 り込み、丸くする。内面にわず

かに稜がみられる。調整は、胴部外面にカキメ、内面は成形ナデのみである。24の 口縁端部はわず

かに肥厚する。内面は緩やかに湾曲する。外面にはわずかな面に沈線を施す。調整は、24と 同様で

ある。26の 口縁端部は斜め内側に屈曲する。外面には面をつくり、深い沈線をつける。沈線は丁寧

に整形される。調整は、頸部から胴部外面に強いカキメを施す。胴部内面にも強いカキメを施す。25

は小型の甕である。カマ ドの中央に天地逆さまに据えられていた。口縁端部は上方に屈曲させ、外面

に稜をもたない。基本的にはロクロ成形で、外面下半にのみ斜め方向のヘラケズリを施す。方向は底

部から口縁部である。底部はわずかに残つており、ヘラケズジを確認できる。ススは胴部外面の中央

に帯状にあり、内面には口縁部と胴部下半にみられる。カマ ドの支脚として使用されていたと考えら

れ、その時の二次焼成や帯状のススがそのことを示している。

27は土師器鍋である。口縁部と胴部は緩やかに内湾する。口縁端部はわずかに肥厚させ、面をもつ。

面には浅い沈線を確認できる。胴部の内外面には強いカキメを施す。ススは外面に部分的にみられる。

胴部外面には二次焼成による表面の剥離痕を確認できる。カマ ド内から出土しているものには概ね二

次焼成を受けていると考えられる。

時期は、25が 9世紀前葉～中葉、23・ 24・ 26。 27が 9世紀中葉～後葉と推測される。

(2)掘立柱建物・柱穴
SB01(第 31図・写真図版 22)

28は須恵器の器種不明で、底部のみである。底部にはヘラケズジを施す。時期は 9世紀代と推浪1

される。

SB02(第 31図・写真図版 22)

29は須恵器杯Aの底部である。体部と底部の境はやや不明瞭である。底部はヘラ切 り技法を使用

つ
０
刀
仕



調査成果
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する。時期は 9世紀代と推測される。

SB03(第 31図・写真図版 22)
30は須恵器養胴部片である。内面は同心円文当具痕、外面は平行タタキを施す。31は砂岩製の砥

石である。質は粗く、粗砥として用いられたものと推沢1される。砥面は 7面である。上下や砥面の傷

は使用する以前のもので、研ぎが及んでいない部分と推測される。32は土師器椀の底部である。高

台は三角形状のものを貼り付けている。底部外面は糸切 りと推測される。内外面ともに赤彩を施して

いるが、高台内は赤彩を施さない。時期は、9世紀後葉～ 10世紀前葉と推測される。

SB04(第 31図・写真図版 22)
33は須恵器杯 B蓋の口縁部のみである。国縁部は下方に長く屈曲し、端部は内傾する。34は瓶類
の口縁部と推測される。口縁部はラッパ状を呈する。内面は剥離痕を確認できる。35は土師器甕で

ある。口縁部は上方に屈曲し、端部は方形を呈する。口縁部内面に溝ができ、そこにススが沼まる。

ススは、内面と頸部から胴部の外面にみられる。36は須恵器杯 B身である。口縁部を欠損する。底

部はヘラ切 りである。高台は粗く貼 り付けられている。粘土紐を付けたような高台であるが、もとも

とは 39の ように面をもつていた痕跡もみられる。なぜこのような雑なつくりになったのかは不明で

ある。37は須恵器甕月同部片である。内面は同心円文当具、外面は平行タタキ後、カキメを施す。夕

タキの中に直行する筋を、同心円の溝の中に斜めの筋がみらえる。38は杯 B蓋である。口縁部は端

部を折 り曲げて丸くなる。天丼部から口縁部にかけての外面にロクロロとは異なった溝を確認でき

るが、どのようにしてこのような跡がついたのかは不明である。40は須恵器密月同部片である。内面

は同心円文当具、外面は平行タタキの後、カキメを施す。時期は、33。 34・ 86・ 39は 9世紀前葉～中葉

一
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調査成果

と推測される。35は 9世紀中葉～後葉と推測される。38は 9世紀後葉～ 10世紀前葉 と推測される。
37・ 40は 9世紀代と推測さ身化る。

その他の柱六 (第 31図 。写真図版 22)

41は須恵器甕の口縁部である。口縁端部は外反 し、端面は外傾する。42は杯もしくは瓶類の口縁
部と推測される。口縁端部は細くなり、外反する。43・ 44は須恵器胴部片である。内面は同心円文当具、
外面は平行タタキ後、カキメを施す。45は須恵器杯Aである。器壁が厚い。底部はヘラ切 りである。
体部の傾きはややひらき、直積的に口縁部にいたる。 口縁部は丸くおさめる。46は須恵器杯 B蓋で
ある。天丼部から口縁部にかけて緩やかに外反する。口縁部では短く下方に屈曲し、わずかにとびだ

しているが、ほぼ形骸化している。47は土師器椀である。底部を欠損する。体部は緩やかに内湾 し、
口縁部は丸くおさめる。48は土師器甕である。 口縁端部は上方につまみあげ、外面に面をもつ。内
面は緩やかに内湾する。調整は、頸部外面の直下からカキメを施 し、頸部内面に斜め方向の板ナデを

わずかに確認できる。49は須恵器甕胴部片である。内面は同心円文当具、外面は平行タタキ後、カ
キメを施す。タタキの中に直行する筋を確認できる。時期は、41,42。 45は 9世紀前葉～中葉 と推測
される。46・ 47・ 48は 9世紀中葉～後葉と推測される。43・ 44・ 49は 9世紀代と推測される。
(3)道路状遺構 (第 32図・写真図版 22)
SD01・ 02か ら少量出土しているが、SD03・ 04か らは出土 していない。sD01は 、須恵器杯 B蓋 1点・
甕の破片 2点 。須恵器片 1点、土師器椀 3点・甕 1点・甕の破片 13点・土師器片 11点、内外赤彩土
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調査成果

器である。SD02は、須恵器杯 Al点 ・杯 B蓋 3点 。壺の破片 2点 。須恵器片 2点、土師器甕 1点・

杭片 11点・叩甕 1点・甕片 13点・土師器片 16点である。実沢1可能な 50～ 59を図示した。

50。 51は須恵器杯 B蓋である。50は天丼部を欠損する。天丼部から口縁部では強く外反し、口縁部

は丸くする。端部はわずかに屈曲する。51はつまみを欠損する。天丼部の切離しはヘラ切 りである。

天丼部は平坦で、口縁部はほば垂直に大きく屈曲する。端部は内傾する。

52は須恵器杯Aで ある。底部の切離しはヘラ切 りである。体部と底部の境は丸くなり、不明瞭で

ある。体部は外にやや傾き、日縁部では弱く外反する。

53～ 56は須恵器奄片である。53～ 55は内面に同心円文当具、外面にに平行タタキを施す。53。 55

は夕タキロの中に、直行する筋を確認できる。56は底部と推沢1さ れる。内面はハケメ、外面は平行

タタキである。

57・ 58は土師器椀である。底部のみで、切離しは糸切 りである。57は底部と体部の境が明瞭である

のに対して、58は丸くなり、不明瞭である。

59は土師器甕もしくは鍋 と推測される。口縁部は強く外反 し、端部は内側に折 り曲げて丸くなつ

ている。

時期は、51が 9世紀前葉～中葉 と推測される。50。 57～ 59は 9世紀中葉～後葉と推沢1さ れる。53

～ 56は 9世紀代である。
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(4)溝
SD19(第 32図・写真図版 23)

SD19は、大きな溝であるが、遺物量は少ない。底面からの出土は少数で、概ね上層からの出土で、

溝がある程度堆積した段階で、遺物が混入したと推察される。出土遺物は、須恵器杯A5点、杯 B蓋 4点、

杯 B身 2点、杯片 3点、甕片 1点、瓶類 1点、土師器甕片 45点、土師器片 91点である。実測可能な

60～ 64を図示した。

60。 61は須恵器杯 B蓋である。60は 口縁部を欠損する。つまみは痛平な宝珠状を呈する。天丼部の

切離しはヘラ切 りである。61は天丼部を欠損する。国縁部はわずかに下方に屈曲する。

62は須恵器杯Aで ある。底部の切離しはヘラ切 りである。底部と体部の境は明瞭で、体部の傾き

は大きい。

63・ 64は須恵器杯 B身である。63の高台は外傾 し、内端接地である。底部の切離しはヘラ切 りであ

る。64の高台は内傾 し、外端接地である。

65は須恵器奏である。内面に同心円文当具、平行夕タキを施す。

奪ヾ:il専
専1 54
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調査成果

66は須恵器瓶類である。瓶類の台部 と推測 される。端部は四角く、整形 されている。

67～ 69は土師器椀である。67は 内外面に赤彩を施 し、やや大きな椀である。 68。 69は底部のみで、

底部の切離 しは糸切 りである。全体的に磨耗 を受けてお り、調整は不明瞭である。69は外面に赤彩

を施す。

一――――ヤどこ三
,日
L日日■日H、 60 試‖鸞“霞≦∈Ⅷ影

"
61

~62  聰=幸 垂 重 ■66

-63

0                                 20cm

64                   御

第 33図 SD1 9遺物実測図
(5)不 明遺構
SX07(第 34図・写真図版 23)
出土遺物は、土師器を・土師器小型甕・須恵器杯 A・ 礫である。実測可能な 70～ 72を図示 した。

礫は出土状況の写真 (写真図版 12)と 遺物写真 (写真図版 23)の中で掲載している。
70は須恵器杯Aで ある。底部の切離 しはヘラ切 りである。底部と体部の境は明瞭で、体部の傾き
は小さい。体部は直線的に延び、口縁部は丸くおさめる。

71は土師器小型甕の口縁部から底部で、口縁部はわずかに残っており、胴部上半から底部はほぼ

完形で、口縁部が大きく久損している。器形は器高が低く、やや痛平な形態を呈する。口縁端部は上

方に屈曲する。基本的にはロクロ成形で、外面の胴部下半に斜め方向のヘラケズジを施す。方向は口

縁部から底部である。底部は平底で、多方向のヘラケズヅが施される。

72は 土 師器 養 の

口縁部か ら胴部下半

である。破片を接合

す ると、大きく 2つ

にな り、 口縁部か ら

月同吉lj■半 と月同吉円下半

である。 これ らは接

合 しないが、胎土等

か ら同一個体 と判断

でき、実浪1図 では合

成 図 となってい る。

形態は長胴で、 口縁

部 は くの字 を呈 す

る。端部は方形であ

る。調整は、外面の

胴部上半にカキメを o
施 し、下半には縦方

向のヘラケズジを施

す。方向は口縁部か

＼導 量
=プ・

堪 68

゛

絨
Ⅲ

69

:4)

0

:|:3)

15cm

第 34図 SX07遺物実測図
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調査成果

ら底部である。内面の胴部上半は縦方向の板すデの後、横方向の弱い板ナデを施す。下半は多方向の

板ナデを施し、所々に木口痕を確認できる。時期は、70～ 72は 8世紀後葉～ 9世紀前葉と推測される。

(6)遺構外出土遺物 (第 35図・写真図版 23)
73・ 74を図示 した。73は須恵器杯 B蓋である。つまみを欠損する。天丼部は平坦で、口縁部は下

方にやや大きく屈曲し、端部は内傾する。天丼部の切離しはヘラ切 りである。74は須恵器養である。

胴部と口縁端部を欠損する。国縁都外面には、本来の波状文が形骸化した連続木口痕をわずかに確認

できる。胴部内面には同心円文当具、胴部外面には平行夕タキを施す。時期は、73・ 74が 8世紀後葉

～ 9世紀前葉と推沢1さ れる。

0                                   20cm

L己 五 西 圭 E口 ]士 Ξ Ξ Ξ 』 冨 五 百 五 」(1‐ 4)

第 35図 遺構外出土遺物実測図

第 2項 江戸時代後期
(1)溝
SD05・ 06(第 36図・写真図版 23)

出土遺物は、周辺の遺構からと考えられるものも多く含まれ、

るものも出上しているが、江戸時代後期のものが主体である。

が陶器碗等を確認でき、陶磁器の細片等識別 sD05(75)

不可能なものもみ られる。実測可能な 75'76

を図示 した。

75は唐津産の陶器大皿である。体部外面に

ヘラケズ リを施 し、高台は削 り出しである。

内面に白土泥 しょうによるハケメ文様を装飾

する。2箇所の砂目を確認できる。

76は産地不明の陶器碗である。外面の体部

下半にヘラケズリを施 し、高台は欠損するが、

削り出し高台と推測される。内外面に鉄釉を施釉する。

オ化る。

(2)土坑
SK03(第 37図・写真図版 23)

出土遺物は、磁器碗・皿、鉄製釘の他、須恵器・土師器片

等もみられる。実測可能な 77を 図示した。

77は肥前産の磁器皿である。高台はやや内側に傾 く。釉薬

は透明釉で、高台端面以外に施釉させる。体部内面には ドー

ナツ状の釉剥ざ痕がみられ、その中に、輪状の胎土目がある。

時期は 18世紀後葉である。

平安時代の他、古墳時代と推測され

SD05が 陶器碗・悟鉢、磁器皿、SD06

SD06 (76)

0                                  20cm

LE西 五凸Ξ西西士三ΞΞttΞΞ三」(・ 4)

第 36図 SD05,06遺 物実測図

時期は、18世紀後葉～ 19世紀前後と推測さ

＼―立こ坐垂〒=ン77

0                                 20cm

Lェ 西 五 L]西 西 七 五 五 五 士 三 三 三 」 (1:4)

第 37図 SK03遺物実測図
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調査成果

(3)不明遺構
SX04(第 38図・写真図版 23)

出土遺物は、土師器灯明皿、陶器片、焼石の他、平安時代

の土師器片もみられる。実測可能な 78を図示した。

くくこここここ[:[:::ラニ
ララ
ク
  78

0                                   15cm

LE� ョ五匿士西]ΞttE士五五五五五」 (,3)
78は土師器灯明皿である。成形は手づくねで、ナデ調整を

施す。 口縁部の内外面に油・ススが付着 してお り、外面には   第 38図 SX04遺物実測図

被熱による表面の剥離痕がみられる。時期は、江戸時代後期と推浪1される。

(4)遺構外出土遺物 (第 39図・写真図版 23・ 24)
実測可能な 79～ 99を図示した。79～ 87は肥前産の磁器で、88～ 99は陶器である。

79は蓋である。内外面に呉須染付を施 している。器壁は薄い。80は湯呑碗である。器高が低く、

やや扁平な形態を呈する。外面に呉須染付を施している。81は筒型湯呑碗である。腰部が張 り、体

部は直線的である。外面に呉須染付を施 している。82は箱型湯呑碗である。体部外面と口縁部内面

に呉須染付の連続 した菊文を描く。83は湯呑碗である。腰が張る。体部外面と高台内に呉須染付を

施す。高台内には「寿」を記す。84は輪花皿である。体部外面と内面と高台内に呉須染付を施す。

体部内面には宝船であろうか。高台内には記号のようなものがある。85は大皿である。体部外面と

内面に呉須染付を施す。体部外面に唐草文がみえる。86は皿である。体部外面と内面に呉須染付を

施す。 口縁部は輪花状を呈する可能性もある。87は仏飯器である。杯部外面に呉須染付を施す。杯

部外面に半分の連続菊文を描く。88は灯明皿 と推測される。 日縁部にススが粒状に付着 している。

内面と口縁部外面に鉄釉を施釉する。

89～ 94は越中瀬戸である。89・ 91は丸皿である。底部の切離しは糸切 りである。内面と口縁部か

ら体部にかけての外面に鉄釉を施釉する。外面は流 し掛けである。90は皿と推測される。高台は削

り出し高台で、高台内の中央が高くなる。高台内には口に縦線をつけた記号の塁書を確認できる。92

は丸碗である。体部下半にヘラケズリを施す。外面の口縁部から腰部と内面に鉄釉を施釉する。93

は鉢と推測される。口縁部は強く外反 し、腰部は張る。高台は削り出しで、腰部から高台にかけてヘ

ラケズジを施す。内面と外面の口縁部から腰部に鉄釉を施釉する。体部底面には胎土目がみられる。

94は香炉である。底部にヘラケズジを施す。底都と体部の境で屈曲し、ややひらいて立ち上がる。

日縁端面は外傾する。外面と口縁部内面に鉄釉を施釉する。内面の口縁部から体部にかけてススが付

着する。

95。 96は悟鉢で、産地は不明である。鉄釉を施釉する。95は内面にわずかに 7条の櫛 目を確認できる。

口縁部は外側に折 り返し、縁帯状を呈する。96の 口縁部は玉縁状を呈する。橋 日は重なり合つてお

り、悟 目を施す前に、横方向のハケメを施 している。外面の体部下半にはヘラケズジを施す。97は

片口である。全体に鉄釉を施釉する。外面の体部下半にヘラケズリを施す。98は唐津産の大皿である。

75と 同様である。99は大甕である。 口縁部と底部のみで、胴部は欠損する。国縁部は端部が肥厚し、

面をもつ。胴部下半は凹凸が目立つ。全体に鉄釉を施釉する。

時期は、概液 18世紀後葉～ 19世紀前後と推測される。

第 3項 その他の時期 (第 40図・写真図版 24)

実測可能な 100～ 105を 図示 した。 100は 青磁の皿である。内面に幅の狭い蓮弁文がみられる。

101・ 102は珠洲産の甕胴部片である。内面に無文当具、外面に平行タタキを施す。101は斜めと横の

タタキがみられ、胴部中央付近の破片と推浪1さ れる。 102は 夕タキが斜めになつていることから、胴
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第 39図 遺構外出上遺物実測図
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第 40図 その他の時期の遺物実測図
部下半の破片と推沢Iされる。103は須恵器杯 G蓋である。かえりはわずかについている程度である。
104は縄文土器である。鉢形土器の口縁部で、細かい縄文を確認できる。 105は石刀の束部と推測さ

れる。全面を磨いて整形 している。時期は、100～ 102が 14～ 15世紀と推測される。103は 7世紀

後葉～ 8世紀前葉と推測される。 104。 105は縄文時代後期 と推測される。

第 4項  明治時代以降
明治時代以降の遺物については、第 41図 に示 した 2点のみ図示 し、その他写真のみにとどめた。

写真図版 20では、明治時代から昭和 16年、昭和 17年以降の遺物について集合写真を掲載 している。

(1)明治時代から昭和 16年

明治時代から昭和 16年では、瀬戸美濃産の磁器皿、九谷産の湯呑碗、肥前産の磁器蓋・碗・皿、

サイダー瓶、ビール瓶、糊の瓶等がある。サイダー瓶とビール瓶は現在と異なっており、薄青い瓶がビー

ルで、茶色の瓶がサイダーであった。ビール瓶には「大日本麦酒株式会社」とあり、この会社は明治

39(1906)年から昭和 24(1949)年 の間に存在 していた。糊の瓶の裏には「ヤマ ト」とあり、ヤマ

ト株式会社の糊のことで、糊の入れ物は、瓶が第二次世界大戦まで使用され、戦時中には陶器となり、

戦後にはプラステック乙なつている。

G-11撹乱 (第 41図・写真図版 20。 24)

107は九谷湯呑碗である。高台脇に「九谷」という刻印があり、高台外に刻印があるのは明治時代

以降のものになってくる。器形は内湾する体部で、やや腰部が張つている。外面の体部下半から高台

にかけてヘラケズジを施し、高台は削り出しである。体部外面には絵付があり、まず、腰部に朱色で「呉

羽」銘がみえる。その後に、人が 4人並ぶ。先頭から武士ヵ、踊つているような「奴」、「挟箱」を持
つ人、「毛槍」を持つ人と続き、「弓」、「長柄傘 J、 「毛槍」が描かれる。人の下には蛇行 した道が描か

れている。最後に、朱色で、前田家家紋 「梅鉢紋」が入る。これらから推察すると、北陸街道を通る

参勤交代の大名行列の様子が描かれ、本調査地の北辺を通る道路が北陸街道であることから、何 らか

の関連性が推測される。絵付については第V章第 4節で述べる。

(2)昭和 17年以降
統制陶磁器 (碗 。防衛食器・皿・糊の入れ物ヵ)、 瓶類、学校関連遺物 (薬品瓶・植木鉢 。瓦 。硯

・レンズ 。ビー玉 。おはじき 。笛・櫛 。ボール・給食の食器等)が ある。
D-10撹乱 (第 41図・写真図版 20・ 24)
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調査成果

106は統制陶磁器の防衛食器である。統制陶磁器は、第二次世界大戦中のみに国の管理のもと、各

窯業地によって生産されたもので、裏に生産地と統制番号をつけている。筒型の容器で、口縁部に縁

帯をもつ。蓋がつくようであるが、本調査では出上しなかった。全面に灰釉を施釉し、コバル トで文

字を印版する。文字は、「国民食 (3)日 本国民■■ 社長■■」で、2行 目には会社名が入 り、日

本国民■■株式会社となる。3行 日には謹呈した人物の名前が入 り、「社長■■謹呈」となる。裏には、

「岐 1204」 とあり、「岐」は岐阜の美濃のことである。統制陶磁器については第V章第 4節で述べる。

鯉

)      (展 開図)      5cm

LE五 西 西 士 ヨ コ 五 EE」 (1:1)

)      (実 測図)     10cm
(1:2)
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第 41図 明治時代以降の遺物実測図・色絵展開図
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遺物観察表 (1)
別

紅

種

器 睡離
法量 (om)

()内 :復元
焼成 色 嗣

残存部

残存革
備考

外 面

土師器

襲

口径 :(220)、 器高 :(336)

底径■
口～胴上 :ロ クロナテ 日～,向上 :ロ クロナブ

雲 母 良 野
内面JOVR7/2にがい貢橙色
外面■OVR6/3に ボい黄橙色

周壁lfI 二次班成
ロクロ右回1云

鶴榊
２
溝
Ю

壁

口径 (144)、 器高 :(28)

底径
ロクロナブ ロクロナブ やや密、雲母 ヽ外面 2 5YS/1灰 白色

SP25と 接合
ロクロ右回は

須志器

説

１
巌
Ю
壁
長さ (63)、 幅 :(43)

器厚 (09)
平行タタイ→カキメ ややお、雲母 やや不良

内面■OVR7/4に ぶい黄橙色

外面:25Y5/21音灰黄色

胴

lX未満

須な器

杯B盗

０２
方
Ｓ‐
狙

口径 123、 器商:35
密、雲母 やや良//f

勺面:OY8/1灰 白色

Ⅲ画:5Y8/1灰 白色
完形

星督「由J

ゆがむ
ヨクロ右回転

縛和
０２
方
ＳＩ
掘
口径■14、 器高129
底径▼ 1

ロクロナブ
口～体 !ロ クロナデ

底 :ヘラ切り

密

雲晟 Hl色 白色粒

好

質

貞

顔

鶉施
０２

方

Ｓｌ

掘

口径 ■20、 器高 :88

r_径 28
H～ 体 iロ クロナデ
底 :ヘラ切り

lt、 雲母 石英
灯

質

良

硬

勺面:N7/灰 白色

卜面:N6/灰 色
完形
ゆがむ
ロクロ右回転

須志器
かヽB営壺

口径 ■25、 器高 :19

痣径
ロクロナデ

口～体 :ロ クロナデ

天 iヘラ切 り
PL 雲母

好

質

良

硬
勾 外面 N5/灰色

天～ ロ ゆがと
ロクロ右回I‐

須な器

杯B蓋 ヵ

口径 、器高 (165)
底径■

ロクロナデ

多方向ナブ

天内iロ クロナデ
天タト:ロ クロケズツ
天～口:ロ クロナデ

好

質

長

硬
天
郷

須忠器

杯B蓋

口径 、器高 (i05)
底径‐

ロクロナデ

多方向ナブ

天内 :ヘラ切 り

天外 :ロ クロケズ リ

天～口:ロ クロテデ
やや密

舟

質

良

硬
内 外面 5B6/1将灰色 天

期
クロ右回ほ

須忠器 口径 (■ 2)、 器高 :(78)

広径 29
口～体 !ロ クロナデ

底 !ヘラ切り
密、雲母

好

質

良

弧
内 外面;75Y7/1灰 白色

日～底 口右回転

須恵器

杯A

‐Ｏ
①

口径 (124)、 器高 :(32)

嵐径 (30)
ロクロナデ

口～体 :ロ クロナデ

底 tヘラ切り

好
質
良

破
内 外面:5B7/1明 旨灰色 クロ右 回転

須恵器

杯A

‐Ｏ
①
口径 、器高 (17)
点径 (86)

体下 !ロ クロナデ

底:ベラ切り
密 雲母 やや良好

硬質
内 外面:25Y8/1灰 白色

体下～底 ロクロ右回転

概4と 胎上類似

須忘器

翌

口径 (200)、 器高 :(32)

底径‐
な、雲母 民r/1 内 外面:75γ 6/1灰也 口右回転

須志器
●2

長さ (30)、 幅 (29)
器厚 :(08)

平行タタキ
内面■OYR6/4明☆褐色
外面:25Y6/2灰黄色

胴

ユ%未満

土師器

菱 ＳＴ０２筋用

口径:(168)器 高 (1616)
底径 :(71)

口:ロ クロナデ

I同上 :カ イメ

'同

ド斜核ナデ

口:ロ クロナデ
頸～底 :カ キメ→ ケズ リ

やヾ粗 やや良好 内 外面■OYR6/3に ぶい黄橙色

士師器

魏

０２

方

口径 ,(136)、 器高 (61)
底径十

と、雲母 良好
内面 25V9/2灰 白色
外面 7 5VR7/3に ぶい橙色

～Л同上 ロクロ右回転
二次焼成

土師器

型

口径:(180)器 高 (68)
底径‐

良好 内 外面:7 5YR7/3にぶい橙色
口～羽■

国内 :ス ス

上師器
pJ

口径 !(230)、 器高 (61)
底径‐

ロクロナブ ロクロナデ
密、雲母 虞好 内 外画:75Y7/3にぶい橙色

口～肩
二次焼成

土師器

菱

口径 :(226)、 器高 :(89)

底径‐ 阿 :カ キメ
密 質母 石英 良好

内 外面■OYR3/4浅 黄橙色

(二次焼成 7 5VR3/3浅 黄橙色)

口～Л同上 次焼成
クロ右回転

上師器
EII Ｓ‐０２潜①⑥

口径 i(158)、 器高〔(149)
底径‐

口～胴下:ロ クロナデ

→多方向板ナデ

口:ロ クロナデ

胴上 :カ キメ

胴下:ケズツ

密、雲母 内 外画■OYR7/3に ぶい文橙色
口～】同下
40%

クロ右回転

土師器

護

０２

方

ＳＩ

掘

口径 (183)、 器れ:(102)

底径■

口:ロ クロナデ

'同

ロクロナデ
→カキメ斜め坂ナデ

口～胴 :ロ クロナテ

'同

:カ キメ 雲fI長石 石英
内面 7 5VR7/4に ぶい橙 色

外面 7 5VR8/4浅☆笹色
口～Л同上

5舛

土師器

班

口径■、器高 (190)
底径 (73)

頸～lFl上 :カ キメ

'同

下 :多方向板ナデ

産 :指圧痕

lF上 :ロ クロナデ カ
胴下～底:ケ ズリ

やや密、雲母 石英
内 外面:75Y6/4～ 7/41こ ぶい橙
色

頚～床
二次焼成

土師器

菱

口径 :(2o8)、 器 高 (76)
底径 十

ロナブ
口:ロ クロナデ
,同 ロクロナデ→カキメ

やや粗、要母

内面 :山 i75VR7/4こ ぶい橙色

(1同 n ovR5/2灰黄褐色)

外面■OYR3/4浅 女橙色

口～,同上

1%未満
ロクロ右回転

土師器
vrt

口径 :(222)、 器・.(925)
底径‐ Л同:ロ クロナデ→カキメ

やや密、雲母 やや良好 勺外面 7 5VR7/4に ぶい橙色
口～】同上 二次焼成

ロクロ右回転

土師器

斑

口径:(140)器 高 (65)
底径:(193)

クロナデ
口～胴上 :ロ クロナデ

胴下～底 :ケ ズリ
やや密、雲母 良好

内面:25V8/3淡黄色
外面:25Y5/8黄掲色

口～痣
カマ ド文脚

二次塊成
ロクロ右同転

土師器

菱

口径 :(227)、 器高:(79)

は径‐
口:沈稼
ロクロナデ→カキ

密、雲母 良好

内面■OYR6/4に ぷい貞橙色

外面■OYR7/4に ぶい黄橙色

～5Y6/6橙色

口～,同上 内外面 :ス ス
ロクロ左回転

土師器

鍋

日経 (357)、 器高 :(83)

F_径

口～ 1同 上 :ロ クロナデ

R同 ヒロクロナデ→カ
胴上iロ クロナデーカキ

跡 雲母 やや良好
力 外面■OVR7/4に ぶい黄橙色

(二次焼成,7 5YR7/6橙 色)

凹～ 1同 上 二次焼成
ロクロ右回転

須意器

杯ヵ

口径‐、器高〔(115)

威径 (152)
クロナデ 良好

やや硬質
■ 外面 :2 5CY明 オ,ガ 灰色

嵐

５

須恵器

杯A

口径‐、器高:(16)

は径 :(108)
ロクロナデ

体下 :ロ クロナデ

底 :ヘラ切り
やや粗、螢母

やや不良
やや軟質

V外 面:6Ya/1灰 白色

須恵器

斑

長さ:(32)I属 :(32)
同心円文当具 笞、雲母 良舛

内面〔N7/灰 自色

外面 N5/灰色

胴

1出未満

”
猶

石

砂

ほ

長さ:(120)、 幅:(81)

匡さ:(77)
瓜面 !7

上師器

擁

口径‐、器高 (20)
は径 (70)

ロクロナデ
赤彩

ロクロナデ
体下～高台端:赤彩
底 !ス 切 りヵ

雲母 海綿状

「

割

内外面:25Y8/2灰 白色 (胎上)
外面底 :N3/1音 灰色

醐
朗

郷朧
口径 (155)、 器高 :(15) ←や密

雲F石 英 長石
灯

質

良

顔
内 外面:N6/灰 色 クロ右回転ヵ

須な器

瓶叛ヵ

ヨ径 (34)、 器高:(34)

空径‐
ナデ

好

質

良

硬

二次焼成
ん面ユ
'Itロクロ右回転

土師器

翌

ヨ径 :(170)、 器 I・ :(48)

築径‐
ロクロナデ クロナデ 督 雲母 勺 外画■OVR6/8に がい黄橙色

鶴膀
ヨ径 :一 、器高 (70)
簑盗 :(30)

本iロ クロナデ

璧ヘラ切り
や゙密、雲母 石英

好

質

良

顔
勺 外面:N4/灰 色

体～タト

須恵器

誕

藷さ:(22)、 li:(39)
辞,=(10) 司心 円文当只 やや密、雲母

色

色

灰

灰

ν

Ｖ

Л同

1%未満

須恵器

杯B警

H径 (148)、 器占 :(16)

宝径 :一
口:ロ クロナデ 沈線ヵ
天:ベ ラ切 りヵ 硬質

口

Ｈ

つ
じ
医
υ



調査成果

遺物観察表 (2)
別

種

種

器
遺村名

層位

法重

()内ｃｍサ筋
胎 ■ 焼成 色調

残存附
'

宏存ネ
俯考

内面 外 面

須恵器

杯B身

口径‐、器高:(215)

は径 (94)
体下 :ロ クロナデ

民:ヘラ切り
やや猪

好

質

良

軟

や

や

や

や
芍外面 :5Y7/1灰 白色

体下～底
ロクロ右回はカ

須忘器

斑

長さ 29 幅:32
平行タタキ カキメ ややお、雲母 やや不良

勺面■OYR6/4明 黄褐色

小面 25Y6/2灰 黄色
胴

二%未満

須恵器

茎

口径 (281)器高:(26)
は径‐

ロクロナデ
好

質

良

頑
勺 外面 N6/灰色

1%未満

須恵器

杯Aス はB

瓶類ヵ

口径 (98)、 器高〔(215)

は径■
ロクロナデ 良好

やや硬質
内面 2 5CY明オリフ灰色

外面 N5/灰 白色

四

説

須恵器

駆

長さ 24、 偏:43

器厚 05 司心日文当具 平行タタキ→カキメ 密 雲母 為 外面 :N7/灰 白色
1同

1%未 満

須意器

変

長さ (39)、 幅 :(89)
平行タタキ→カキメ やや密、雲母 やや不良 内 外面■OYRa/1灰 白色

胴

叫未満

郷釉
口径,(134)、 器高:30
は径:(98)

クロナデ
口～体 :ロ クロナブ

底 iヘラ切り
密、雲母 石英 内 外面 2 5YS/1灰 白色

口～底

10%

ロクロ右回囁ヵ
SP37と 同一

郷朧
口径 :(161)、 器高:(12)

は径‐
クロナデ クロナデ

頂質
内 外面 N6/灰色

口

酬

土師器

椀

口径,(■ 7)、 器高i(33)

は径‐
クロナデ

ロクロナデ
摩滅

符、雲母 良好
内面 7 5VR7/6橙 色

外面,7 5VR3/4濃黄橙色

口～体下

士師器

理

口径 :(225)、 器高 (42)
顆～川i:板ナデつナブ 頸～胴 :カ キメ

や゙密、雲母
内面:5V6/4に ボい橙色

外面:2 5YR7/6橙色

口～胴上

須志器

甕

長き:20 幅 34
器厚 i07

同心円文当只 真好
内面IN6/灰 色

外面 N5/灰色

胴

1%未 満

鶴朧
口雀 :(140)、 器高 (10)
は径十

クロナデ クロナデ やや密 雲母 好

質

良

硬

鶴艦
口径 :(158)、 器 高 (24)
噴径 ‐

クロナデ→/11ナデ
天 iヘラIIDり

体～口:ロ クロナデ
密、雲母

好

質

良

硬
内 外面 10866/1青灰色

口～庶

糾和
口径i(134)、 器高:(36)

は径 (97)
口～体 :ロ クロナデ

氏 iヘラ切り

や゙粗

婁母 石笑

内面 25V7/4浅 黄色
外面●25Y7/3浅 黄色
～25V6/2灰 黄色

顔恵器

褒

鵞さ (41)、 幅:(45)

岳序 (10)
同心日文当具 平行タタ

や゙密
宴母 長石

内

外 N6/灰色

Л同
1%未洲

須恵器

霊

昆さ (50)、 1高 :(50)

器厚 (10)
同心円文当具 平行タタ 意、雲母 ミ好

内面:N6/灰 色

外面:N4/灰 色

胴

1%未 満

須志器

墓

長さ (72)、 幅:(31)

器厚 (08)
同心円文普 _B やや密、雲母 やや不貞

内面■OVR6/4に ぶい責橙色

外面 25V6/3に がい黄色
胴

1%未満

須志器

菰

長さ (141)、 幅 (76)
器厚 (11)

勺外面:25V8/2灰 白色
胴

米

土

'市

器
抗

口径‐、器高 (16)
底径 t(52)

体下 :ロ クロナデ

底 :系 ,り
密、雲母

内面 5VR7/41こボい橙色

外面:iOYR7/4にがい黄橙色

士師器

碗

口径‐、器高 (17)
底径 :(51)

体下 iロ クロナデ

鷹:糸切り
密、雲母 良好 勺外面:7 5YR8/4残黄橙色

体下～慮
全体的に摩耗

土師器

輩ヵ

口径 :(224)、 器高 (50)
底径 :

密、長母 良好
10YR4/2灰黄褐色

10YR8/3浅黄橙色

口～別司上
クロ右回ほ

鶴縫
口径十、器高 (19)
底径‐

ロクロナブ
→横ナデ

ロクロナデ
天 :ヘ ラ切 り

句面 N6/灰色
卜面 N4/灰色

天

齢

鶴維
口径 :(143)、 器高 :

底径 :(13)
ロクロナブ ロクロナデ 密 雲母 やや不良

改質
勺 外面 :5V8/1灰白色

須恵器

|卜A

口径‐、器高,(17)

底径 (65)
体下iロ クロナデ
に:ヘラ切り

ややれ、雲母
舟

ぼ

良

やや
勺外面 :5B6/二 H‐ 灰色

体下～底
クロ右回転

鶴粒
国径‐、器高:(14)

底径 (76)
本下 :ロ クロケテ

ミヘラ切り
密、雲母

勺面:N6/灰 色

卜面:N5/灰 色

体下～底

須惹器

"卜

B多辛
日径 、器高:(12)
底径 (104)

ロクロナデ
本下:ロ クロナブ
ミヘラ切り

やや貝好

やや硬質
げ外面 5V7/1灰 白色

体 下～底
クロ右回転ヵ

須恵器

霊

長さ (41)、 幅:(29)

器厚 (09)
同心円文当具 平行タタキ 密、雲母 石英

】阿
1%未満

須恵器

瓶頬
台径 (34)器 高 (14)

ロクロナデ
端部 :面取り

クロナデ 階、長石 石英
良

硬
均外面〔N7/灰 白色

脚

錦

土師器

椀ヵ

口径 (210)、 器高 (47)
底径■

ロクロナデ 赤形 クロナデ 赤形 管、雲母 台±■OYR3/8浅 黄権色
口～体

土師器

椀

口径十、器高 (14)
底r4:(60)

ロクロナブ
本下 :ロ クロナデ

主:ス 切り
良好 げ外面■OYR3/4浅 黄橙色

体 下～底
全体的に痒耗

上師器

椀

口径‐、器高 (125)

底径 :(62)
ロクロナデ 赤形ヵ

本下:ロ クロナデ 赤彩
主糸切り赤影

密、雲母 外面 7 5YR7/6橙 色 全体的に摩耗

須恵器
ル下A

口径 ,(122)、 器高:37
底径 :(88)

クロナデ
口～体:ロ クロナデ
は:ヘラ切り

R、 雲母 石英

内面 :75Y7/1灰 白色
外面 75V7/]灰 白色
～7 5VO/,灰色

ロクロ右回転

上師器

変

口径 :(131)、 器高:(96)

底径 :(69)
ヨ～lΠ上:ロ クロナデ
回ド～底:クズリ

やや密 雲母 石英 良好
内面 7 5YR7/4に おい橙色

外面 5YR6/41こぶい橙色

口～底 二次焼成
ロクロ右回転

上師器

雛

口径 (202)、 器高:(286)

底径■
日～Л回上;横板ナデ

岬下 :板ナデ

口～Л同上:ロ クロナデ

'同

ドケズリ
やや狙、雲母 石英 良好

内面 7 5YR7/3に ぶい橙色

外面:7 5YR7/■ こぶい橙色

口～胴 下

須恵器

杯B蓋
JF土

口径 (10S)、 器 rn(18)
底径

クロナデ
口:ロ クロナブ
天:ヘラ切り

やや密、雲母 石英
良好

やや預質

内面 :口 i5B5/1青灰色

～5B6/1青灰色

外面:5B5/1青 灰色
ロクロ右回転

須恵器

整
Ш層
口径 、器高 (615)
底径‐

口〔横ナデ

胴上 :同 心円文当具

口 2条 突帯

2段連続こぐち

】同上 :平行タタキ

やや密
好

質

良

硬
勺外面〔N6/灰色

口～顎

l%未 樹

際
鉢

口径■、器高 (42)
底径 (134)

ロクロナデ
袖フ クヽメ
砂日:2

良好 勺外面■OR5/6赤 色
底

酬
ロクロ右回転

朧
碗

口径‐、器高 (30)
底径十

ロクロナデ
鉄紬

体上:ロ クロナデ
体下～高台iロ クロケズツ
鉄釉

密、雲母 句外面 25Y6/1黄 灰色
体上～底

肥前磁器 口径‐、器高:(18)

に径:(4a)

ロクロナデ

見込 i釉創

休:呉須圏線2

ロクロナデ

54



調査成果

遺物観察表(3)

報告 別

種

種

器

遭構名

層位

法量 (cm)

()内 :復元

成形 調整・装飾等
焼成 色調

残存部

残存率
備考

内面 外面

土師器

灯明皿

口径:(76)、 器高■ 6

底径:(32)
手づくね→ナテ 手づくね→ナデ 、雲母 V外面:5YR7/6橙色 嘲

郷
国内外:油 媒

外!被Ellによる剥禽[

肥前磁器

藍
撹乱
ヨ径!(100)、 器高 (23)

筆径■

ロクロ成形

建物

ロクロ成形

風景
V外面N8/灰白色

天～口

20%

肥前磁器

碗
I層
ヨ径 (86)、 器高:(515)

笠径:(36)

ロクロ成形

民須染付

圏練1口 2、 見込1

ロクロ成形

民須染付、植物文

圏線:口 1、 腰 1

密 良好 勺外面 N8/灰白色
口～底

20%

肥前磁器

場呑
撹乱
]径 ■、器高 (50)

箕径 (50)
クロ茂形

クロ成形
密 良好 内,外面:N8/灰 白色

体～日

30%

瀬戸磁器カ

湯呑
表土
]径 (71)、 器高 (58)

箕径

]ク ロ成形

記込:圏線2

口i圏線 1

脂:菊文
密 内 外面 N8/灰自色

口～底

20%

肥前磁器

続
撹乱
口径■、器高:(26)

雹径:(57)

ロクロ成形

ё明釉

ロクロ成形

圏練 :,要 1、 高台2

高台内圏線1、 「寿」

良好 勺外面:N3/灰 白色
体～底

15%

肥前磁器

皿
撹乱
口径:(106)、 器高 (255)

底径:絶 5)

ロクロ成形

風景染付

染付高台内「寿」

体:唐車

輪花 ロクロ成形
良好 勺外面 N8/灰白色

口～底
60%

肥前磁器

大皿

日径:、 器高i(28)

底径 (150)

ロクロ成形

植物文
ロクロ成形 唐草文 良好 勺外面:N8/灰 自色

体～底
10%

躙胸
I層
口径 (200)、 器高:(30)

底径 (130)

ロクロ成形

宝船ヵ
籐 :唐草文ヵ圏線4 V外面:N8/灰 白色

日～底

1%未満

接着のあとが

断面にあり

87
肥前磁器

仏飯器
表土
口径:(70)、 器高 (585)

底径:(40)

不部tロ クロナデ

岬内:露胎

印底:ケ ズツ

杯～脚部 :ロ クロナデ

脚端:ケズ )

染付、連続花文

勺面 N8/灰白色

卜面 7 5VR7/3にぶい橙色

口～底

80%

越中瀬戸ヵ

灯明皿
杭乱
口径:(100)、 器高:(226)

底径■

ロクロ成形

鉄釉

ロクロ成形

日 :鉄釉

日～体外 :油付着

やや密 内 外面■OYR7/3にぶい黄橙色
口～体下

15X

越中瀬戸

皿ヵ
撹乱
日径■、器高 (19)

底径 (40)
ロクロ成形

ロクロ成形

糸切り
、雲母 .石英 良好 内 外面:7 5YR7/41こ ぶい橙色 瑯

酬
越中瀬戸

皿
撹乱
口径■、器高 (16)

底径:(46)

ロクロ成形

鉱釉ヵ(白 )

露台Iケズリ出し

罰台内:墨書記号
、雲母 石英 やや不良 内 外面 :7 5YR7/4に ぶいl14色 邸

剤
ロクロ右回転

91
一月輔
皿

越
撹乱
口径:(103)、 器高:(280

底径:(48)
クロ成形

口～体 :ロ クロ成形

底 :糸切り

や゙粗、石英 長石
琵石多い

長好

やや硬質
内 外面■OYR7/3にぶい黄橙色

口

饂
クロ右回転

越中瀬戸ヵ

丸碗
撹舌[
口径:(■ 1)、 器高:(54)

底径■

ロクロ成形

鉄釉

口～体上 :ロ クロ成形

体下 :ロ クロケズリ

ロ～腰 i鉄釉

雲母
良好

やや硬質
勺外面:25Y6/2灰黄色

口～体下
15%
ロクロ右回転

越中瀬戸

鉢ヵ
撹乱
口径 (100)、 器高 34
隆径:(51)

ロクロナデ

ロ～体:鉄釉

見込:胎土目

日～体上:ロ クロナデ

体下～底 :ロ クロ肖!

国～高台獣 釉

やや粗、石英 長石 良好 恰±■OYR7/4にぶい貢橙色
日～底

20% ロクロ右回転

94
越中瀬戸カ

香炉
境乱
回径:(99)、 器高:(57)

底径:(68)
クロ成形

口～体 〔ロクロ成形

底 :ケズリ

IE

雲母・長石 スサカ 良好 単外面■OYR7/4にぶい黄橙色
”底

期
ロクロ右回転

器

鉢

陶

悟 撹乱
口径:(326)、 器高:(52)

底径

ロクロ成形

体 !橘 目
ロクロ成形 やや密、雲母 石英[

好

質

良

軟 勺外面125Y3/3淡黄色
回～体
5%
ロクロ左回転ヵ

器

鉢

陶

悟
I層
口径;(347)、 器高 (875)

底径■

ロクロナデ 鉄釉
体:横ハケ→襦目

日～体上 :ロ クロナデ

体下 :ケ ズリ

鉄釉

密、長石 雲母
良

硬

芍面:中央5RP4/1暗紫灰色

牛面:6B4/1暗青灰色

口～体
5%
雷日:8条
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越中瀬戸ヵ

片口鉢
境乱
口径:(206)、 器高:(73)

底径■

ロクロ成形

鉄釉流し掛け

ロクロ成形

鉄釉流し掛け
Z 良好 勺外面,7 5VRO/3にぶい褐色

回～体

l ll%

クロ右回転

騨
皿

撹乱
口径■、器高 (35)

底径 (■ 0)

ロクロナデ

釉フヽ ケメ

砂目4

ロクロケズリ

(ケズリ出し高台)
砂目4

やや粗

雲母 石英 良好 内 外面 2 5YR5/31こ ぶい赤褐色
体～底
20%
ロクロ右回転

99 艦
型

口径:(468)、 器高:(74)

底径:(220)

ロクロナデ

鉄釉

口～胴下 :ロ クロナデ

底:ヘラ起こしヵ
租、長石 良好 内 外面:N6/灰 色

口 底

1%未満

磁

カ
撹乱
口径i(140)、 器高:(25)

底径 :

釉

文

磁

弁 青磁和 L・ 良好 代外面 N8/灰自色
日～体

5%

刺
菱

撹乱
長さ (59)、 幅:(73)

器厚,(13)
照文当具 平行タタキ やや粗、霞母石英 良好

勺面■OYR5/3にぶい黄褐色

牛面:N5/灰 色

胴

1%未満
やや摩耗

瑚
変

長さ:(72)、 幅:(65)

器厚:(125)
ナデ→無文当具 平行タタキ やや粗、雲母 石英

付面:N6/灰 色

牛面125Y7/1灰白色

胴下半

1%未満

須恵器

杯G蓋
I層
回径 (V6)、 器高 (13)

底径■
クロナデ

天:ロ クロケズリ
ロクロナデ

密、石英 堅級
内面 N4/灰色

外面 N6/灰色

口

朝
ロクロ右回転

緻
鉢

口径 、器高:(19)
は径■

ミガキ 電文・横ミガキ 雲母 石英 内面■OYR6/2灰黄褐色

外面■OYR4/1褐灰色

日～体

1%未満

石刀 表土
記さ:(53)、 厚み:(195)

ほ:(325)(19)
,]工 涙 加工痕

磁器

防衛食器

土

削

表

掘

口径 (34)、 器高 96
喧径 54

灰釉 疋T4「国民食J 良好 内 外面 N8/灰白色
口～底
90%
統制陶磁器

九

湯
撹乱
ヨ径:64、 器高:63

筆径:335

ロクロナデ

ロ:鉄釉
口～底:灰 TJ

日～体上:ロ クロナデ

体下～高台:ケズリ

ロ～腰:灰釉

良好 内 外面■OYR3/4浅黄橙色
口～ほ

95%

絵付 腰:「九谷J
印「具羽J
「前日家家紋J珠色
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第Ⅳ章 自然科学分析

第 1節 富山市今市遺跡の洪水堆積物・焼土 B道路状遺構堆積物
の磁化の研究

富山大学理学部 酒井英男 名古屋岳秀
(1)は じめに
今市遺跡は、射水平野の東端部、神通川下流の旧流路左岸の河岸段丘上に立地する。平成 24年に、

人幡小学校の体育館改築工事に伴い、今市遺跡の発据調査が富山市教育委員会により行われた。調査

では、竪穴建物のカマ ド及び道路状遺構が検出された。道路状遺構は打出遺跡でも検出されており、

打出遺跡の東西方向と本調査地での南北方向の道路跡は、海岸部と呉羽丘陵を結ぶ遺構として貴重な

資料となる。また、洪水時に堆積したと思われる堆積層も検出された。

本節では、カマ ドの焼土、洪水時堆積物、道路状遺構堆積物について磁気物性を研究し、年代を検

討 した結果を報告する。

(2)考古地磁気学による年代推定
遺跡の土壌や遺物には、重量で数 %の永久磁石の性質を持つ磁鉄鉱や赤鉄鉱が含まれている。その

ため、土壌や遺物は、形成時に、当時の地磁気の記録となる残留磁化を獲得 している。残留磁化と地

磁気は、第 42図 (a)の ように、方向を示す偏角と伏角及び強度の 3成分で示される。

地磁気は地球中心部の核の運動によって変化 している。国内の多数の窯跡において焼土や遺物の

磁化の研究が行われ (HirOoka、 1971,Sakai&Hir∞ ka、 1985な ど )、 第 42図 (b)。 (c)に示す過去

2000年間における地磁気の変動が求められている。このように、主に考古学が対象とする時代での地

磁気変動の研究を考古地磁気学と称 している。過去 2000年間においては、年代未詳の対象物について、

その残留磁化を狽J定 して第 42図の地磁気変動と対比することにより、年代を推定できる。地磁気方

向の変動を用いる研究では、試料の条件が良い場合、数十年の精度での年代推定が可能となつている。

従来、磁化沢1定による年代推定が良く行われている焼上では、含まれる磁性粒子が加熱されて冷却

時に、地磁気方向に熱起源の残留磁化を獲得する特性を利用して研究する。

今回は、あまり研究がされていない洪水堆積物と道路側溝堆積物も研究試料としたが、これらの残

留磁化は、含まれる磁性粒子が水中で自由になり、磁性粒子の磁化が地磁気方向に向いて獲得される

と考えられる。最近は測定装置の精度が上がって、これらの堆積物の微弱な残留磁化も測定できるよ

箕 うになっている。
第 42図の地磁気変動は、近畿地方を中心とす

西 る主に西南 日本の試料を用いて得 られたので、
西南日本版の変動と称されている。過去 2000年

間において、偏角には西偏 20度から東偏 15度、

伏角では 35度から60度の範囲の変動が読み取

第 42図 地磁気変動
(a):偏角・伏角と強度

(b):地磁気の過去 2000年間における変動

(c):地磁気方向の変動の拡大シュミットネット上での表示

‡

(b)地 磁気変動

/へ竜へ//ゝ盆＼
(a)地 磁気・残留磁化の表現

方  薄驚森'鐵 を

(c)麹磁気交動 (シぶット投影)

～
～
へ

kご
頑

11
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れる。研究が進むにつれて、国内でも地域に

よつて地磁気変動に違いがあることが明らか

になつてきた。北陸地域では、広岡 (1997)に

より、A.D.5001550年までの変動が得られて

いる。本研究で対象とする資料の年代につい

ては、洪水堆積物は近世、焼土は古代から中

世の時代と推沢Jさ れていたので、西南 日本版

と北陸版の両方の地磁気変動を用いて年代推

定を行つた。

(3)研 究試料の採集

ぽ幾群穏(漢ぷ)

離 孝斌鰯

滅嶋鰤∝瀞
ピ

第 43図 研究試料の採取場所と遺構
研究試料は、第 43図の 9地′点 (サイト)よ り採取した。

(A)焼上の試料は、サイト3、 4で採集 した。試料採取には容量 10ccのフ
°
ラスチック製ケース(以下ではケースと称す )

を用いた。まず、ケースに収まる大きさに焼土面を整形し、1辺が約 2cm立方体のフ
｀
ロックにする。そして

フ
｀
ロックと周辺に薄い石膏をかけて固定し、その後でケースに濃い石膏を入れて焼土フ

や
リクに上から被せる。

固まった後で、磁化測定と解析の際に必要な、試料の現地での方位の指標となる基準線 (水平面 )を

ケース上面に記入し、基準線の磁北からの偏 りと傾斜の角度をクサノメータで読み取る。これらの角度と試料

の番号を記録した後で、ケースに納めた状態で試料を取り出した。

(B)ま た洪水堆積物と道路状遺構堆積物の試料では、表層の乱れを除くために、表面を数 cm削 つた

面にケースを埋め込み、そして基秦線を記 して、面の走向と傾斜の方位を読み取つた後で試料を取り出

した。洪水堆積物については、サイト1、 2で採取した。道路状遺構の堆積物は、地点 1の 4箇所 (サイト

5～ 8)と 地点 2の 2箇所 (サイト9、 10)において採取した。

下の写真には、試料採集の例を示している。各サイトでは、種々の要因による測定誤差を少なくして

磁化テ―゙夕の信頼度を高めるため、複数個の試料を採取している。

(4)段 階交流消磁実験
残留磁化には、生成後の様々な状況で、初生磁化に二次磁化が付着していることが多い。残留磁化

から年代を研究するには、二次磁化を取り除く消磁を行 う必要がある。本研究では、試料に交流磁場

を加えて、磁場を徐々に強くしながら段階的に消磁する段階交流消磁実験により、初生磁化を得るこ

とにした。具体的には、2.5 50mT(mT I milli Tesla、 磁場強度の単位、 5mTは地磁気の約 100倍 )の

8段階の磁場で消磁を行つた。

磁化の測定と消磁実験は、富山大学磁気シールド室の超伝導磁力計を使用して行った。磁化テ
S―
夕につ

いては、試料採取の際に磁気コンハ
°
スを利用しており、偏角には現在の磁北と真北のずれの補正 (偏角

補正 )が必要となる。そこで、国土地理院による偏角分布の二次近似式に、調査地の緯度と経度を入

力して得た西偏 7,70度 の値を補正値として用いた。

サイト4(焼土

地点1跨
サイト5re,7

各遺構での研究試料の採取状況
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<消磁実験の結果>
全試料について、50mTま での交流消磁実験を行い、測定結果は、サ

゛
イタ―゙へ・ルヽ 図 (Zijderveld、

1967)を用いて解析した。第 44図には、サ
ヾ
イタムヾ
ヾ
ルト図の例を示している。

サ
｀
イタ―゙へ

Sル
ト図では、磁化を水平面と鉛直面投影に分解して、方向と大きさの変化をそれぞれの面で

示している。水平面投影では、横軸に磁化の南北成分を、縦軸には東西成分を取つて黒丸のフ
°
ロットに

て表し、また鉛直面投影では、横軸に同様に南北成分を、縦軸に上下成分を政った図上で白抜き九に

て示す。この様にして作成した 2枚の投影図について、横軸 (南北軸 )を共通とする様に重みること

で、磁化の変化を 1枚の図で表示できる。

本研究の試料では、第 44図のように、消磁による磁化変化を示すサ
゛
イタ
苺ム｀ルト図上のフ

°
ロットは原点に

向う結果が多かつた。これは、試料が地磁気方向に残留磁化を獲得しており、二次磁化があまり付着

していないことを示している。各試料について、サ
ヾ
イタ―゙べルト図のフ

°
ロットに主成分分析法 (Kirsh� nk、

1980)を適用して、安定な磁化方向を算出した。

(5)焼 土 と洪水堆積物の磁化 と年代
第 1表には、交流消磁で安定な磁化が得られた試料のテ

Sツ
を基に、サイトで平均した磁化の方向、強度、

および磁化方向の信頼指標 (95%信頼角α95度 )をまとめている。 α95は小さい方が磁化方向の集

中度が高く、信頼度が高いことを示す。サイト2では、磁化方向の集中度は悪く、信頼度は高くなかつた。

第 45図の左には、焼土を採取したサイト3、 4の磁化方向をシュミットネットに示した。それぞれ、平均の磁

化方向とα95度の範囲を示している。右には焼土全体の平均磁化方向を示した。磁化方向の地磁気

変動との対比では、変動曲線が交差する時代にあたり、二つの可能性が読みとれる。AD.900年 1000

年と750850年であるが、遺構は 10世紀より古いと考えられるので、 AD。 750850年が焼土の年代と

推定される。この年代は、サイト3の領域で認められた土器片の考古編年とも合 う年代である。

洪水堆積物については、サイト2の誤差が大きいので年代推定を行わなかつた。サイト1の洪水堆積物では、

磁化方向を地磁気変動と対比した結果、その年代は 1850年から1900年代と推定された。この年代につ

いて、19世紀の洪水としては、神通川を

襲った 1851年 と1859年の大洪水被害を

示す文献との対応が考えられる。ただ、

洪水堆積物の層に明治時代の力
ヾ
ラスが含ま

れていたことから、1900年代の初期に起

きた洪水による堆積物の可能性が高い。

(6)道路状遺構の磁化方向
交流消磁の結果から各試料の安定な磁化方向を求めた。第 2表には、安定な磁化が得らなかつた試

料のテ―゙夕を除いて統計計算により求めた各サイトの平均磁化の方向、強度および磁化方向の信頼角α95

第 1表 磁化の測定結果
サイト名 試料致 半 珂 幅 月

(度 )

子 珂 伏 月

(度 )

擬 1しの 幅 寝 度

α3S(度 )
半珂係 1こ顕反

(A・ m2/雄 )

サイト1 -5.7 6_26x18~4

サイト2 -3.4 43.8 2_77x10~4

サイト3 J.7 5.0 ■7'It1 0~4

サイト4 -5.9 108x10‐

WドP TIMll(サイト1井本婆積物)  uゝ,TIM54(サイを4.壁聟      .up TIM93(サ イト7.道略状遺構) W学
p TIM125(Stte1 0道

路状遺構)

■‐――‐纂螺   さI十尊====:N   ^十 __ノ ′   工二塁
=二
ЦI m.hT                    I51141T   

磁1ヒ方向

＼ 8鍵離影
N        I  ……~~―

…一 ―‐ ●‐●
的

弐  
監 書曇譲

影 __  |∞ ＼ 吾基吾
g鱚

闊 ヒ強度捌 ヒ  lmnk轡 基こ目踵 制 ヒ強度岬 七

! ЫvF'OXl∫A.静に ♂  I Di峠
!OXl∫ス 諺唯  ＼

駕
M― _~ザ T

第 44図 代表的な試料の消磁実験の結果 :サ・イタ―ヾへ
゛
ルト図
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第45図 焼上の磁化方向、左 :各サイト、右 :平均の方向
N 偏角

第 2表 磁化の測定結果
サイト名 瓢 料 雲 子 騨 編 月

(度 )

平均伏角
(度う

慨 1との幅 殿 贋

αdi(震 )
半司隠化強反

(A・ m2/kg)

サイト5 110 49.1 6_38x10J
サイト6 ‐ 0 46_1 R aaY10 4

サイト7 7 -8_3 4&7 7_87xlば・
サイト8 -6_8 &2 8_80x104

平 均 20 ■99x104
阻 点 2

サイト9 50_3 &7 8.43x104
サイト10 1_25x10~3
平 均 &1 51_0 108xlば 3

度をまとめている。

第 47図 には、各サイトの平均の磁化方向とα95度の範囲とサイト58と サイト9、 10の各調査地で平均 し
た磁化方向をシュミットわ卜図に示 した。その結果、磁化方向と地磁気変動との対比から、サイト

「

8につい

ては 500年頃の年代が推定され、サイト9、 10の年代は、1400-1500年 と推定された。

地点 2における道路状遺構堆積層のサイト9、 10で得られた 14001500年 の年代は、近傍の地層に 15
0地点 2の道路状遺構堆積物の年代は 14001500年 と推定された。この年代は、近傍の地層に 15世

紀頃の遺物が見つかってお り、考古学的な年代とも一致する。サイト5-8の堆積層から500年頃と得 ら

れた年代については、今後の検討を要する。

(7)ま とめ
今市遺跡において発掘された焼土面の磁化研究から、年代は 750850年 と推定された。この年代は

第 47図 道路状遺構の磁化方向と地磁気変動。左 :各サイトの磁化、右 :平均の磁化

伏角 角

50°

第 46図 洪水堆積物の磁化方向

禁軍瑠五ti甲
角
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焼土に含まれていた土器片の考古編年 と合つた。

遺跡で認められた洪水堆積物の磁化から、堆積年代は 1850年から 1900年代と推定された。同地層

から明治時代の力`ラスが出土ていることから、この堆積物は 1900年代初期に生じた洪水で堆積 した可

能性が高く、磁化による年代と矛盾は無い。

地点 2の道路状遺構堆積物の年代は 14001500年 と推定された。この年代は、近傍の地層に 15世

紀頃の遺物が見つかつており、考古学的な年代とも一致する。

本研究で行った洪水堆積物と道路状遺構堆積物の磁化の研究から、地磁気変動を利用する年代推定

法は、これらの堆積物の年代推定に有効であると判明した。
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第 2節 今市遺跡における地中の道路状遺構のレータ
゛
探査による検出

富山大学大学院 酒井英男・泉 吉紀
(1)は じめに

今市遺跡は、射水平野の東端、神通川下流の旧流路左岸の河岸段丘上に位置する。この地域一帯は、

呉羽丘陵を中心に旧石器から近世までの遺跡が確認されてお り、県内有数の遺跡の密集地となつてい

る。平成 24年度に、人幡小学校の改築工事に伴って今市遺跡の発掘調査が行われて、平安時代前期
。江戸時代後期・明治時代以降の 3時期に分類される遺構 と遺物が見つかつた。そして、平安時代の

道路状遺構が検出された。この道路状遺構の発見は、今市遺跡の周辺が交通の要衝であつたことを示

している。

今市遺跡の道路状遺構は南北走向であつた。今市遺跡の海側に近接する打出遺跡では、東西方向に

走る道路状遺構が確認されており、今市遺跡での道路状遺構は、当時の海岸地域と呉羽丘陵を結ぶ交

通を考える上でも貴重な遺構となつている。

本研究では、今市遺跡の発掘が行われていない地域において、地中の遺構をレツ
゛
探査を実施 した。

特に、道路状遺構の検出を目的に調査した結果を報告する。

(2)探査の概要
探査は 2012年 9月 に、第 48図 に示す測線と範囲で行つた。人幡小学校では、中庭に測線 Aを設定し、

また校庭に探査範囲 1を設定して複数の測線で探査した。また、発掘地点より南西の水田でも範囲 2

を設定して探査を行つた。探査には、カナタ
｀
製 Noggin plus機器を使用し、レーが波の周波数は 250MHz

を採用した。下の写真に探査の様子を示 している。

探査結果は、探査を行つた沢1線上で得られた、レータ
S波
の地中での伝播時間と反射強度の関係を表す

鉛直断面図と、各測線の探査結果を総合的に解析した平面図により検討した。後者の方法は、X tt CT

解析と似てお り、任意深度で平面図を作成 して反射の異常域を求める。探査方法の詳細と研究例を、

参考文献に挙げる論文等に示している。

第 48図 探査範囲 探査の様子

(3)探査結果
①八幡小学校での探査結果

人幡小学校では、第 49図に示す中庭の測線 Aと 校庭の範囲 1で探査した。

中庭で探査した測線 Aは、発掘調査で認められた道路状遺構の延長線上に位置する。第 49図に探査

結果を示しているが、黒破線の位置に異常な反射が認められた。これは、道路状遺構に伴う溝を示し

＼
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第 49図 八幡小学校での探査範囲と測線 Aでの探査結果

ていると考えられる。

校庭に設けた範囲 1の測線 3と 6における探査結果を、第 50図左に鉛直断面図として示している。

右図には、範囲 1の全測線での探査結果から解析 した 3つの深度における探査平面図を示している。

鉛直断面図には、深度 0.81.2mに異常反応がある。2本の測線の位置から、この異常範囲をつな
いで道路状遺構の可能性を検討 したが、右図の深度 0.81,2mの 平面図には連続する明瞭な反応は無

いので、道路状遺構とは違 う別の遺構が存在する可能性がある。また、平面図の深度 0.61.Omに は

共通 して、探査範囲の南東側に強い方形の反射領域があり、住居跡がある可能性が高い。

<鉛直断面図>
←NW         測線3          SE→

∪
０
０
汁
Ｊ
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第 50図 範囲 1の 2本の測線における鉛直断面図 (左 )と 、3つの深度で解析 した平面図 (右 )
②近傍の水田での探査結果

校庭に隣接する水田に範囲 2を設定 して探査を行つた。第 51図には探査結果を、3本の測線での

鉛直断面図≧、3つの深度で解析した平面図として示している。

鉛直断面図では、浪J線 8での結果の距離 1886mの領域および測線 12での結果の距離 1634mの領

域に、層構造が乱れた反射の異常域が認められる。

右の平面図では、各深度の結果に強い反射領域が現れたが、その幅は約 18mと 広 く道路状遺構とは

考え難い。今後の調査により、遺構か地中の自然地形かを確認することが望まれる。

(4)ま とめ

今市遺跡の発掘地点の近傍で地中レータ
｀
探査を実施した。その結果、人幡小学校の中庭では、道路状

く平面図>

POsitお n5祀
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<鉛直断面図>

遺構に伴う溝を示す反応が得られた。校庭の探査では遺構と

推沢1されるものを示す反応があつた。また、校庭横の水田で

の探査結果には、幅が約 18mと 広い異常反射の領域が認め

られ、道路状遺構以外の遺構の可能性が考えられた。中庭の

レータ
ヾ
探査では溝状遺構を捉えており、地中レータ

°
は今市遺跡の

道路状遺構の検出に有効であることが確認された。

第 52図 には、発掘された道路状遺構と探査結果から推定

された道路状遺構の経路を示している。今後、図の破線の範

囲において詳細なレツ
ヾ
探査を行い、道路状遺構の位置と経路

を求めることが望まれる。

参考文献

中條利―郎 酒井英男 石田肇編 20H『 考き学を科学する』pp 292、 臨川書店

<平面図>

範囲 2の水田での 3本の測線における鉛直断面図 (左 )

と3つの深度で解析した平面図 (右 )
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第 52図 探査結果と発掘調査結果から
推定される道路状遺構の経路
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第 3節 堅穴建物出土遺物の分析

第 1項  放射性炭素年代測定

パレオ・ラボ AMS年代測定グループ

伊藤 茂・安昭舷・佐藤正教・度田正史・山形秀樹・小林紘一

Zaur Lomtatidze・ Ineza Jor」 oliani・ 中村賢太郎

(1)は じめに

富山県富山市人幡地内に位置する今市遺跡で竪穴建物や溝から採取された試料について、加速器質

量分析法 (AMS法)に よる放射性炭素年代測定を行つた。S101か ら採取された種実 (PLD 22825)と

S102か ら採取された種実 (PLD 22826)1こ ついては種実同定、S102か ら採取された土器付着炭化物

(PLD 22827)に ついては炭素・窒素安定同位体比分析、S103か ら採取された炭化材 (PLD 22828)イ こ

ついては樹種同定も行われている (詳細は各分析の項参照)。

(2)試料と方法
測定試料の情報、調製データは第 3表のとおりである。

S101で は、カマ ドから炭化種実 (オニグルミ核 :PLD 22825)が採取された。S102で は、埋土から

炭化種実 (モモ核 I PLD-22826)と 、掘方から出上した土器の内面に付着した炭化物 (PLD 22827)カ
ミ

採取 された。S103で は、2面 床

直上か ら炭化材 (ニ シキギ属 :

PLD 22828)が 採 取 され た。

PLD 22828の炭化材は最終形成年

輪が確認 されている。試料が採

取された竪穴建物 3棟の時期は、

出上 した須恵器や土師器の年代

から、いずれも平安時代前期 と

考えられている。以上の試料は、

酸・アルカジ・酸洗浄をした後、

燃焼によりC02ガ ス化 した。C02

ガスを精製後、水素還元により

グラファイ ト化した。

SD02では、焼けた哺乳類の骨が

採取 され た (PLD 22829)。 なお、

SD02で は平安時代前期の土器も出

土している。焼骨は破片化 してお

り、色調は灰白色～白色であった。

焼骨は良く焼けており、コラーゲ

ンの抽出が望めなかつたため、骨

を構成する無機質に含まれる炭酸

塩を浪J定の対象とした。小破片を

3.Og採 取し、Lantingほ か (2001)

第 3表 測定試料及び処理
測庁番 号 描跡デー タ 試料データ

調査区 B区
グリッド:15H5
遺構 :S101カ マド
その他■20801

種類 :炭化種実 (オニグルミ核 )
試料の性状 :種実

状態 :dry

ヨ音波洗浄
凌・アルカリ 酸洗浄 (塩酸■ 2N,水酸
ヒナ トリウム■ ON,塩 酸■ 2N)

調査区 :追カロB区

グリッド:H3

遺構 iSI02

層位 !埋土

種類 :炭化種実 (モモ核 )

試料の性状 i種実

状態 :wet

超音波洗浄
駿 アルカリ 酸洗浄 (塩酸■ 2N,水 酸
化ナ トリウム■ ON,塩 酸■ 2N)

調査区 :8区

グリッド H3

進構 iS102

層位 :掘方

その他 :d57,120822

種類 !土器付着炭化物

付着部位 :内 面

状態 :dry

鼈音波洗浄

竣・アルカ リ 酸洗浄 (塩酸■ 2N,水 酸
十ヒナトリウム■ ON,塩酸■ 2N)

調査区 :B区

グリッド:G5

遺構 :S103

嬉位 :2面床直上

その他■20816

重類 :炭化材 (ニ シキギ属,丸木,8年輪 )
式料の性状 :最終形成年輪

犬態 dry

窒音波洗浄
凌 アルカリ 酸洗浄 (塩酸■ 2N,水 酸
ヒナトリウム■ ON,塩酸■ 2N)

調査区 :追加A区

造構 :SD02

その他 :d59.121001

豆類 :焼骨 (「甫乳額 )

犬態 dry

琶音波洗浄
欠亜塩素酸ナ トリウ払溶液洗浄 (15%)

非酸洗浄 (lM)

第 4表 放射性炭素年代測定及び暦年較正の結果

測定番号 激
ｍ

暦年較正用年代

(yrBP± lσ )

HC年
代

(yrBP■ lσ )

HC年
代を暦年代に較正 した年代範囲

tσ 暦年代範囲 2o暦 年 代範 囲

PLD-22325 -2719± 013 1203± 20
779AD(436%)829AD
839AD(24 6%)867AD

730AD( 0 7%)735AD
771AD(94 7%)889AD

PLD-22826 2795■ 013
722AD(133%)741AD
770AD(41 6%)825AD
841AD(13 3●O)862AD

695AD(08%)699AD
708AD(20 6%)748AD
766AD(74 0%)881AD

2624± 018 1205± 20
779AD(433%)829AD
839AD(24 9%)867AD

730AD(08%)735AD
771AD(94 6%)389AD

PLD-22828 1236± 20

709AD(347%)747AD
766AD(15 5%)783AD
789AD(15 3%)810AD
848AD( 2 8%)354AD

690AD(420%)751AD
762AD(53 4%)870AD

PLD-22829 465■ 20 1430AD(682%)1445AD 1420AD(954%)1450AD
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の方法に従つて、次のとおり処理した。1.5%の 次亜塩素酸ナ トリウム溶液と lMの酢酸で洗浄した後、

1.9gを、リン酸との反応で C02ガス化した。C02ガ スを精製後、水素還元によリグラファイ ト化した。

試料は調製後、加速器質量分析計 (パ レオ・ラボ、コンパクトAMS:NEC製 1.5SDH)を用いて測定

した。得られた 14C濃度について同位体分別効果の補正を行つた後、14C年代、暦年代を算出した。

(3)結果
第 4表に、同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比 (δ 13C)、 同位体分別効果の補正を行つ

て暦年較正に用いた年代値と較正によつて得られた年代範囲、慎用に従つて年代値と誤差を丸めて表

示した 14C年代を、第 53図に暦年較正結果をそれぞれ示す。暦年較正に用いた年代値は下 1桁を丸

めていない値であり、今後暦年較正曲線が更新された際にこの年代値を用いて暦年較正を行 うために

記載した。

14C年代は AD1950年を基点にして何年前かを示 した年代である。14C年代 (yrBP)の 算出には、

14Cの半減期として Libbyの 半減期 5568年を使用した。また、付記した 14C年代誤差 (± lσ )は、

測定の統計誤差、標準偏差等に基づいて算出され、試料の 14C年代がその 14C年代誤差内に入る確率

が 68.2%であることを示す。

なお、暦年較正の詳細は以下のとおりである。

暦年較正とは、大気中の 14C濃度が一定で半減期が 5568年として算出された 14C年代に対し、過

去の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の 14C濃度の変動、および半減期の違い (14Cの 半減

期 5730± 40年)を較正して、より実際の年代値に近いものを算出することである。

14C年代の暦年較正には OxCa14。 1(較正曲線データ:IntCa109)を使用した。なお、lσ 暦年代範囲は、

OxCalの確率法を使用して算出された 14C年代誤差に相当する 68.2%信頼限界の暦年代範囲であり、

同様に 2σ 暦年代範囲は 95。 4%信頼限界の暦年代範囲である。カッコ内の百分率の値は、その範囲

内に暦年代が入る確率を意味する。グラフ中の縦軸上の曲線は 14C年代の確率分布を示し、二重曲線

は暦年較正曲線を示す。

(4)考察
以下、2σ 暦年代範囲 (確率 95,4%)に着目して、遺構ごとに結果を整理する。

S101カ マ ドから採取された炭化種実 (オニグル ミ核 I PLD 22825)は、730 735 cal AD(0。 7%)及び

771 889 cal AD(94.7%)で、8世紀前半～ 9世紀後半の暦年代範囲を示した。

S102埋土から採取された炭化種実 (モモ核 :PLD 22826)は 、695 699 cal AD(0.8%)、 708 748 cal

AD(20.6%)、 766-881 cal AD(74.0%)で 、7世紀末～ 9世紀後半の暦年代範囲を示 した。同じS102の

掘方から出上した土器の内面付着炭化物 (PLD 22827)は 、730 735 cal AD(0.8%)及 び 771 889 cal

AD(94.6%)で 、8世紀前半～ 9世紀後半の暦年代範囲を示 した。なお、PLD 22827の 土器内面付着炭

化物は、δ 13C、 δ 15N、 C/Nに基づき、C3植物あるいは草食動物に由来すると推定されているため、

海洋ジザーバー効果について考慮する必要はない。

S1032面床直上から採取された炭化材 (ニ シキギ属 :PLD 22828)は 、690 751 cal AD(42.0%)お

よび 762 870 cal AD(53.4%)で、7世紀末～ 9世紀後半の暦年代範囲を示した。

S101～ 03で得られた試料の暦年代は、須恵器と土師器の年代に基づく推定時期と矛盾しない。

SD02か ら採取された焼骨 (哺乳類 :PLD 22829)は 、1420 1450 cal AD(95.4%)で 、15世紀前半の

暦年代範囲を示した。なお、骨の炭酸塩はゆっくりではあるが生前に一定の速度で置換するため、炭

酸塩の 14C年代は 10～ 20年程度の期間に体内に取り込まれた炭素の 14C年代を反映する。したがつ

て焼骨の 14C年代は、死亡する 10～ 20年程度前から死亡時までの期間の平均の年代を示すと考えら
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れる。SD02か らは平安時代前期の上器が出上しており、焼骨の暦年代と整合しない。SD02の 時期に

ついて慎重に検討する必要がある。
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第 2項 堅穴建物 (S103)カ マ ド粘上の材料分析

藤根 久・米田恭子 (パ レオ・ラボ)
(1)は じめに
今市遺跡は、射水平野東端部の旧神通川の河岸段丘上に立地し、富山市人幡地内に所在する。今市

遺跡の発掘調査では、平安時代前期の竪穴建物が検出された。ここでは、竪穴建物のカマ ド袖の粘土

材料を試料 として、粘土材料の特徴を薄片法により検討 した。

(2)試料 と方法
試料は、竪穴建物カマ ド袖の粘土である (第 5表 )。 袖の粘土は、ブロックになったシル ト質粘土
である。

第 5表 粘土材料の分析試料
分析No 位 置 遺構 試 料 時期 試料の特徴

l G5グ リッド カマ ドネ由 平安時代前期 (9世紀後半～末) 黄掲色 (25Y5/4)シ ル ト質粘土

分析方法は、土器薄片の偏光顕微鏡観察である。胎土中の粘土および砂粒の特徴について調べた。

試料は、3cm× 3cm× lcmを切 り出し、電気炉を用いて 750度 6時間で焼成した後、薄片を作製 した。
(1)試料は、はじめに岩石カンタ~な どで整形 し、恒温乾燥機により乾燥させた。全体にエポキシ系
樹脂を含浸させ、固化処理を行った。これをスライ ドグラスに接着し、接着面と反対の面に平面を作

製 した後、同様にしてその平面の固化処理を行つた。 (2)さ らに、研磨機およびガラス板を用いて研

磨し、平面を作製した後、スライ ドグラスに接着 した。 (3)そ の後、精密岩石薄片作製機を用いて試

料を切断し、ガラス板などを用いて研磨し、厚さ 0.02Hl14前 後の薄片を作製 した。仕上げとして、研

磨剤を含ませた布板上で琢磨し、コータィング剤を塗布 した。

粘土薄片は、偏光顕微鏡を用いて薄片全面にみられた微化石類 (珪藻化石、骨針化石など)と 大型
粒子の特徴およびその他の混和物について、観察と記載を行つた。

なお、ここで採用した各分類群の記載およびその特徴などは、以下の通りである。

[珪藻化石 ]

珪酸質の殻をもつ微小な藻類で、大きさは lo～数百μm程度である。珪藻は、海水域から淡水域
に広く分布する。小杉 (1988)や安藤 (1990)は 、現生珪藻に基づいて環境指標種群を設走し、具体

的な環境復原を行つている。ここでは、種あるいは属が同定できる珪藻化石 (海水種、淡水種)を分
類 した。

[骨針化石 ]

海綿動物の骨格を形成する小さな珪質、石灰質の骨片で、細い管状や針状からなる。海綿動物の多

くは海産であるが、淡水産としても 23種ほどが知られ、湖や池あるいは川の底に横たわる木や貝殻
などに付着 して生育する。したがって、骨針化石は水成環境を指標する。

[植物珪酸体化石]

主にイネ科植物の細胞組織を充填する非晶質含水珪酸体であり、長径約 10～ 50 μ m前後である。
一般にプラン ト・オパールとも呼ばれ、イネ科草本やスゲ、シダ、 トクサ、コヶ類などに存在する。
[胞子化石 ]

胞子は、直径約 10～ 30 μ m程度の珪酸質の球状粒子である。胞子は、水成堆積物中に多く見られ
るが、土壌中にも含まれる。

[石英 。長石類 ]
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石英及び長石類は、いずれも無色透明の鉱物である。長石類のうち、後述する双晶などのように、

光学的な特徴を持たないものは石英と区別するのが困難である場合が多く、一括して扱 う。

[長石類 ]

長石は、大きく斜長石とカヅ長石に分類される。斜長石は、双晶 (主として平行な縞)を示すもの

と累帯構造 (同心円状の縞)を示すものに細分される (これ らの縞は組成の違いを反映している)。

カリ長石は、細かい葉片状の結晶を含むもの (パーサイ ト構造)と 格子状構造 (微斜長石構造)を示

すものに分類される。また、ミルメカイ トは斜長石と虫食い状石英との連晶 (微文象構造という)で

ある。累帯構造を示す斜長石は、火山岩中の結晶 (斑晶)に見られることが多い。パーサイ ト構造を

示すカリ長石は、花聞岩などケイ酸分の多い深成岩などに産出する。

[雲母類 ]

一般的には黒雲母が多く、黒色から暗掲色で、風化すると金色から白色になる。形は板状で、へき

開 (規則正しい割れ目)にそつて板状に剥がれ易い。薄片上では長柱状や層状に見える場合が多い。

花蘭岩などのケイ酸分の多い火成岩に普遍的に産出し、変成岩類や堆積岩類にも産出する。

[輝石類 ]

主として斜方輝石と単斜輝石とがある。斜方輝石 (主に紫蘇輝石)は、肉眼的にビール瓶のような

淡褐色および淡緑色などの色を呈し、形は長柱状である。ケイ酸分の少ない深成岩類や火山岩類、ホ

ルンフェルスなどのような高温で生じた変成岩類に産出する。単斜輝石 (主に普通輝石)は、肉眼的

に緑色から淡緑色を呈し、柱状である。主としてケイ酸分の少ない火山岩類やケイ酸分の最も少ない

火成岩類や変成岩類中にも産出する。

[角 閃石類 ]

主として普通角閃石であり、色は黒色から黒緑色で、薄片上では黄色から緑褐色などである。形は、

細長く平たい長柱状である。閃緑岩のような、ケイ酸分が中間的な深成岩類や変成岩類あるいは火山

岩類に産出する。

[ガラス質]

透明の非結晶の物質で、電球のガラス破片のような薄く湾曲したガラス (バブル・ウォール型)や

小さな泡をたくさんもつガラス (軽石型)な どがある。主に火山噴火により噴出した噴出物 (テ フラ)

である。

[片理複合石英類]

石英、長石類、岩片類などの粒子が集合し、片理構造を示す岩石である。

[砂岩質・泥岩質]

石英、長石類、岩片類などの粒子が集合し、基質部分をもつ。構成粒子の大きさが約 0.06血 以上

のものを砂岩質、約 0.06■lm未満のものを泥岩質とした。

[複合石英類 ]

複合石英類は、石英の集合している粒子で、基質 (マ トリックス)の部分をもたないものである。個々

の石英粒子の粒径は、粗粒から細粒までさまざまである。ここでは便宜的に、個々の石英粒子の粒径

が 0.0141m未満のものを微細、0.01～ 0.05tlmの ものを小型、0.05～ 0。 1011mの ものを中型、0。 10■lm以

上のものを大型と分類 した。微細結晶の集合体である場合には、堆積岩類のチャー トなどに見られる

特徴がある。

[斑晶質・完品質]

斜長石や輝石・角閃石などの結晶からなる斑晶構造を示 し、基質は微細な鉱物やガラス質物からな
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る岩石である。

[流紋岩質]

石英や長石などの結晶からなる斑晶構造を示し、基質は微細な鉱物やガラス質物からなり、流理構

造を示す岩石である。

[疑灰岩質]

ガラス質で斑晶質あるいは完品質構造を持つ粒子のうち、結晶度が低く、直交ニコルで観察した際

に全体的に暗い粒子である。

[不明粒子]

下方ポーラーのみ、直交ポーラーのいずれにおいても不透明な粒子や、変質して鉱物あるいは岩石

片として同定不可能な粒子を不明粒子とした。

(3)結果及び考察
以下に、土器胎土薄片の顕微鏡観察結果について述べる。

胎土中の粒子組成については、微化石類や鉱物・岩石片を記載するために、プレパラー ト全面を精査。

観察した。以下では、粒度組成や 0.1■lm前後以上の鉱物・岩石片の砂粒組成、計数も含めた微化石類

などの記載を示す。なお、第 6表における不等号は、おおまかな量比を示す。第 7表の記号は、◎が

非常に多い、○が多い、△が少ない、である。なお、砂粒の岩石の組み合わせは、第 8表に従った。

薄片観察では、大型の砂粒は少なく、砂以上の荒い粒子は 40～ 120 μ m、 最大粒径 480 μ mの シ

ル ト質粘上である (図版 1 2aob)。 これらの砂粒では、火山ガラスが多く含まれ、雲母類や角閃石類

多く含まれていた (第 6・ 7表 )。

粘土部分では、海水種の Coscinodiscus属 /Thalassiosira属の破片が多く (図版 110)、 海水種の

Dictyocha nbula(図版 113)の ほか、淡水種の Cylnbella属 、Navicula属 、Me10sira属 、骨針化石

が検出された (図版 19、 11、 12)。 その他の粒子では、イネ科植物の葉身に形成される植物珪酸体

化石が多産し、密集する部分も観察された (図版 18)。 また、水成堆積物中に普遍的に見られる胞

子化石も観察された (第 6。 7表 )。

以上の特徴から、火山灰を含み、海水種や淡水種珪藻化石を含むシル ト質粘土層を利用したことが

推定される。

遺跡は、旧神通川の河岸段丘上に位置するが、

周辺には泥炭や泥からなる沖積層が堆積 してい

る (第 54図 の凡例 pm及 び m)。 ヵマ ド材料は、

こうした粘土質の堆積物を利用したと考えられ

る。なお、イネ科植物の葉身に形成される植物

第 8表 岩石片の起源と組み合わせ

片岩預 深成岩類 IIl llt岩 顔 火山岩頻 獲灰岩須 流叙岩類

第

２
出

現

Ｖ

片岩頻

深成岩類

第 6表 薄片中の微化石類と砂粒物の特徴

分析NO 粒度
最大粒
径

微化石類の特徴

マ
粘

珪藻化石 :海水種のじじ力ο力じcvs属 /"P/as,ο♂ど″属多産
夢,ヵれ 々う″θ、淡水種Cymbella属 、 1/aガ例力属
脆′οす拘属、付針化石、植物珪酸体化石多産、胞子化石

雲母須》カリ長石 (パーサイ ト)、 石英 長石類、ガラス質〉斜方癖石、廃灰岩質、角閃石
類、複合石英類 (中 型) 斜長石 (双品)、 完品質、流紋岩質、複合石英類 (微細)、 単斜輝
石、複合石英類 (大型)、 ジルヨン

第フ表 カマ ド粘土サンプルの砂粒組成の特徴

分
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珪酸体の化石が密集して検出されたことから、こうしたイネ科植物をスサ材として混入したことが考

えられる。

(4)おわ りに
今市遺跡竪穴建物カマ ド袖の粘上の薄片を作製し、材料について検討した。その結果、海水種珪藻

化石や淡水種珪藻化石あるいは火山灰を含むシル ト質粘土であった。これらの粘土は、遺跡の周辺に

堆積する沖積粘土層を利用したと推定された。なお、イネ科植物をスサ材として混入したことが推定

された。

引用文献

安藤―男 1990「淡水産珪藻による環境指標種群の設定と古環境復元への応用」『東北地理』4212)、 7988

細野義夫・三浦 静・藤井昭二 1992「特集=北陸の丘陵と平野」『アーバンクボタ』64p

小杉正人 1988「珪藻の環境指標種群の設定と古環境復原への応用」『第四組研究』27、 1-20

隷　中い　艦嚇艦鵡
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第 54図 富山市周辺の地質図 (紺野ほか (1992)の 地質図を一部抜粋 )
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図版 1 カマ ド袖の実体顕微鏡写真と薄片の偏光顕微鏡写真 (a:直交ニコル、bi開放ニコル)
1 粘土断面の実体顕微鏡写真 2a、 2b薄片の状況写真 3雲 母類
4a、 4b複合石英類 (微細)5a、 5b斑晶質 6カ リ長石 (パーサイ ト)7ガ ラス質
8植物珪酸体化石集合 9骨 針化石 10珪藻化石 Coscibodiscus属 /Thalassiosira属
11 珪藻化石 Cymbella属  12珪藻化石不明種 13珪藻化石 Dictyocha ttbula

華
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第 3項 S102出 土土器内面付着炭化物の炭素 日窒素安定同位体比分析

山形秀樹・中村賢太郎 (パ レオ・ラボ)

(1)は じめに

富山県富山市人幡地内に位置する今市遺跡の S102か ら出上した土器の内面付着炭化物を対象とし

て、炭素と窒素の安定同位体比を測定した。また、炭素含有量と窒素含有量を沢1定 して試料の C/N比

を求めた。なお、同一試料で放射性炭素年代測定も行っている (第Ⅳ章第 1項 )。

(2)試料および方法
試料は、S102の 掘方から出上した土器の内面に付着した炭化物 1点であり、試料番号として放射

性炭素年代測定の測定番号を用いている。

測定を実施するにあたり、炭化物試料は、酸・アルカジ・酸洗浄 (HCl:1。 2N、 NaOH:lN)を 施して

試料以外の不純物を除去した後、測定を行った。

炭素含有量及び窒素含有量の測定には、EA(ガス化前処理装置)である Flash EAll12(Thermo

Fisher Scientinc社製)を用いた。スタンダー ドは、アセ トニ トリル (キシダ化学製)を使用した。

炭素安定同位体比 (δ 13CPDB)及 び窒素安定同位体比 (δ 15NAir)の 沢J定には、質量分析計

DELTA V(Thermo Fisher Scientinc社 製)を用いた。スタンダー ドは、炭素安定同位体比では IAEA

Sucrose(ANU)、 窒素安定同位体比では IAEA Nlを使用した。

測定は、次の手順で行った。スズコンテナに封入した試料を、超高純度酸素と共に、EA内の燃焼

炉に落とし、スズの酸化熱を利用して高温で試料を燃焼、ガス化させ、酸化触媒で完全酸化させる。

次に還元カラムで窒素酸化物を還元し、水を過塩素酸マグネシウムで トラップ後、分離カラムで

C02と N2を分離し、この時の炉および分離カラムの温度は、燃焼炉温度 1000℃ 、還元炉温度 680℃、

分離カラム温度 45℃である。TCDでそれぞれ検出・定量を行 う。得られた炭素含有量と窒素含有量に

基づいて C/N比を算出した。分離した C02お よび N2はそのままHeキ ャリアガスと共にインターフェー

スを通して質量分析計に導入し、安定同位体比を沢1定した。

(3)結果
第 9表に、試料名と炭素安定同位体比、窒素        第 9表 測定結果
安定同位体比、炭素含有量、窒素含有量、C/N

比を示す。第 55図は炭素安定同位体比と窒素安

定同位体比の関係、第 56図 は炭素安定同位体

比とC/N比の関係を示したものである。試料は、

第 55図において C3植物、第 56図 において C3植物・草食動物にプロットされた。

(4)考察
S102の掘方から出土した土器の内面付着炭化物 (試料番号 PLD 22827)は、炭素と窒素の安定同位

体比及び炭素窒素比から、C3植物が炭化 した可能性が高いと考えられる。ただし、草食動物の可能

性もある。

参考文献

赤澤威・南川雅男 1989「炭素・窒素同位体比に基づく古代人の食生活の復元」『新しい研究法は考古学になにをもたらしたか』132143、 クバプロ

坂本稔 2007「 安定同位体比に基づく土器付着物の分析」『国立歴史民俗博物館研究報告』 137、 305315

Yoneda、 M、 M H rota、 M Uchida、 A Tanaka、 Y Shibata、 M Mor ta、 and T Akazawa 2002 Radiocarbon and stable isotope analyses on the Earliest JomOn

skeletons from the Tochibara rockshelter、 Nagano、 Japan Radiocarbon 44(2)、 549557
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米田 穣 2008「丸根遺跡出土土器付着炭化物の同位体分析」『九根遺跡・九根城跡』261263、 豊田市教育委員会

吉田邦夫・宮崎ゆみ子 2007「煮炊きして出来た炭化物の同位体分析による土器付着炭化物の由来についての研究J『平成 1618年度科学

研究補助金基礎研究 B(課題番号 16300290)研究報告書』8595

吉田邦夫・西田泰民 2009「考古科学が探る火炎上器」『火焔土器の国 新潟』8799、 新潟日報事業社
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第 55図 炭素・窒素安定同位体比 (吉田・西田 (2009)に 基づいて作製)
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第 56図 炭素安定同位体と C/N比の関係 (吉田・西田 (2009)に基づいて作製 )
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第 4項 堅穴建物か ら出上 した炭化種実について

中村賢太郎・バンダリ スダルシャン・藤根久 (パ レオ・ラボ)

(1)は じめに

今市遺跡は、射水平野東端部を流れる神通川下流の旧流路左岸の河岸段丘上に立地する遺跡である。

ここでは、平安時代前期の竪穴建物のカマ ド及び埋土から出上した炭化種実の同定を行い、当時利用

された種実について検討 した。なお、試料の一部を用いて放射性炭素年代浪1定も行われている (第Ⅳ

章第 1項 )。

(2)試料と方法
試料は、S101カ マ ド、S102カ マ ドと埋土から出土した種実である。S101と S102の時期は平安時

代前期 とされている。なお、放射性炭素年代狽J定の結果、S102カ マ ド出土の炭化 したオニグルミ核

(PLD 22825)は 8世紀前半～ 9世紀後半、S102埋土出上の炭化 したモモ核 (PLD 22826)は 7世紀末

～ 9世紀後半の暦年代範囲を示 した。

試料のうち、S101カ マ ドのオニグルミ炭化核の 1/2破片 1点 とS102埋上のモモ炭化核 1点は北陸

航浪1株式会社により発掘現場で採取され、他は土壌の水洗選別により回収された。土壌の水洗は北陸

航測株式会社により行われ、水洗された土壌量は不明、回収に用いられた箭は l allll目 である。回収さ

れた浮遊物から種実を選別する作業と同定は株式会社パレオ・ラボで行われ、選別と同定は実体顕微

鏡下で行った。同定された試料は、富山市教育委員会埋蔵文化財センターに保管されている。

(3)結果
同定の結果、木本植物ではオニグル ミ炭

化核とモモ炭化核、草本植物ではタデ属炭化

果実、オナモミ炭化総芭、ヒエ炭化種子、イ

ヌビエ属炭化種子、イネ炭化種子の計 7分類

群が得られた (第 10表 )。 この他に、同定の

識別点を欠く同定不能炭化種実が見いだされ

た。

以下に、得られた炭化種実について遺構別

に記載する。

S101:カ マ ドからイネ炭化種子 1点、オニ

第 10表 出土 した炭化種実 (括弧は破片を示す )

遺構名   S101

オナモ ミ 炭化総芭

グル ミ炭化核の小片 H点、カマ ド煙道付近からオニグルミ炭化核の 1/2破片 1点が得られた。
S102:埋 土からモモ炭化核 1点、カマ ドからタデ属炭化果実 1点、オナモミ炭化総芭の破片 3点、

ヒエ炭化種子 1点、イヌビエ属炭化種子 1点、イネ炭化種子ほぼ完形 2点 と破片 4点、同定不能炭化

種実 2点が得られた。

次に、産出した分類群の記載と写真を掲載 し、同定の根拠とする。

(1)オニグルミ  」uglanS mandshurica Maxim, var. sieboldiana (Maxim。 )Makin。  炭化ん変  クルミオ斗

すべて破片であるが、完形ならば側面観は広卵形。壁は緻密で硬 く、ときどき空隙がある。表面に

縦方向の縫合線があり、浅い溝と凹凸が不規則に入る。断面は角が尖るものが多い。最大の大きさで

残存長 14.2Hlm、 残存幅 5.OHlln。

(2)モモ Amygdalus persica L.炭 化核 バラ科
上面観は両凸レンズ形、側面観は楕円形で先端が尖る。下端の着点は凹む。表面全体に不規則で深

調査区   B      追加B
グリッド  15・ H5      H3

位置・層位 カマ ド 遂累堪 カマ ド 埋土
時期

平安時代
分類群   部位          I外

いJい

オニグル ミ 炭化核     (11) (1)
モモ    炭化核                1
タデ属   炭化果実          1

(3)

1

1

イ ネ 2  (4

ヒエ   炭化種子
イヌビエ属 炭イ監種子
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い溝状の凹孔がある。片側側面には縫合線をもつ稜がある。長さ 22.9111111、 幅 17.l lIBIl、 厚さ 12.8alm。

(3)タデ属 Polygonum sp.炭 化果実 タデ科
上面観は三稜形、側面観は倒卵形。先端と下端は突出し、下端には円形の着点がある。表面は平滑

で光沢がある。長さ 1.2Hlm、 幅 0.9mm。

(4)オナモミ Xanthiun strumarium L.var.japonicum(Widder)H.Hara 炭化総芭 キク科
すべて破片である。壁は薄い。表面は粗く、約 l lILll間隔で棘がある。最大の大きさで残存長 3.4 11ull、

残存幅 2.9 11ull。

(5)イ ネ OryZa sativa L.炭化種子 イネ科
上面観は両凸レンズ形、側面観は楕円形。一端に胚が脱落した凹みがあり、縦方向の 2本の浅い溝

がある。長さ 3,711111、 幅 2.3 11ull。

(6)ヒエ Echinochloa crus― galll(L.)Beauv.var.frumentacea(Roxb.)W,Wright 炭化種子 イネ科
側面観は卵形ないし楕円形、断面は片凸レンズ形。厚みはなく、やや扁平である。胚は幅が広くう

ちわ型で、長さは全長の 2/3程度と長い。長さ 1.5■ lm、 幅 1.2Hlm。

(7)イ ヌビエ属 Echinochloa sp.炭化種子 イネ科
側面観は卵形ないし精円形、断面は片凸レンズ形であるが、厚みは薄くやや扁平である。破損して

いるため、イヌビエ属の同定に留めた。長さ 1.6mm、 残存幅 1.lmm。

(4)考察
S101カ マ ドからは、栽培植物のイネ炭化種子と食用可能なオニグルミ炭化核が得られた。イネは

調理時に偶発的に炭化して残った可能性が考えられる。オニグルミは食用のために割られた後の破片

が燃料と共に燃やされた可能性が考えられる

S102カ マ ドからは栽培植物のイネとヒエが得られており、調理時に偶発的に炭化 して残った可能

性が考えられる。カマ ドからはタデ属炭化果実とオナモミ炭化総芭も得られたが、雑草が偶発的に炭

化したと考えられる。また、埋土からはモモ炭化核が得られており、果実が食用にされた後の残洋と

思われる。

☆
韻
Ｍ

図版 1 今市遺跡出土の炭化種実

1オ ニグルミ炭化核 (S101カ マド)
4オナモミ炭化総芭 (S102カ マド)
7.イ ネ炭化種子 (SЮ lカ マ ド)

2モモ炭化核 (S102埋 土)3
5ヒ エ炭化種子 (S102カ マド)

3̈に�

lmln

一

タデ属炭化果実 (S102カ マ ド)

6イ ヌビエ属炭化種子 (S102カ マド)

輸一
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第 5項  堅穴建物か ら出上 した炭化材の樹種同定

小林克也 (パ レオ・ラボ)

(1)は じめに

今市遺跡は、射水平野東端部を流れる神通川下流の旧流路左岸の河岸段丘上に立地する遺跡である。

ここでは、竪穴建物の床面やカマ ド内より出上した炭化材の樹種同定を行つた。なお、試料の一部を

用いて放射性炭素年代沢1定も行われている (第Ⅳ章第 1項 )。

(2)試料と方法
試料は、S101の カマ ド、S1032面 の床直上とカマ ドから各 1袋の、計 3袋である。各袋内より、

大きな形状の試料を優先して各 5点抽出し、合計 15点の樹種同定を行なった。遺構の時期は、出土

遺物からいずれも平安時代前期と考えられており、放射性炭素年代沢1定の結果、S103の試料 No.6は

飛鳥時代～平安時代の年代範囲を示した (第Ⅳ章第 1頂 )。

確認できる試料については、残存半径と残存年輪数の計測を行なった。残存半径は試料に残存する

半径を直接計測し、残存年輪数は残存半径内の年輪数を計測した。

炭化材の樹種同定では、まず試料を乾燥させ、材の横断面 (木 口)、 接線断面 (板 目)、 放射断面 (柾

目)について、カミツジと手で割断面を作製し、整形して試料台にカーボンテープで固定した。その

後、イオンスパッタにて金蒸着を施し、走査型電子顕微鏡 (日 本電子 (株 )製 」SM 5900LV)にて検

鏡および写真撮影を行つた。

(3)結果
同定の結果、広葉樹のエノキ属とウツギ属、

サクラ属、ニシキギ属、キブシの 5分類群が

産出した。エノキ属が最も多く7点で、サク

ラ属とニシキギ属が各 3点、ウツギ属とキブ

シが各 1点みられた。

年輪幅の計涙1では、残存半径 1.2cm内 に 4

年輪確認できた試料 No。 10のエノキ属のよう

第 11表 今市遺跡出土炭化材の樹種同定結果

出土遺構  S101 S103

に、年輪幅の比較的広い試料が多かつたが、残存半径 0.5 cm内 に 8年輪確認できた試料 No.6の ニシ

キギ属のように、年輪幅の狭い試料もみられた。同定結果を第 11表に、一覧を第 12表に示す。

次に同定された材の特徴を記載し、図版に走査型電子顕微鏡写真を示す。

(1)エ ノキ属 Celtis ニレ科 図版 1 la lc(No.3)、 2a(No.5)

年輪のはじめに大型の道管が数列並び、晩材部では公々に径を減じた道管が多数複合して斜線状に

配列する環孔材である。軸方向柔組織は周囲状となる。道管は単穿孔を有し、小道管の内壁にはらせ

ん肥厚がみられる。放射組織は上下端 1～ 3列が方形となる異性で、1～ 5列 となる。放射組織には

輪細胞がみられる。

エノキ属にはエノキやシダレエノキなどがあり、代表的なエノキは本州から九州にかけての温帯か

ら暖帯に分布する落葉高木の広葉樹である。材はやや硬いが、現在ではまとまって生育することはな

く、薪炭材などに利用される程度である。

(2)ウ ツギ属 Deutzia アジサイ科 図版 1 3a3c(No。 11)

小型の道管がほぼ単独で、やや密に散在する散孔材である。道管は 40段以上の階段穿孔を有し、

内壁にはらせん肥厚がみられる。放射組織は上下端 1～ 3列が直立する異性で、幅 1～ 4列 となる。
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エノキ属

ウツギ属
サクラ属
ニシキギ属
キブシ

15

ワ
ー
　
ー

一
　
Ｒ

）

つ
じ

1

０
る
　
・１
■
　
１
■
　
１
■

１

２

１

一
５

４

　

　

１

76



自然科学分析

また、放射組織は輪細胞を有する。

ウツギ属にはウツギ、マルバウツギなどがあり、日当たりの良い小川付近などに分布する落葉低木

である。代表的なウツギの材は重硬で、切削加工は中庸である。

(3)サ クラ属 (広義)Prunus s.1。  バラ科 図版 1 4a4c(No.7)

小型の道管が単独ないし2～ 4個不定方向に複合した道管が、やや密に散在する散孔材である。道

管は単穿孔を有し、内壁には明瞭ならせん肥厚がみられる。放射組織は上下端 1列が直立する異性で、

幅 1～ 4列 となる。

広義のサクラ属には、モモ属、スモモ属、アンズ属、サクラ属、タフミズザクラ属、バクチノキ属

がある。樹種同定ではモモ属、バクチノキ属以外は他のサクラ属と識別できないため、モモ属とバク

チノキ属を除くサクラ属を指す意味で、広義のサクラ属とした。

(4)ニ シキギ属 Euonymus ニシキギ科 図版 1 5a5c(No.6)

小型の道管がほぼ単独でやや密に散在する散孔材である。道管は単穿孔を有し、内壁にはらせん肥

厚がみられる。放射組織は上下端 1列が直立する異性で、単列となる。

ニシキギ属にはニシキギやマユミなどがあり、代表的なマユミは、北海道から九州までの山地にみ

られる落葉高木または小高木の広葉樹である。材は強靭で靭性がある。

(5)キ ブシ Stachyurus praecox Siebold et Zucc。  シキミ科 図版 1 6a6c(No.9)

小型の道管がほぼ単独でやや密に散在する散孔材である。道管は 20～ 40段程度の階段穿孔を有す

る。放射組織は上下端 1～ 3列が直立する異性で、幅 1～ 3列 となる。

キブシは北海道、本州、九州、四国の温帯から暖帯の山野に普通にみられる、落葉小高木または低

木の広葉樹である。材はやや硬いが、樹が小さいため材利用は顕著ではなく、薪炭材として利用される。

(4)考察
S101のカマ ドからは、エノキ属が4点 とサクラ属が1点産出し、S103の カマ ドからはエノキ属が2点、

ウツギ属とサクラ属、ニシキギ属が各 1点産出した。試料はいずれも燃料材であったと考えられる。

エノキ属とウンギ属、サクラ属は、現代でも薪炭材として利用される樹種である (平井、1996)。

また、S1032面 の床直上からはニシキギ属が 2点、エノキ属とサクラ属、キブシが各 1点産出した。

試料は S103の カマ ドで利用されていた炭化材であると考えられており、これらの試料も燃料材であっ

たと考えられる。2面床直上の試料では 5点のうち 4点の試料について直径が確認できており、いず

れも直径 3.Ocm以 内の小径木であつた。

富山市の北押川 C遺跡と池多東遺跡の 7世紀～ 9世紀代の製鉄に関連すると考えられる焼壁土坑や

廃棄土坑、炭窯で出土した薪炭材では、クリが最も多く、次いでサクラ属が多く産出している (小林、

2009)。 今市遺跡のカマ ドの燃料材と樹種構成が大きく異なるのは、製鉄用と住居内用の薪炭材にお

ける材の選択性の違いによる可能性がある。また今市遺跡の住居跡出土燃料材では小径木がみられる

ため、遺跡周辺に生育していた樹種を利用していた可能性がある。

参考文献

平井信二 1996『 木の大百科一解説編―』642p、 朝倉書房

小林克也 2009「 出土炭化材の樹種同定」『富山市北押川 B遺跡・北押川 C遺跡・池多東遺跡発掘調査報告書』6568、 富山市教育委員会埋

蔵文化財調査センター
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図版 1 今市遺跡出土炭化材の走査型電子顕微鏡写盲

1卜loエ ノキ属 (No 3)、 2a.エ ノキ属 (No。 5)、 3a-3c.ウ ッギ属 (No.11)、 4a-4c.サ クラ属 (No 7)、
5a-5c.ニ シキギ属 (No.6)、 6a-6cキブシ (No.9)
a:横断面、b:接線断面、c:放射断面

第 12表 今市遺跡出土炭化材の樹種同定結果一覧
試料No 開査 区 当土選構 目位 樹種 雅鰤

■代測定番号

区

”
カマ ド

サ クラ属

エノキ属

エノキ属

エノキ属

エ ノキ属

区

５
,面 床直上

ニシキギ属

サクラ属

ニシキギ属

キプシ

エノキ属

区

４
カマ ド

ウツギ属

エノキ属

エノキ属

ニシキギ属

サクラ属
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第 4節 今市遺跡出土須恵器の蛍光 X線分析
胎上分析研究会 三辻利一

(1)は じめに
土器遺物の産地問題の研究に、分析値の表現法として」Glに よる標準化値を使用する理由がある。
この研究には大量の上器試料の分析データが必要である。このような研究には、検量線法で分析値を

求め、%や ppm表示するよりも、同じ日に測定した岩石標準試料の分析値を使用し、標準試料による

標準化法を採用することの方がはるかに便利である。」G-1は 日本の地質調査所が調整 した試料であ

り、全国各地の関連する大学の研究室や研究室に配布されており、その分析値は広く公表されている。

したがって、JG lに よる標準化値は岩石試料や土器試料の分析値として、普遍的な分析値の表示法

であると考えられる。

第 57図 には、日本列島の地質の基盤を構成する花商岩類の分布図を示した。全国各地の露頭で採

取された花聞岩類の岩片試料は K Ca分布図上で逆相関の関係をもつて分布することが実証されてい

る。このことは岩石学の理論でも説明できる。この結果、「花聞岩類のベル ト帯」が描かれた。また、

主成分元素 Kと 微量元素 Rbの間に正の相関性があること、同様に、Caと Srの 間にも正の相関性が

あることも実証された。その結果、Rb―Sr分布図上でも、「花南岩類のベル ト帯」が形成されること

も実証されている。

」Glは群馬県産の花聞岩類である。JG lを標準試料として使用すると、JG lは丁度、「花蘭岩類
のベル ト帯」の中央に位置しており、全国各地の花南岩類の化学特性を比較しやすい位置に分布する。

さらに、全国各地の窯跡群出土須恵器試料は」Glによる標準化値が 1以下の 「土器領域」に分布 し
た。これは岩石が風化して生成した粘上の特徴である。全国各地の窯跡群出土須恵器の化学特性を比

較上にも、」Glの分析値を 1と する標準化法を使用すると、窯跡群出土須恵器の分析値は 1～ 0の

間に分布 し、地域差も比較しやすい。何よりも、大量の岩石試料や土器試料の分析データを処理する

上に非常に簡便である。逆に、JG-1の Kの含有量は K20と して約 4%であり、Caの含有量は約 2%で

ある。 したがって、縦軸が 4%、 横軸が 2%の狭い土器領域に分布する各試料の Kや Caの分析値も小

さい。小さい値で地域差を比較するよりも、」Glに よる標準化値で地域差を比較することの方がは
るかに便利である。これらの理由から、研究の当初から、」Glによる標準化法が活用されることになつ

た。この結果、全国各地の花蘭岩類や窯跡群出土須恵器の地域差に関する研究は大きく前進すること

となった。

花南岩類は花聞岩と花蘭閃緑岩からなる。花商岩は「花聞岩類のベル ト帯」の左側に偏つて分布

し、花蘭閃緑岩は右側に偏つて分布する。その

中間に分布する花聞岩類もある。須恵器窯跡群

の後背地を構成する岩石は花聞岩類である場合   2
が多い。花蘭岩類は酸性岩であり、Si02(シ リカ) K
に富む。花蘭岩類に由来する粘上にもシリカが (R?
多い。シリカに富む粘土は硬い「やきもの」の

素材 として適 していると言われる。花開岩を後

背地に持つ窯跡群から出土する須恵器は 「土器   o
領域」の第 2象限から第 3象限にかけて分布す

るものが多いのに対して、花蘭閃緑岩を後背地

79
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に持つ窯跡群から出土する須恵器は第 4象限から第 3象限にかけて分布するものが多い。第 1象限に

分布する窯跡群出土須恵器は少ない。このようにして、窯跡群出土須恵器は窯跡群の後背地を構成す

る岩石の化学特性を反映しており、地理的情報をもつているのである。

富山県内の須恵器窯跡群の後背地を構成する岩石は花南岩である。 したがって、富山県内の窯跡群

出土須恵器の多くは第 2象限から第 3象限にかけて分布する。県西部の小矢都市、射水市 (旧小杉町)

や富山市周辺には幾つもの須恵器窯跡群がある。これらの窯跡群から出土する須恵器は両分布図上で

近接して分布する場合が多いので、消費地遺跡出土須恵器の生産地を求めるためには、まず、消費地

遺跡出土須恵器試料の分析値を両分布図上にプロットし、地元の窯跡群試料の分布範囲に対応させて、

定性的に生産地を探つている現状である。今回分析対象となった、今市遺跡出土須恵器も、地元、富

山市内の窯跡群の須恵器の分布領域に対応させて、生産地を探つてみた。

(2)分析結果
第 13表には、実沢1対象となった須恵器の分析データを、また、第 14表には、実測対象外の須恵器

の分析データをまとめた。

第 58図には、富山市内の 9世紀代の須恵器窯である。明神Ⅲ号窯、室住池V号窯から出土した須

恵器の両分布図を示 した。これらを包含するようにして、富山領域を比較対照の領域として描いてい

る。また、参考のために、県東部の 9世紀代の須恵器窯である滑川市の万年谷池窯の須恵器が分布す
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る領域も描いている。

第 59図には、富山市内の 8世紀代の須恵器窯である法尻窯、金草 3号窯、西金屋窯、古沢窯から

出上した須恵器の分布領域を示 している。これらの試料を包含するようにして、婦負群領域を描いて

いる。また、参考試料として、県東部の中山王窯の須恵器の分布領域も描いている。これらのデータ

から、県西部と県東部の製品の識別が元素分析でできる可能性があることが分かる。

第 60図には、今市遺跡出土須恵器のうち、実測遺物の分析データを示 している。比較対照の領域

として、9世紀代の富山領域と県東部の万年谷池領域が描かれている。多くの試料は富山領域に分布
しており、地元産の須恵器であることを示している。富山領域をずれる試料は No.3、 4、 21、 30の 4

点である。これらの試料も 8世紀代の婦負群領域に分布 しており、地元産の須恵器である可能性が高
い。ただ、No.3の 試料は両分布図で万年谷池領域に分布 してお り、県東部地域から搬入 された須恵

器である可能性が高い。

第 61図には、実測対象外の須恵器の両分布図を示 している。この分布図でも、殆どの試料は富山

領域に分布 し、地元産の須恵器であることを示 している。ただ、第 60図 に比べて、富山領域をずれ

て分布する試料が多い。

ここで、地元領域をずれて分布 した試料を抜出し、別に両分布図を作成 してみた。第 62図には、

実測した須恵器のうち、富山領域をずれた No。 3、 4、 21、 30の 4点の試料の両分布図を示 している。

1.0

K

0.5

0

1.0

Rb

O.5

１

■

１

■0

1.0

K

0.5

0

1.0

Rb

O.5

0

第 61図

Ca

Sr
第 60図  今市遺跡出土須恵器 (実測遺物 )

の両分布図

0
0.5

今市遺跡出上須恵器
の両分布図

Ca

1.0
Sr

(実測対象外遺物

１
上0.

81



自然科学分析

この図には、婦負群領域を描いている。そうすると、No.30は両分布図で婦負群領域に対応 しており、

地元産の須恵器である可能性が高いことを示 している。No。 4、 21の 2点の試料は婦負群領域 と万年

谷池領域は重なる領域に分布 しており、地元産の須恵器なのか、万年谷池窯の須恵器なのかの判断は

難しい。 しかし、No.3の試料は婦負群領域には対応 しない。地元産の須恵器ではないと推定された。

第 62図 に示すように、両分布図で、万年谷池領域に対応 してお り、県東部から搬入された須恵器

である可能性が高い。第 62図 には、佐渡の小泊窯群の領域も示 しているが、No.3は K Ca分布図で

小泊領域には対応 しない。河ヽ泊窯群からの搬入品ではない。

第 63図 には、実測対象外の須恵器の中で、富山領域をずれた須恵器の両分布図を示 している。こ

の図には婦負群領域、中山王領域と小泊領域が比較対照の領域として描いている。K Ca分布図では

多くの試料は婦兵群領域に対応するが、Rb Sr分布図では、婦負群領域に対応するのは、No.16、 25、

37の 3点だけである。これら 3点の試料は地元産の須恵器である可能性が高い。これに対 して、多

くの試料は Rb―Sr分布図で婦負群領域には対応 しない。外部地域からの搬入品であると推定される。

この中で、両分布図で小泊領域に対応する No.66は佐渡 。小泊産の須恵器である可能性が高い。土器

形式でも再検討することが必要である。Rb Sr分布図で No.66の試料の近くに分布する No。 9、 53、 57

も外部地域からの搬入品である可能性が高いが、目下のところ、その産地の見当はついていない。そ

の他の試料は両分布図での分布位置からみて、県東部の製品である可能性が考えられる。

律令体制下では、地元で生産された須恵器が多いのは当然であるが、外部地域から搬入された須恵

器があることも、確かである。元素分析による産地推定の結果は土器形式でも再検討することが必要

であり、その結果を踏まえて、再度、胎土分析のデータについても再検討することが必要である。こ

のような作業を繰 り返しながら、律令体制下の越中国内の須恵器の生産と供給の関係を追跡 していく

ことが今後の研究課題である。
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第 13表 須恵器 (実測遺物)分析データ
試 料 給
酪

器種 Fe

嚢

奪

萎 0199 0509 025,

審 0682 0496 0

5 杯 B轟 0534 0641 0175

6 杯 B身 0506 0546 0330

7 奪

杯 A 0539 0295 0

9 杯B垂 0555 0687 0082

杯B身 0615 0093 0646

華 0184

杯 A 0514 0126 0519 0359 0165

杯B蓋 242 0110

51 杯B蓋 0523 0136

杯 B善 0572 0326 0129

瓶類カ 0654 0133 160 0204

甕 0530 0149 194 0660 0196

杯Aor杯8 0514

警 0342 0171

杯ヵ 0492 0010 0274 0089

甕 O S61 0152 0618 0532 0236

杯 A
杯 A 0071 0584 0278 0055

杯 B蓋 0529 0132 0527 0161

杯 B蓋 0507 0111 0603

率 0336 0125

杯 A 0506 0114 0521 0118

11 杯 A 0513 0103 0632 0324

杯 A 0493 0109

奉 0588 0445 0272

杯 B蓋 0551 0115 0629

甕 0507 0105 0612 0356

杯G蒜 0534 0068

杯 B奉 0557 0149

甕 0521 0110 0135

杯B身 0553 0156 0599 0389 O n43

杯B蓄

林 B善 0127 0636 0389

杯 B蓋 05,1 0121 222 0566 0376 0159

萎 0492 0170

杯 B身 0318 0139

杯 A 0468 0058 0531 0225 0077

杯 H身 0137 0585 0313 0190

馨 0547 0129

攀 0673 0416 0201

0086

第 14表 須恵器 (実測対象外遺物)分析データ
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第V章

第 1節 遺跡の様相

本調査では、大きく3時期の発掘調査成果を得ることができた。ここでは調査成果について、I期 :

平安時代、Ⅱ期 :江戸時代から昭和 16年、Ⅲ期 :昭和 17年以降についてまとめることとする。なお、

Ⅱ期は、さらに江戸時代 (Ⅱ a期 )と 明治時代から昭和 16年 (Ⅱ b期 )に細分している。

第 1項  I tt i平安時代前期

(1)遺構
主要遺構は、竪穴建物 3棟 。掘立柱建物 4棟 。道路状遺構 1条 (溝 4条 )・ 溝 3条で、その他柱穴

が多数検出された (第 4。 6・ 64図 )。 本調査では集落の一端を検出したにすぎず、集落の中心は南西方

向に広がっていると推察される。それは第 64図をみれば明らかで、竪穴建物・掘立柱建物等の柱穴

の集中しているところから北東方向には遺構が極端に希薄になっている。このことから、本調査で検

出した集落は現在の校舎から運動場・プール付近に広がっていると推察される。また、本調査地から

南方向に寺島館跡 (富山市荻委 2011)の調査を行つた際に、平安時代の竪穴建物を 1棟検出している。

寺島館跡より南方向には呉羽丘陵上ないし麓に古代の遺跡が多数分布 しているのに対して、現在の国

道 8号線より海側には古代の遺跡の分布が希薄になっている (第 65図 )。 本遺跡では集落の他に道路

状遺構を 1条検出した。道路状遺構は南北方向に本集落の東側を走っている。これを南北に延長する

総括

◇̈

凡 例
平安時代前期

江戸時代後期

明治時代以降

平安時代の道路

区画溝の推定線

◆

◆

第 64図  時期別遺構配置図、平安時代の区画溝・道路状遺構推定図

一
罐
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と、南では呉羽丘陵へ延び、北で

は海岸へ延びてい く。北には打出

遺跡 (富 山市教委 2004)が あ り、

ここでは北西一南東方向に走る道

路状遺構が検 出されている。打出

遺跡 と本調査での道路状遺構の延

長をた どると河岸段丘の先端付近

で合流す ることが想定 され る (第

65図 )。

また、本調査では、道路状遺構

の側溝以外 に、区画溝 SD19・ 22・ 23

を検出 した (第 64図 )。 第 64図は

平安時代前期 。江戸時代後期 。明

治時代以降を時期別に色分け (濃

淡)し、道路状遺構 。区画溝の推
定線 を示 した。SD19は北西 ―南東

方向、SD22。 23は北東 ―南西方向に走る。これ らの溝が直線的な溝と仮定すると、第 64図に示 した

とお り、方形状の区画と推淑Jされる。

(2)遺物
①概要

出土遺物は、須恵器と土師器で、須恵器は杯 A・ 杯 B蓋・杯 B身・瓶類・甕、土師器は椀・奏・鍋
である。竪穴建物ではカマ ド内及びその周辺から甕が多数に出土しているが、須恵器や土師器の椀は

少数である。土師器椀は国縁部及び底部の破片で、底部糸切 りの平底椀と高台椀があり、内面及び外

面に赤彩を施すものもある。ここでは、本調査で出土した遺物について主要な遺物を中心としてまと

めていく。

②土器の分類と変遷

第 66図 では、本調査で出土した平安時代の土器について分類とその変遷について示 したものであ

る。対象とした土器は、須恵器杯A・ 杯 B蓋・杯 B身、土師器椀・甕・鍋である。なお、須恵器甕・

瓶類は参考として掲載している。

須恵器杯 Aは、3種類に分かれる。杯A lは、器高が高く、体部がひらかないタイプである。杯
A2aは 、器高が低く、体部がひらき、口縁部が外反 しないタイプである。杯A2bは 、器高が低く、
体部がひらき、口縁部が外反するタイプである。ttA l(1段階 )→杯A2(2段 階)へ変化 し、杯
A2の 口縁部の外反の有無は併存する。
須恵器杯 B蓋は、4種類に分かれる。tt B蓋 laは、口縁部の下方屈曲が大きいタイプである。杯
B蓋 lbは、国縁部の屈曲がやや小さくなるタイプである。杯 B蓋 2は、口縁部の屈曲が内側に折
れ曲が り、端部が丸くなるタイプである。tt B蓋 3は、天丼部にヘラケズリを施すタイプである。

杯 B蓋 la→ lb(1段階)→ 2(2段階)へ と変化 し、杯 B蓋 3は 1と 併存すると考えている。
土師器甕は、技法 (ナデ成形・カキメ調整・タタキ成形)に着目し、14種類に分かれる。甕 Aは、
口縁部が上方に屈曲し、すデ成形で、外面の胴部下半にヘラケズジを施すタイプである。 口縁部の形

態によって細分する。A日ま端部と屈曲部外面が丸くなるタイプである。A2は端部と屈曲部外面が

第 65図 近世北陸街道と古代道路の推定図
(国土地理院 1/50000地形図を使用)
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稜をもつタイプである。A3は端部が稜をもち、屈曲部外面が丸くなるタイプである。A4は端部が

とがり、屈曲部外面が稜をもつタイプである。甕 A4(1段 階)→甕 Al～ 3(2段階)へ と変化する。
甕 Bは胴部にカキメを施すタイプである。日縁部の形態 。調整によって細分する。Blは、口縁端

部が方形を呈するタイプである。B2は、口縁部が上方に屈曲し、外面に面をもつ。胴部外面には頸

部直下から底部にかけてヘラケズジを施し、内面の胴部上半にカキメ、胴部下半に斜め板ナデを施す

タイプである。B3は、口縁部が上方に屈曲し、端部は内傾する。外面の胴部下半にヘラケズジを施し、
内面の胴部上半にカキメ後、胴部上半の中央部から底部にかけて多方向板ナデを施すタイプである。

B5は、口縁部が上方に屈曲し、丸くおさめるタイプである。胴部下半を欠損しているので、ヘラケ
ズリの有無は不明である。卜6は、国縁部が上方にわずかに屈曲し、端部の形態は三角形を呈するタ

イプである。胴部下半を欠損しているので、ヘラケズジの有無は不明である。B7は、日縁部の形態
が S宇状を呈するタイプである。B8は、日縁部が内側に折れ由がり、内面に着くことにより、端都
が丸くなるタイプである。B9は、B8と 同様の形態で、口縁部外面に 1条の沈線を施すタイプである。

甕 Bl(1段階)→養 B2～ 6(2段階)→甕 B7～ 9(3段階)へ と変化する。
甕 Cは、夕タキを施すタイプである。 (3段階)

土師器鍋は 1種類で、カキメを施すタイプである。 (3段階)

土師器椀は 4種類に分かれる。椀 Aは糸切 り。平底タイプで、形態と赤彩の有無によってさらに細

分できる。Alは、体部が直線的に立ち上がるタイプである。A2は、Alと 同様で、赤彩を施すタ

イプである。A3は、体部が湾曲して立ち上がるタイプである。tt Bは、輪高台をもつタイプで、本

調査では赤彩を施すタイプのみ確認できる。 (3段階)

本調査で出上した土器の分類を試みたが、次に、変遷についてみていく。分類の段階においてある

程度の変遷を考慮に入れている。この分類をもとに変遷を試みたものが第 66図である。第 66図では

大きく3段階に分けた。

1段階は 8世紀後葉～ 9世紀前葉と推定する。8世紀からの器形を継承する。須恵器杯 B蓋の口縁

端部の下方屈曲が明瞭で、杯Aの形態はまだ箱形を保つ。土師器奏では Blと A4をあげられる。遺

構では、SDlloSX07が本段階と考えられる。

2段階は 9世紀前葉～中葉と推定する。須恵器杯 B蓋の口縁端部は形骸化し、下方の屈曲はわずか

である。杯Aの体部はひらき、器高は低くなり、器形は皿に近づく。本段階から遺構数が増加し、そ

れに伴い、土師器の数量も増加する。ただし、遺構の存続期間と遺物の型式は必ずしも一致せず、前

葉～中葉と幅をもたせている。竪穴建物等の時期は中葉以降と推測される。S102・ 031面は本段階と

考えられる。

3段階は 9世紀中葉～ 10世紀前葉と推定する。須恵器は 9世紀後葉以降なくなり、代わりに、土

師器の椀等の器種が増加する。土師器は、日縁部が丸くなり、外面に沈線を施すものがみられる。ま

た、カキメの Bタ イプに加えて、夕タキの Cタ イプがみられる。遺構では、S101・ 032面 と掘立柱建

物が該当し、S101・ 032面が 9世紀中葉～後葉、掘立柱建物が 9世紀後葉～ 10世紀前葉と考えられる。

以上、土器の分類と変遷についてみてきたが、段階の推定年代についての根拠は、第Ⅳ章の竪穴建

物カマ ドの磁気分析と放射性炭素年代沢1定の結果を参考にした。なお、分析結果では、8世紀後半～

9世紀後半といった概ね同様の分析結果が得られた。放射性炭素年代測定では下限が 889年 と出てお

り、竪穴建物に関しては 10世紀には下らないと推定される。この年代と土器の型式を考慮に入れる

と以上のような変遷となつた。
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第 2項  Ⅱ期 :江戸時代か ら八幡国民学校建設以前
(1)Ⅱ a期 :江戸時代

主要遺構は、区画溝 4条 。溝 1条・柱穴等が検出されている。本時期は調査地の北辺を東西に通る

北陸街道との関係が注目される (第 65図 )。 しかし、17世紀から 18世紀の遺物がなく、19世紀前後
が中心である。遺物から考えると、本調査地には 17世紀から 18世紀の間に何もなく、18世紀後半

以降に区画を有する屋敷がつくられたと推察される。そこで、『富山県の地塔』 (平凡社 1994)を 参

考に、人幡村の歴史をまとめると以下のとおりとなる。「人幡村は寛永期 (1624～ 44年 )に牛ヶ首

用水の開肖」によつて開発が進んだ。寛永十六年以降富山藩領となる。文久元 (1861)年、加賀藩 。大

聖寺藩の参勤交代の際には、人幡村の肝煎笹衛門宅が加賀藩主の休虐、所及び歓送迎する富山藩役人の

詰所となった。」これらの記事と本調査の成果を照らし合わせると、17世紀に牛ヶ首用水の開削によつ

て人幡村の開発が進んだとあるが、本調査では 17世紀の遺物が出上しておらず、17～ 18世紀には、

人が生活していなかつたと推沢1さ れる。次にみえる 19世紀中葉の記事は、本調査において出上した

遺構・遺物と時期が一致する。遺物の時期は 18世紀後葉以降であり、19世紀中葉より古くから人が

生活していたものと推測される。

第 67図 は明治年間の地割図である。第 67図 は、地害1図に本調査区を合成した図で、キャプション

の楷書体 (例、宅地・固)は元々地割図に記載されていたもの、ゴシック体は新規につけたものとなっ

ている。この図をみる≧、本調査区は大きな敷地の宅地の中にほぼ入つていることが分かる。宅地の

北辺を通つているのが北陸街道である。北陸街道の北側には宅地が多くみられ、現在の小学校の敷地

内は水田が広がっていたようである。宅地の中でも、本調査区にある宅地は他の 3～ 5倍以上の敷地

があり、一般の宅地とは考えにくく、特殊な施設か庄屋のような屋敷を想像させる。ここで、先述し
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第 67図 明治時代の地割図 (縮尺は約 1/1000)
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た肝煎甚衛門宅が有力となり、参勤交代の際に加賀藩主の休息、富山藩役人の詰所であつたと推察さ

れる。

本調査では、区画溝と考えられる溝が 2条 1組で 2箇所検出され、第 67図に示した。この溝は敷

地より内側にあり、敷地を区画する溝ではなく、位置的には母屋を区画する溝とも考えられる。その

ように仮定すると、小学校の体育館そのものが母屋の位置と一致することになる。本調査では区画溝

の外において根石をもつ柱穴が検出されているが、母屋以外の納屋の可能性も考えられる。また、大

きな宅地の西辺に小さな区画の宅地が 5箇所みられるが、何らかの施設であつたのだろうか。

出土遺物は、越中瀬戸の碗 。皿・鉢、肥前の陶磁器等である。

(2)Ⅱ b期 :明治時代から八幡国民学校建設以前

本時期は、明治時代から国民学校が建設される昭和 17(1942)年までである。国民学校が本調査地

に建設される以前は人幡村集落の一部で、本調査地の北側をほぼ東西方向に走る道路が北陸街道で

あったことから、北陸街道沿いの町並みがあつたと推察される。

明治 22(1889)年 に人町 。人幡 。今市・利波新村が合併 し、人幡村が誕生している。また、昭和

16(1941)年に人幡村 。草島村・百塚村が合併し、人幡村は大きくなつている。この合併を期に、人

幡の呼称が変わつており、合併前は「やはた」、合併後に「はちまん」となった。呼称は人幡神社に

ちなんでいる (富山市 1987)。

本時期には、国民学校のコンクリー ト基礎・体育館跡に切られているものと出土遺物から、本時期

に相当すると判断し、撹乱としたものは概ね本時期になると考えている。

第Ⅳ章において、洪水堆積の分析を行い、本時期

に神通川の氾濫がみられることから、洪水によつて、

本調査地は水田または荒地になったことが考えられ

る。

出土遺物は、肥前・瀬戸の陶磁器、九谷の 「呉羽」

銘湯呑碗等である。

第 3項 Ⅲ期 :八幡国民学校建設以降
(1)概要
本時期は、人幡国民学校が昭和 17年に本調査地に

移設されてからの時期で、人幡国民学校の校舎の基

礎が 6列検出された。基礎は栗石とコンクジー トで

構成されている。遺構 として取 り扱ったのはコンク

リー ト基礎のみで、その他のゴミ穴等は撹乱とした。

出土遺物は、統制陶磁器・ガラス瓶・陶磁器碗・

火鉢・七輪・瓦・硯等である。

(2)八幡国民学校 とその歴史
本節では、本調査地が人幡小学校の校内とい うこ

ともあり、小学校の歴史とともに、この地での変遷

についてみていきたい。変遷については、第 15表に

まとめている。変遷を大きく分けると、①学校以前

の時期、②国民学校期、③小学校期の 3期 に分ける

報
⑮

プ

と

昭和20～30年頃 昭和40～45年頃

昭和 51年頃 平成9年

第 68図 八幡国民学校の基礎配置図 (S=1/1000)
と校舎配置の変遷 (S=1/4000)
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ことができる。学校以前の時

期は、前項のⅡb期 に相当す

ることから、ここでは省略す

る。なお、第 68図 は国土地理

院の地図を参考に、本調査で

検出されたコンクリー ト基礎

を基にして、人幡国民学校 と

人幡小学校の校舎の変遷を示

したものである。

①学校以前の時期

②国民学校の時期

本時期は、国民学校が建設

される昭和 17年から小学校 と

なる昭和 29(1954)年 までで

ある。人幡国民学校は昭和 17

年に人町から人幡村に移設 さ

れた。同年から校舎等が建設

され、昭和 19(1944)年 までに

完成 した。昭和 19年には人幡

・草島・百塚の国民学校が統合

され、人幡村立人幡国民学校

となった。

第 15表 八幡国民学校と八幡小学校の年表

本調査では、第 68図のよう

に、国民学校の校舎であるコンクリー ト基礎が 6列検出されている。旧体育館に切 られ、その他のも

のを切つている。

③小学校の時期

本時期は、小学校となる昭和 29年以降である。昭和 29年は和合町立人幡小学校であつたが、和合

町が昭和 35(1960)年 に富山市に編入され、富山市立人幡小学校となつた。その後、昭和 47(1972)年

から現在の新校舎が建設を開始され、昭和 51(1976)年 に体育館が完成し、昭和 57(1982)年 までに

現在の形となった。

本調査では、昭和 51年に建設された体育館の基礎掘方の跡を検出し、全ての遺構を切つている。

新校舎では、これまでの校舎と軸が異なり、やや西側に振つている。

第 2節 平安時代前期の特徴

(1)竪穴建物と掘立柱建物
本調査では、竪穴建物 3棟と掘立柱建物 4棟を検出した。竪穴建物と掘立柱建物が同じ場所で重複

していることから、竪穴建物と掘立柱建物の関係について考えていく (第 6図 )。

まず、建物の軸は、S101・ SB04と S102・ 03・ S101～ 03の 2つに分かれ る。 しか し、S101と SB04は

近接 してお り、また、S101の カマ ドの方向に SB04が建てられていることから、同時併存は考えにくい。

時期 八幡小学校の歴史

学

校

以

前

安政～文久年間 嵯峨定肩 (人幡村人幡宮の神職)が人幡村に寺子屋を開く

安政～文久年間 篠川源吾が人町村に寺子屋を開 く

明治7年 (1874) 際川源吾宅を学校とした。

明治7年 (1874) 代町村の小学校は惟新小学校と改称。

明治8年 (1875) 一部を分離して布 目村館獅玄宅に致精小学校を設置。

明治8年 致精小学校は吉川和平宅に移転。

明治 10年 致精小学校は校舎を新築。

明治 20年 七新・致精両小学校は廃校 となり、新たに研成 。人町両小学校が併置。

明治 20年 研成小学校を尋常科 (吉川和平宅)、 人町小学校を簡易科 (篠川源二郎宅)

明治20年 研成 。人町両小学校の校舎は人町村字籠 目5265番 地に建設 (尋常科 )

明治21年 研成 。人町両小学校は廃上 し、両校を併せて人町小学校と改称 し、簡易科とする。

明治22年 人町・人幡・今市・利波新村が合併 し、人幡村が誕生。

明治25年 人町小学校は人幡尋常小学校に改称。

大正 14年 人幡尋常高等小学校に改称。

昭和 6年 人幡国民学校に改称。

昭和 16年 人幡村・草島村・百塚村が合併 し、人幡村が誕生。

国

民

学

校

昭和 17年 人幡国民学校が人町から人幡村人幡に移設。

年 平屋建校舎 (157坪)、 雨天体操場 (160坪)を建設。

昭和18年 (1943) 2階建校舎 (200坪)、 付属建物 (87坪)を建設。

9年 平屋建校舎 (74坪 )、 付属建物 (585坪)を建設 .

昭和19年 (1944) 人幡・草島・百塚の国民学校が統合され、人幡村立人幡国民学校 となる。

昭不口29年 婦負郡四方町 。人幡村・倉垣村が合併し、和合町が誕生。

小

学

校

昭和29年 和合町立人幡小学校に改称。

昭和 35年 和合町・富南村が富山市に編入。

昭和 35年 富山市立八幡小学校に改称。

昭和47年 新校舎第1期・第2期工事完了。普通教室・保健室・更衣室・玄関 会議質等。

昭和49年 974) 第3期工事完了。給食室・和室・教具室完成。グラウン ドの整備。

昭和51年 976) 第4期工事完了。体育館完成。

昭和 57年 第5期工事完了。普通教室・理科室・図工室・視聴覚室・音楽室・資料室完成。

平成 8年 耐震補強大規模改造工事。前館東側校舎完成。

平成9年 前館西側校舎完成。

平成 24年 体育館改築工事。
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S102・ 03と SB01～ 03で は、SB02が S102を切 り、SB03は S102と 重複関係にはないが、SBo3が S102を覆っ

ている。竪穴建物を掘立柱建物が覆 うような 2重構造の建物が存在するのか不明であるが、ここでは、

その可能性 を指摘す るにとどめる。次に、新旧関係 は、竪穴建物が S102,031面→ S101'032面で、

掘立柱建物が SB01→ sBo2→ SB03と な り、SB04は どこに入るのか不明である。掘立柱建物はすべて

竪穴建物より新 しくなる。

以上、軸 と新 旧関係では、軸が同じであるか らといって同 じ時期 とは必ず しも言えず、S101,032

面は軸が異なっているものの、時期はほぼ同じである。竪穴建物 と掘立柱建物の併存は建物の配置、

重複関係か ら考えにくい。よって、本報告では、竪穴建物→掘立柱建物 とい う変遷を考えたい。

(2)堅穴建物の構造
本調査では 3棟の竪穴建物を検出している。ここでは調査とその後の整理の中で気付いたことにつ

いてまとめていき、3棟の中で、最も良い状態で検出できた S102を モデルとして、本調査で検出し

た竪穴建物の構造についてみていく (第 69図 )。

第 69図 は、調査した結果に基づいて、竪穴建物の建築順序を示した図である。以下に建築順を記す。

A 竪穴を掘削する。 (S101では西側に段状施設を残す。)
B 床を貼る。 (S101・ 032面は地山を床とする。)
C 周壁溝を掘削し、周壁溝内に壁の骨組みとなる構築材を設置する。周壁溝は布掘構造で、周壁
清内の小ピットは屋根の重みで構築材が沈み込んだ痕跡と推測される。検出時では地山とほとん

A 堅穴掘削

D 壁・カマ ドを構築
0                                                   6m
l            (● 3ω

B 床を貼る

一　

　

鶏

Ｂ

紗

―

C 壁の基礎掘削

第 69図 壁立建物の基礎構造
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ど変わらないことはこのためと考えられる。

D 壁 と屋根を付ける。同時に壁 にカマ ドを構築する。土壁か板壁かは不明である。 (S101・ 03で

はカマ ドの両側に棚状施設を付設する。)

以上で、竪穴建物は完成する。本調査で検出 した竪穴建物 3棟には主柱穴が建物内に確認 されてい

ない。 よって、竪穴建物 3棟は壁で屋根を支える壁立建物 と推察 される。床を掘 り窪めているので、

竪穴建物の範疇に入るが、縄文時代以来の竪穴建物 とは建物の構造において大きく異なる。縄文時代

以来の堅穴建物は主柱穴で屋根を支え、建物の壁は存在せず、屋根が地上まで達 してお り、屋根 自体

と掘削 した部分が壁 となる。 これに対 して、壁立建物は壁沿いに布掘状の壁構築材の基礎を造 り、こ

の壁で屋根を支える構造である。 このことから、このような建物構造を持つものは竪穴建物よりも壁

立建物 と呼称することが望ま しい。

また、調査段階で、建物入 口の位置を精査 したが、。確実な証拠をみつけることはできなかった。

唯一その可能性があるもの として、S101の 段状施設がある。 この場合、地山を床 としているので検

出しやすいが、貼床の場合は作 り付けの段状施設 となるので、埋土を掘削 していく際にかなりの技術

と時間を要する。 しか し、現在の工事に追われる中での発掘調査では難 しいのが現状であるが、建物

入 口等、建物に関する情報をより多 くみつけられるかが今後の課題である。

(3)S101出土土師器甕の当具
S101では、カマ ド内及びその周辺から多量の遺物が出土している。その中には土師器甕の破片が

多く、それらを接合すると、土師器養 (1)が できた。日まロクロ成形後、胴部下半から底部を夕タキ

成形を行い、これによつて、底部は丸く仕上げている。通常、夕タキを行 う際には内面に当具を使用

する。その際、内面には当具の痕跡が残る。須恵器の甕では同心円文当具を一般的に使用しているが、

1では当具痕の中心に縦筋があり、その縦筋から両側にひげ状の筋が伸び、肋骨状を呈する当具痕が

みられる。ここでは、この当具を肋骨状当具≧呼称する。当具の下部は不明瞭であり、痕跡は上部の

みである。第 70図 には肋骨状当具を模式的に示した。これと類似する当具は須恵器甕の中にも確認

当具模式図

第 70図  肋骨状当具

0                (1)              20om

特ョョ]辻】西��士五五五五L五五百ヨ (,4)

0      (3・ 14・ 40・ 55・ H-5」蔵舌し)     10cm

監 Ξ 五 五 五 E]三 士 三 ■ Ξ 三 西 Ξ ■ 」 ('2)

0      (模 式図)     5cm
卜可~下~「¬~+一 下¬~下~下引 (1:1)

92



総括

でき、S101(3)、 S102(14)、 SP37(40)、 SD01(55)、 その他、実狽↓を行つていないものとして、SP37、

H5。 16撹乱があり、合計 8点確認 している。これらは、色調・胎上が同じで、同一個体の可能性も
ある。

土師器と須恵器の奏において特異な当具が使用されることは興味深い。土師器 。須恵器の甕は同じ

工人集団によって作られていると推測されるが、この肋骨状当具の類例は現在のところ確認できてい

ない。第Ⅳ章第 3節において須恵器の胎上分析を行つているが、概ね在地産であるという結果がでて

おり、越中の中でも呉羽から射水丘陵にかけての生産地が有力となっている。今後は、肋骨状当具の

類例を探し、資料を増加させていきたい。それにより、二人集団のまとまりを推測することも可能と

なっていくだろう。

(4)S102床 下出土土器 と墨書土器
S102で は、カマ ド内とその周辺、そして、カマ ド右袖のすぐそばの床下から遺物がまとまって出

上した。遺物出土状況は、第 10図 に示 したとお りである。第Ⅲ章において詳述 しているので、ここ

では、床下出土遺物と墨書土器についてみていく。

まず、床下出土遺物についてであるが、須恵器杯A(5・ 6)・ 杯 B蓋 (4)、 土師器甕 (15・ 16・ 21)の合

計 6点出土している。16は建物の中央に、4～ 6。 15・ 21はカマ ド右袖脇に位置する。出土状況は、4

が逆さまに、その上に 5と 6が乗つており、4≧ 6の間に 21が、5と 6の間に 15が入 り込んでいた。

21は 2点の破片で、もう一点は少 し離れたところに位置 している。土坑等の掘 り込みはなく、床下

に埋納されたと考えた。ここで疑問なのは、意図的な埋納であるならば、なぜ甕の破片が 3点混入 し

たかである。接合関係では、15はカマ ド内と床下のものが接合 しており、この解釈 として、床の張

替えが行われたとすると、つじつまが合い、また、5が周壁溝にかかっていることの説明もつく。た

だし、この解釈ではこれらの土器をいつ床下に置いたのか不明である。ttA・ 杯 B蓋は同時に埋納 し
たではなく、杯 B蓋と杯Aの間には埋納の時間差があり、これによって、杯 B蓋 と杯Aの 間に甕の破
片が混入 したと考えられる。

次に、墨書土器についてであるが、4の天丼部外面に「由」と書かれている。この筆跡は、楷書体

で丁寧に書かれており、筆のとめ 。ため 。はねをしっかりと行い、達筆である。1画 目はとめ、2画

目ははねて、3画 目につなげ、4・ 5画 目はとめて終わつている。富山県では「由」とい う墨書文字は

確認されておらず、近県では新潟県長岡市 (旧和島村 )の人幡林遺跡から 18点出上している (和 島

村 1993。 1994)。 器種は、杯Aが 13点、杯 B蓋 2点、杯A又は杯 Bが 3点である。塁書位置は、杯A
が底部、杯 B蓋がつまみ内と天丼部外面、その他の杯では口縁部外面である。筆跡は、楷書体と行書
体の中間のようなもので、とめ・はね 。はらいで、ためはみられない。多様な書き方がある中で、本

遺跡の 「由」と同じものは確認できなかった。1画 目はとめているものもあるが、ほとんどがとめて

いない。2画 目も同様に、とめ 。ためはなく、最後ははらう。3画 目以降も同様で、とめ 。ためを行

わず、練習で書いたような文字である
i。

本遺跡が「由」、人幡林遺跡が 「的・由」である。

また、人幡林遺跡からは付札木簡に「射水臣」とあり、射水郡との関係も示唆しているが、文字で

は共通点はみられなかった。土器型式では、人幡林遺跡の杯 B蓋はつまみの中央部がくばむもので、
地元の製品や佐渡産のものであり、土器型式からも共通点はみられなかった。

最後に、「由」は吉祥句でもあることから、墨書土器を建物の床下に埋納したとも考えられる。富

山県内では「由」が出上しておらず、比較できる資料がなかったが、今後、類似する「田」の筆跡と

比較検証 していくことで、富山県での筆跡の特徴もみえてくると考えられる。

i 長岡市教育委員会科学博物館 丸山一昭氏のご配慮により、墨書土器を実見させていただいた。
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(5)道路状遺構
本調査では、2条 1組の道路側溝と推測される溝を検出した。道路側溝は直線的ではなく、蛇行し、

緩やかな曲線を描いている。この緩やかな曲線は、南西から北へ向かつている。この曲線は本調査地

の地形とも関係しており、本調査地が旧神通川の河岸段丘上に立地し、道路状遺構はこの河岸段丘の

縁辺に沿つて延びていると推察される。第 65図は本調査と打出遺跡の成果をもとに古代道路の推定

線を記したもので、鹿島氏のご教示によるところと私案を示 している。波線が古代道路の推定線となっ

ている。北は河岸段丘の先端付近で、打出遺跡からの道路跡と合流するものと推察される。南は寺島

。人町等の集落を通 り、呉羽丘陵の麓を西へ向かつていくルー トを考えている。それは、呉羽丘陵上

に古代の集落遺跡が多数みられることと、呉羽駅近くの小竹源平山窯跡から射水丘陵にかけて須恵器

窯跡と鉄生産の大生産地となっていることがあげられる。これら呉羽丘陵の集落間を結ぶルー ト、須

恵器や鉄を運ぶルー トとして道路がつくられていても不思議ではないだろう。本調査の道路状遺構は

そういったルー トの一端であると推察される。

(6)今市遺跡と寒江郷
第 1・ 2節のまとめとして、今市遺跡と寒江郷との関連性について触れておきたい。寒江郷は、「正

倉院文書」続々修第 46峡第 7巻に「越中国射水郡寒江郷戸主三宅黒人戸牒」(天平勝宝四 (752)年 10月 )

と記されていることから、その存在が知られるところとなつた。範囲については不明瞭であるので、

その後の寒江庄、寒江村 (平凡社 1994、 角川文化振興財団 1999)か ら推測する。

寒江庄は寒江郷の系譜を引いているとも考えられてお り、現在の呉羽町 。北代 。人町一帯を指す。

寒江村は 1889(明 治 22)年に、本郷村・中沖村・野口村・野村 。大塚村・北ニツ屋村が合併している。

地名から推測して、現在でも残る本郷や寒江小学校周辺は寒江郷の範囲となる可能性が高く、その中

心とも考えられる。寒江郷の推定範囲は、寒江庄と寒江村の範囲と奈良・平安時代の遺跡の分布を考

慮に入れると、放生津潟から神通川の間、呉羽丘陵以北 (第 65図のほぼ全域 )と 推察される。

奈良時代から平安時代の遺跡として、北代遺跡 (富山市教委 1979・ 1980)と 呉羽富田町遺跡 (富山

市教委 1978)が ある。北代遺跡 。呉羽富田町遺跡は、8世紀後葉～ 9世紀前葉に営まれた集落と推定

されている。北代遺跡では竪穴建物 5棟確認されてお り、その規模は 3～ 4m、 5m、 6mである。呉羽

富田町遺跡では竪穴建物 4棟確認されてお り、その規模は 3m、 4～ 5mである。本遺跡の竪穴建物の

規模は概ね 3m前後であることから、両遺跡の竪穴建物と共通する部分がある。また、呉羽富田町遺

跡では、カマ ドを建物の隅に取 り付け、支脚に籍を転用 している。これは本遺跡の S103と 共通して

いる。北代遺跡・呉羽富田町遺跡の竪穴建物は壁立建物と推測され、規模・カマ ド等共通点も多いこ

とが分かる。このことから、本遺跡の竪穴建物が 9世紀中葉～後葉であり、同様の建物のルーツを同

じ寒江郷の推定範囲内から追 うことができる。

以上、今市遺跡 と寒江郷についてみてきたが、寒江郷の推定範囲内の遺跡において少なからず共

通点もみられた。しかし、この共通点に関しては寒江郷のみならず、越中国・北陸 。日本といつた規

模での共通点とも考えられる。越中国では 9世紀前葉の南砺市 (旧井波町)高瀬遺跡 (井波町教委

1996)と 9世紀～ 10世紀前葉の入善町じょうべのま遺跡 (入善町教委 1973)等 との比較も必要≧な

るだろう。また、道路状遺構のルー トに関しては先述したように、須恵器 。鉄生産の運搬ルー トと遺

跡間を結ぶルー トと推測され、本調査地の集落・寒江郷がこの道とどのように関わつていつたのかも

興味深いところである。そういつた意味では、本調査の成果は多くの研究課題を提示することができ

た。
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第 3節  自然科学分析の結果について

(1)堅穴建物カマ ド及び堆積上の分析

竪穴建物では、カマ ド底面の地磁気分析とカマ ド内堆積物分析 とカマ ド袖の粘上分析を行つた。

カマ ドの地磁気は 8世紀後半～ 9世紀前半、炭化物の放射性炭素分析では、8世紀後葉～ 9世紀後

葉と若干のずれはあるものの、概ね一致する。しかし、遺物からは 8世紀後葉～ 9世紀前葉の遺物は

ほとんどみられず、SX07出土遺物がこの時期に相当するため、S101～ 03の推定年代は 9世紀中葉～

後葉となる。

カマ ド内の炭化物の分析では、薪材・種子がみつかつた。薪材は、S101が サクラ属・エノキ属、

S103が ニシキギ属・サクラ属 。キブシ属・エノキ属・クツギ属で、いずれも径の小さな樹木を選択

して薪として使用 していることが分かつた。種子は、S101がイネ 。オニグル ミ、S102が イネ・ヒエ

・タデ属果実 。モモである。SI02出 土甕付着炭化物の分析では、C3植物
liも
しくは草食動物が炭化 し

たものといった結果が得られた。これらの分析結果によって、本遺跡での平安時代前期の食生活の一

端を確認することができた。

カマ ド袖粘上の分析では、粘上の含有物として、海水性・淡水性珪藻化石、火山灰がみられ、イネ

科植物も含まれていた。これによって、カマ ドの粘土は周辺の沖積壮土層から粘土を採取し、カマ ド

を構築する際に、この粘上の中にスサを混ぜていることが分かった。

(2)道路状遺構側溝の堆積物と SD01出土骨片の分析
SD01・ 02の堆積物の地磁気分析では 1400～ 1500年 と推定され、また、SD01出 土骨片の放射性炭素

年代測定では 1420～ 1450年 と推定されたが、SD01・ 02の年代を決定する要因にはならない。

その根拠として、堆積物の地磁気分析は溝の堆積過程の土の分析を行つていること、また、骨片の分

析ではこの骨の出上位置が検出面とほぼ同じ高さであることをあげることができる。第 4図 をみると、

E～ H9・ 10グ リンドでは、SD01・ 02と ほぼ同じように南北方向の抗乱 (破線)がみられる。この撹乱

はⅡ層とⅢ層の中間的な上で、この中からは明治時代以降の遺物に伴って、14・ 15世紀頃の陶磁器が

出土している。 14。 15世紀の遺物はこの層以外ではほとんどみられず、調査中には認識していなかつ

たので、周辺の撹乱と同様の取り上げ方を行つている。調査区壁面にはこの層を確認できないことか

ら、SD01・ 02上にのみ堆積 した土と言える。このことから、SD01・ 02がある程度堆積し、溝の部分が

やや窪み、その部分に堆積 した土であると推測される。同時に、この堆積上が SD01・ 02の最終堆積土

と考えられ、その時期が遺物から 14・ 15世紀頃であると推察される。また、明治時代以降の遺物はこ

の堆積土上にも撹乱は多数確認できることから、混入遺物 と推測 される。よつて、SD01出 上の骨片

においても同様のことが言える。

(3)地中レーダ探査
地中レーダ探査では、SD03・ 04の延長上である小学校の中庭において探査を行い、溝状の落ち込み

を確認でき、SD03・ 04が校舎まで延びていることが分かった。 しかし、その直線上において南に位置
する運動場 。水田では溝を確認することはできなかった。これについては、SD01・ 02と SD03・ 04が調

査地内において、弓なりに南西から北西へ湾曲していることが原因と考えられる。第Ⅳ章第 2節の第

52図ではその推定線を示している。第 52図では推定線が地中レーダ探査したところと少しずれてお

り、このことによって、運動場と水田では溝を確認できなかったと考えられる。

� ほとんどの植物がこれに含まれる。これに含まれないものとして、ヒエ等があげられる。
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また、2008年の下水道敷設工事の立会において、平安時代の溝を確認 した
1コ

。この溝は第 52図の

推定線からはずれるが、推定線の方向をやや東に振 り、ほぼ現況の道路と平行して南へ走るルー トを

想定することも可能であろう。

(4)須恵器胎上分析
越中国の須恵器生産地は、呉西地域の呉羽丘陵、射水丘陵、砺波、小矢部から南砺と呉東地域の上

市・立山に分布 し、窯跡の分布はそれぞれ窯跡群としてまとまっている。本調査地は射水郡の東端に

位置しており、須恵器がどこから搬入されているのかを確認することを目的としている。

分析結果では、一部呉東地域の上市・立山から搬入された可能性はあるが、そのほとんどは呉西地

域の呉羽～射水丘陵から搬入された可能性が高いとされた。本調査地は呉羽丘陵から続く舌状の高ま

り (河岸段丘)上に立地し、呉羽～射水丘陵の製品が簡単に入手可能であつたのであろう。今回の分

析では呉羽～射水丘陵のみであつたが、今後は砺波・小矢部から南砺の生産地と比較していく必要が

あるだろう。

第 4節

(片 山博道 )

江戸時代以降の特徴

第 1項 今市遺跡 出土の 「九谷焼」について
(1)は じめに
人幡小学校校舎と体育館を結ぶ渡り廊下の校舎寄りの地点の明治時代以降に掘られた土坑 (穴 :直

径約 2.00m、 深さ約 0.30m)か ら出上した色絵のある九谷焼湯呑みについて、その意義を検討する。

(2)出上 した「九谷焼」について
「九谷焼」は口径 6.3cm、 器高 6.3cmを 淑1る。器形は 「湯呑み」 (碗)で、陶器仕立てとなつている。

外面に参勤交代の様子を表した色絵と前田家 「梅鉢紋J及び 「呉羽」の文字の朱書きが見られる。外

面底部付近は露胎で、高台外側に「九谷」の印亥1が施されている。この製品は石川県能美市 (旧 寺井

町)地内の窯で焼かれた九谷焼であることが判明した lV。

「九谷」の印刻は、江戸時代の製品には見られない。印刻は幕末以降、日本が鎖国状態から開国し、

九谷焼が海外に輸出されるようになつてから、そのブランド銘を周知するために入るようになった。

よって、この製品は、明治時代に入つてから (明治時代前期頃ヵ)製作されたことが分かつた。

(3)色絵の意味について
外面には、参勤交代の道中の様子を描いている。その様子は行列が、右から左へ (東から西へ)向かつ

ているように描かれている。これは行列が江戸 (東京)か ら加賀藩領へ戻る際の様子を描いたと推測

することができる。先頭の笠を被 り、手に何か (御幣か)を持つた人は、露払いの先頭を行く武士で

あろう。次に両手を広げる「奴」、「挟箱」を持つ人、「毛槍」を持つ人と続く。その後は人の表現が無く、

「弓J、「長柄傘」、「毛槍」などのみが描かれている。仮に梅鉢紋が加賀藩 「剣梅鉢紋」とした場合、「梅

鉢紋」の左右の描写は大河 (神通川・常願寺川)に挟まれた藩主の位置を表しているようにも見える。

参勤交代の先頭は人幡に差しかかつたものの、藩主を乗せた駕籠は、未だ神通川を越える手前にある。

2千～ 4千人とも伝わる加賀藩の参勤交代の行列の長さを示 しているようにもうかがえる。一方、富

山藩 「丁宇梅鉢紋」と仮定した場合には、梅鉢紋は富山藩領を意味し、富山藩領内を通過している状

況を示していると推察することもできる。前者の可能性が高いだろう。

� 富山市教育委員会埋蔵文化財センター 鹿島昌也氏ご教示。
iv 加賀市教育委員会 田島正和氏ご教示。
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また、「呉羽」の地名が行列の先頭の左下に描かれていることから、地理的に「呉羽Jの北束に位

置する人幡付近の北陸街道を通過している様子を描いたと推測できる。

(4)江戸時代の人幡村と北陸街道

人幡村付近を通る北陸街道は、①人幡小学校の北側 (集落側)を通つていたとする説 (富山県荻育

委員会 1980)と ②人幡小学校の東側 (旧神通川河岸段丘に沿つて)を通つていたとする説 (富 山市

日本海文化研究所 1998)が ある。一方、安政 4(1857)年 10月 『人幡村下渉瀬ヨリ利波村境迄御往

来略絵図』 (富 山県立図書館蔵)に は、②の街道の脇道として①の位置に「御成道Jと 記され、A:

①のルー トは藩主と藩主を守る親衛本体のみが通つた (休息所としていた屋敷に向かつた)、 B:元

は①のルー トだったが、何かの要因で②のルー トに代わり、①のルー トは沿道にある休息所へ藩主が

赴くための「御成道」となつた、などの可能性が推測される。

発掘調査区からは、北陸街道と軸方向を揃えた江戸時代の屋敷地を区画する溝が見つかつた。①こ

こに何らかの屋敷地が古くから存在していた。参勤交代の色絵のある九谷焼が出土したことから、②

この場所に北陸街道に関連する何らかの施設 (藩主の休息所や役人の詰所)が あつた可能性が高くなつ

た。

出土した九谷焼は、幕藩体制が終焉を向えた明治時代以降に、人幡村の住民 (肝煎か)が来客用と

して、北陸街道の沿線で加賀藩の参勤交代の行列が通つていたことを語り伝えるために、旧加賀藩領

内 (旧寺井町)の御用窯職人に発注して作らせた特注品と推測される。

(5)おわ りに
地元人幡地区の住民から、「甚右衛門」の家系の墓が地元 「人幡官Jに あり、神社の先代宮司が調

査をされ、「氷見甚右衛門」宅が小学校体育館敷地にあったことを氏子である子孫の方から聞き取り

をしていたことが分かった。発掘調査区で見つかつた江戸後期の屋敷地は、加賀藩主の休憩所であつ

た。

今回見つかつた九谷焼の湯呑みを「九谷銘前田家梅鉢紋入参勤交代呉羽道中色絵碗」と名づけた。

第 2項  統制陶磁器について
(1)は じめに
人幡小学校旧体育館の北東角付近から重機で表土掘削をしている最中に「国民」と文字が入つた陶

磁器が出上した。当初、昭和 17年からこの地に建設が始まった人幡国民学校に関連するのではない

かと推淑1していた。ところが、調査を始めると、第二次大戦中、期間限定で生産された製品であるこ

とが判明した。この陶磁器について分かってきたことをここに記す。

(2)「統制陶磁器」について

昭和 13(1938)年 4月 、「銑鉄鋳物製造制限に関する規則」が公布され、金属製品に変わる代用品

が陶磁器で本格的に生産される。昭和 16(1941)年からは、「生産者別識別番号」いわゆる「統制番号」

が制定され、この時期の陶磁器には、全て窯元を示す番号が付された。それによって、陶磁器がどこ

の誰によって生産されたかを知ることができる。この「統制番号」は陶磁器製品の生産から販売まで

を統制するための手段として用いられ、例えば岐阜県内 (岐阜県陶磁器工業組合連合会)で生産され

た製品には「岐」の文字と生産者番号を付して「岐■■■」と表示された。これらを「番号の付され

たやきもの」や 「統制陶器」などと呼ばれる。長い日本の陶磁器史上で、唯一生産地 (生産者)と 生

産時期が特定できるという極めて貴重な資料として近年知られるようになった。本稿では、「統制陶

磁器」と呼称する。
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(3)防衛食器について
「統制陶磁器」には、①主に工場従業員の給食用食器として製造された「国民食器」 (「工場食器」

とも呼ばれる)、 ②食品容器、やかん、薬品、化粧品、文房具などの代用品として生産された 「代用品」

(容器 )、 ⑥非常時の備蓄食料および缶詰の代用として昭和 18年頃から生産された 「代用品」 (防衛食

器)な どがある。「代用品」としては、この他鍋・釜などの生活用品から手椙弾などの軍用品、梵鐘

や銭貨まで多種多様なものが生産された。今回、出上した陶磁器は、このうち③ 「代用品Jの防衛食

器に該当する。

(4)出 土 した「防衛食器」について

出上した容器の直径 8,2cm、 高さ9.6cmを測 り、側面には「国民」や 「社長」の文字が見える。底

部外面には「岐 1204」 の統制番号が浮彫 りされている。愛知県瀬戸市瀬戸蔵 ミュージアム所蔵の陶

磁器に同様の製品がある。それから推測すると、今回出上した側面の文字は「国民食」で「日本国民

食糧株式会社」などと書かれていたことが分かる。岐阜県瑞浪市陶磁資料館には、「防衛食」と書か

れた容器が所蔵されている
V(右
の写真 )。 瀬戸市や瑞浪市

の容器には蓋が付いている。

この容器は岐阜県東濃地域や愛知県瀬戸地域、佐賀県有

田地域などで製造された。各地の缶詰工場に送られ、肉や

魚などの内容物を充填し、ゴムパッキンと蓋で密閉された。

今回の出土品には蓋は伴っておらず、開封済の容器を別の

目的で再利用していたとも推沢1される。

(5)「防衛食器」出上の意義について

発掘調査地からは、今回紹介した「防衛食器」以外にも「岐

101、 岐 168、 岐 470、 岐 598」 と「統制番号」カミ付された容器や食器を複数点確認することができた。

これらは、番号から岐阜県多治見市や土岐市で生産された製品であることが判明した。このような「統

制陶磁器」は伝世品として博物館や資料館に収められることはあったが、遺跡からの発掘出土品とし

て紹介されることは殆どなかつた。

国の統制や管理下で正規に生産された製品が、生産地である岐阜から消費地の富山へ運ばれていた

ことを物語る貴重な資料である。

(6)おわりに
これまで、このような昭和時代の陶磁器は、出土品として取り扱うことは無く、撹乱遺構や遺物と

して見過ごされてきた。

今回、国民学校 (小学校)と いう地域の子供たちのみならず、地域住民の拠り所ともなつていた場

所で、「統制陶磁器」が出上したことは、地域や学校における戦時下の暮らしぶりや統制経済下にお

ける陶磁器生産および物流、消費の実態を解明する上で、貴重な資料といえる。今後もこの「統制陶

磁器」に注 目していきたい。 (鹿島昌也)

瑞浪市所蔵の防衛食器

v 瑞浪市陶磁資料館 砂田普司氏に実見の配慮をいただいた。
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ふ りがな

所 収 遺 跡

ふ りがな

所在地

コー ド
】ヒ糸華 東経

大 調査面積
(ポ )

調査原因
市町村 遺跡番号

いまいちいせき
今市遺跡

とやまけんとやまし
富山県富山市
やはた
人幡 690

16201 201010

36度

44分

20秒

137度

11分

40秒

20120705

-20121005
825ピ

人幡小学校体育館

改築工事

所収遺跡名 在三丹l」 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

今市遺跡

散布地 縄文時代 縄文土器

散布地 古墳時代 赤彩土師器

集 落 平安時代前期
竪穴建物・掘立柱建物

道路状遺構・溝
須恵器。土師器

道路状遺構を検出し、墨書

土器 「由」が出上した。

散布地
鎌倉時代
～室町時代

珠洲

集落 江戸時代後期 土坑・溝・柱穴 肥前・越中瀬戸・土師器。石製品

集落
明治時代～

昭和時代前期

肥前・瀬戸美濃。九谷・ガラス瓶
石製品

「呉羽J銘のある九谷焼湯
呑が出上した。

学校
日召不日H寺イ代

中期～
国民学校基礎

陶磁器・ガラス瓶・瓦・石製品

文具関係

人幡国民学校の基礎と学校
に関連する遺物と統制陶磁
が出上したぃ

要  約

平安時代前期の集落、江戸時代後期から昭和時代前期の宅地・区画溝、昭和時代中期以降の人幡国民学校

・小学校といつた大きく3時期の遺構とそれに伴う遺物が確認された。

平安時代前期では、堅穴建物 3棟・掘立柱建物 4棟。道路状遺構 1条等を検出した。道路状遺構は南北方向

に走つており、海岸沿いを通る古代北陸道と内陸部を結ぶ道路跡として注目される。S102の床下から須恵器

杯 3点がまとまって出土した。そのうち、杯 B蓋外面には墨書で「由」と書かれており、墨書「由Jは県内

において初例で、新潟県では長岡市人幡林遺跡から18点出土している。また、木簡付札で「射水臣Jと 書か

れたものも出土しており、本調査地が射水郡の東端に位置していることから、人幡林遺跡との関連が示唆さ

″tる。

江戸時代後期から昭和時代前期では、建物跡の一部と屋敷区画溝を検出した。近世北陸街道沿いの大きな

屋敷として注目される。また、「呉羽」銘と街道・前田家家紋・参勤交代を連想させる絵が描かれている九谷湯

呑が出上した。

昭和時代中期以降では、人幡国民学校の基礎 6条を検出した。遺物では昭和 17年～ 20年限定生産の「統

制陶磁器」が出上し、学校に関連するものも多数出土した。
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